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特 集

高 層 建 築問 題

社団，去人 日本建築協会

昭和何年 6 月25日 発 行 第51輯 第 6 号

毎月 1回25日発行
!建 築 と 社 会
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屋 根 防 水 / 地 下 防 水 / 橋 梁 防 水 に

ペルト本7t・2レヌヤ〉グ困
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ネ オ ・J レ ー フ イ ン グ E B は、

気 体 の 透 過 も 許 し ま せ ん 。

T E L  ( 0122 ) 26- 5  6  7  6  f-¥' し か も 他 の 防 水 シ ー ト に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩

T Eし (0222 ) 25- 5  4  3  1  ｦｾ＠

T Eし (03 ) 251 - 0  1  6  1 代 耗 性 、 耐 破 断 強 度 が一 段 と す ぐ れ て い ま す 。

T E L ( 03)  251- 7  5  1 7 - 9 フ レ キ シ ブ ル シ ー ト で す か ら 凹 凸 の 下 地 で も 施
T Eし ( 03) 363 - 4  3  4  1  fに

T E L  ( 03)  368 - 6 9 7 3 ・8 7 9 4 工 で き 、P C版、 A L C版、木毛版、鉄板、木材、発泡

T E L ( 0273) 22- 3  3  0  1 代

T E L  (0488) 31- 1  2  2  5 断 熱 材 な ど 、 ほ と ん ど の 下 地 材 料 に 密 着 し ま す 。

T Eし ( 0286) 33- 7  6  9  7  

※ く わ し く は ncの 池 材 課へ お 階i合 せ く だ さい。
T E L  ( 0292) 31- 0  1  7  1  - 6  

T Eし ( 0294 ) 22- 1  1  5  5  

T Eし ( 0542 ) 8 5 - 9  1  5  1  

T Eし ( 0545 ) 61- 1  6  8  8  

T E L  ( 02362) 2 - 8 161. 3  - 0175 戸ーーー ，

T E L  ( 052 ) 251- 3  5  4  1 代 F ・?

T E L  ( 0762 ) 4 1 - 1  1  3  1  fl: 

T E L  ( 0776 ) 23- 8  8  4  7  

T E L ( 0764 ) 4 1 - 3  2 6 1 - 2  

T E L  (0252 ) 45 ー 7 6 8 8 - 9

T E L ( 02657) 2 - 7  1  8  l f l: 

T E L (06)  3 6 4 - 0  2  0  6 代

T E L  (06)  443 - 0  1  1  5  fl: 

T E L (06 )  3 6 4 - 9  0  1  5  

T E L ( 06 )  3 7 2 - 5 6 0 8 . 4 5 7 1  

T E L  (078 )  5 1 - 4  5  0  1  

T E L  ( 078 )  5 6 - 4  0  7  3  

T E L  ( 0878) 31- 6  3  3  2  

T E L  ( 0899) 31- 6  2  6  1  

T E L  ( 0822 ) 2 1 - 2  2  8  1 - 6  • 
T E L  ( 0862 ) 23- 8  2  8 5 - 7  / 入 ー一一一ー 一一一一・ーー- 一 一

T E L  (0852 ) 21- 9  5  5  1  ! . *¥ =  ..， E ・f t回. . ー且-

T E L  ( 092)  2 8 - 5  5  6 6  - 8  i " KW¥.  二--ニ .  τ=・... 可‘ '・・V 圃「ー-

T E L  ( 093 )  3 8 - 1  4  6  8  f¥' - ー一一一一ーーーーー一 - - - - 一 ーーーー 一
本 社 / 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 丁目 T E  L  (078)  67 - 5  0  7  1  

T E L  ( 0985 )  2 - 5 0 0 1・6 0 8 4

T E L  ( 0992) 23- 9  3  9  5 東 京 支 底 / T E L  (03)  552 - 1421 名 古 屋 支 庖 / T E し (052) 262 - 3551 

循岡営業所 / T E し (092) 29 - 5931 北海道出張所 I T E L  (01 22) 23 - 9101 

ご 用 命 は ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

i

f

l

 

ネ オ ・J レー フ イ ン グ シ ー テ ィ ン グ 作 業

( 株 ) 浜 建

日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 l苫

高 山 工 業 ( 株 )

( 株 ) 三 柏 商 会

金 岡 工 業 ( 株 )

桑 原 建 材 ( 株 )

石 田 建 材 工 業 付 朱 )

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 J苫

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所

( 株 ) 奈 良 屋 商 庖

( 株 ) 奈 良 屋 高 I苫 目 立 支 I苫

( 株 ) 三 井 工 業 所

( 株 ) 三 井 工 業 所 官 士 営 業 所

( ヰ朱) 山 形 建 材

中 央 建 材 工 業 ( 株 )

北 川 涯 膏 工 業 ( 株 )

北 川 波 青 工 業 ( 株 ) 福 井 営 業 所

北 川 涯 膏 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所

北 川 波 膏 工 業 ( 株 ) 新 潟 営 業 所

五 十 鈴 建 材 ( 株 )

( 株 ) 久 保 商 庖

( 株 ) 木 下 謹 三 商 底

高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 防 水 ( 株 )

( 株 ) 中 出 商 会

太 平 特 殊 工 業 ( 株 )

ネ オ ・J レ フイング防水( 株) 高松出張所

( 株) 山 本 商 会

青 盛 建 材 ( 株 )

青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所

青 盛 建 材 ( 株 ) 山 陰 営 業 所

青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所

( 株 ) 工 材 社

( 株 ) 大 二 商 会

( 株 ) 北 原 題 材 商 会
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大きな音を遮ぎる壁は重い/

というのが常識 でした

こ の 彪雄 官@壁は

その常識 を打破ったのです

遮音』世能

逓昔値 49デシベ/ レ( コンク リート 176叫厚相 当)

重 量 63kg/ m
2

( コンク リート 400kg/ m
2

)

高層ビル ・ホテル/集合住宅/病院/ 会議室/ 学校に最適

K IL D壁の特長

・遮音性大 ・軽量 ・防火性大 ・仕上自由

・配線配管局 由 ・;施工簡単 ・工期短縮

・変位対応性大

写真説明

①床と天井にラン ナー ( エ コニースタッド) を取付 け、

床ラシナ一、天井ラン ナーに間柱( エコニ ー スタッド)

を耳耳イ寸ける 。

②下地ボードを間柱に下段よりク リップで止める。

③佑上{ ずボードを下地ボードの上 に接着剤と釘で貼りつ

ける 。 あとはペンキまたは布 貼 りで仕上げる 。

( ご一報次第カタ ログ進呈)

⑥三井素足化学( 株)

建 材 部

本 社 (〒 100) 東 京 m千 代 川 院 iii が| 刻 泌 が11¥1ピル

ｾ ｌＺ 話 Ｈ Ｐ Ｓ Ｉ 581- 6111(大代 )

支 底 大 阪 名 古 hl . 侃 岡 ・ 礼 申 見

乾式軽量遮音間仕切壁

H ず4

ｾ＠

⑥ 

ｾ＠
F  

戸 一 一 己竺 ー

ー
ー， 

-・・h

ｾ＠
一 一
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② 

① 

株 4 ふ社マ凶手凶
エ｜， ｾＱ 司‘ 一一一 ， 一 一

社 (〒 542) 大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3 - 2  

電話 (06) 632- 1  1  5  1  (代)

東 京 営 喋 所 (干 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3  - 17  

電話 ( 03) 682- 3  2  4  1  (代)

名古屋出張所 (〒 460) 名古屋市中区宮前町 4 - 16 東海塗料ピル

電話 (052) 262- 6  7  7  1  (代)

福 岡 出 張 所 ( 干 812) 福 岡 市 博 多 駅 東 1 - 12- 26 岩瀬ピル

包括 (092) 43- 4  3  5  6  

切
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4 通 常 総 会 開 催 通 知

昭和45年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたします。本務ど多

忙のと乙ろま乙 とに恐縮ながら何とぞお繰り合わせのうえ，ど出席下 さ

いますようお願い 申し上げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 東 畑 諸 ー

記

と き 昭和45年 6月25日 ( 木) 午後 4 時30分

ところ 近畿建築会館4 階集会室

ぎだい 1. 昭和44年度事業報告承認の件

2. 昭和44年度決算報告承認の件

3. 昭和45年度収支予算承認の件

4 読売新聞大阪本社別館新築工事の見学会

日 時 7 月29日 ( 水) 15. ∞ ( 集合〕→17. 00 (解散)

集合場所 見学する 工 事場 北 側 ｾ 野崎 公園内 藤 棚下 ・ 目標会旗

( 地下鉄堺筋線「扇町」下車，扇橋交叉点西南へ徒歩約10分)

説 明 会 15. 10ー→15. 50 (読売新聞大阪本社ホール〉

見 学 16. ∞一→17. ∞

建築概要

所 在 地 大阪市北区野崎町36

建 築 主

設 計 監 理

施 工

敷 地 面 積

建 築 面 積

読売新聞大阪本社

日建設計工務株式会社

大成建設株式会社

2. 967.30nf  

2. 569. 67nf 

延 床 面 積 28. 2∞. 27nf  

構 造 ・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造

地下 6 階 ( - 2 8 m)

地上 6 階 ( + 2 4 m)

塔 屋 3 階 ( + 35. 1 m)  

外 装 タイノレ貼

工 期 昭和44年 6 月21 日一→ 昭和46年 4 月20日 (22カ月〉

地下工事の特徴 イコス山留 ，真柱支持による全館逆打工法

日 本 建 築 協会会告一一一一ー

見学時の進捗状況地下工事は地下5 階の掘さく土砂搬出中 ，地上

工事は鉄骨組立完了，地上 4 階の主体施工中

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきには l 枚1<: 1  ; 名限りとし ，

氏名 ・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名

. 郵便番号を記入の上 7 月18 日までに事業課へ。

ただ し定員を超過したとき は抽せんにて決定 し， ど通知い

たします。

4 キ リンビール京都工場の見学会

日 時 8月 8 日 ( 土) 13. 30  (集合〉→16. 00 ( 解散)

集合場所 国電向 日町駅前 ・目標会旗

( 12. 40 国電大阪発上 り快速乗車→高槻にて普通に乗替え

→向田 町下車， 電車賃往復( 大阪より ) 320 円各自 負担)

工場見学 14.∞ ( 向日町駅より 徒歩15分〕工場者，説明をうけた

後見学→16. ∞工場にて解散

建築概要

工 事 名 称 戯麟麦酒株式会社京都工場増改築工事

所 在 地 京都市南区久世高田町126

〔工場電話075- 92ト81 LO ( 代) J  

建 築 主 隊麟麦酒株式会社

設計 ・監理 岡田中小西建築事務所

施 工 岡大林組，鹿島建設閥，清水建設附，大成建設( 同

敷 地 面 積 137. 267.  239nf  

総 延 面 積 102.  967.  295nf  

内 増築 51. 360.  507nf  

改造 19. 192. 933:nf 

構造 ・規模 S R C . R C . S  7 F ・5 F ・4 F ・2 F および

平家建

醗酵貯蔵室，仕込室， 主主過室，樽詰室，プレッシ ヤ

ータンク 室，シ ロ， 場詰室， 原料倉庫，空壕上家，

ボイラ 一室，変電室，工作場，用品倉庫e 冷凍機室

工 期 昭 和42年 7 月 l 日→昭和45年 3 月31 日

定 員 30名

申 込 往復はがき に限ります。 氏名 ・勤務先名および所在地 ・連

絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上 7 月27日ま

で1<: 事業課へ。

3  



日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 昭和45年度日本建築協会常設委員会委員

俊 重 男 ( 大 林 組〉

尚 三 〈 大 阪 市 )

良 治 ( ユ ー エ 一 事 務 所 〉

重 雄 〈 市 住 宅 供 給 公 社 〉

作 太 郎 ( 日 建 設 計 工 務 〉

清 治 郎 ( 都 島 工 高 )

恒 夫 ( 大 阪 市 立 大 学 )

弘 次 〈 大 阪 府 )

俊 一 〈 日 本 住 宅 公 団 )

義 治 ( 近 鉄 不 動 産〕

茂 信 〈 日 建 I ' k 針 工 務 〉

革 リ 男 ( 大 阪 府〉

清 子 〈 姫 路 短 大)

幹 祐( 八幡エコンスチール)

考 二 郎 〈 日 本 住 宅 公 団 )

明 ( 永 大 盤 浪 )

喜 八 郎 ( 京 阪 電 鉄 〕

弘 子 ( 府 厳 林 セ ン タ ー 〕

正 也 ( 大

五四男( 閲

覧

重

邦

広

目

E ヨ

英

大

正

孝 ( 大 阪 大 学 ) 一 井

三 ( ヤ マ ト 電 気 商 会 ) ム 岩 本

上 回

大 塚

@ 岡 橋

奥 山

梶 浦

金 井

O黒 谷

ム 佐 孝

ム 坂 井

坂 倉

末 政

高 木

高 野

千 葉

中 市

長 山

楢 崎

O野々村

下記のとおり各委員会委員に委瞬いたしましたので乙乙にお知らせ申し上げます。

( 敬称略， 50音/1民 ・@ 印委員長 ・O印副委員長 ・ム印幹事 ・* 印編集理事)

治 ( 府 監 理 協 会 ) ム 安

浩 ( 竹 中 工 務 庖 ) I  * 山

樹 ( 西 日 本 建 設 保 証 ) ，1. 法規委員会

憲
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本

宏山
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本
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. 事業委員会

• 

学〉

学)

一 ( 小 堀 住 研 )

一 ( 府 住 宅 供 給 公 社 〉

昭( 都市問題経営研究所)

文 ( 平 和 E主 役〉

良ｾ ( 日 本 住 宅 公 団 〕

ニ ( ク ボ タ ハ ウ ス )

雄 ( 住 宅 金 融 公 庫 )

平 ( 田 島 応 用 化 工 )

弘 ( 日 本 板 硝 子 )

茂 〈 大 日 本 土 木 )

夫 〈 湯 浅 事 務 所 )

和 ( 大 阪 府 )

良ｾ ( 大 阪 府〉

水

畿

武

重

克

- 出版委員会

建 築 IC関する図書の企国 ・編 集 ・刊 行

伊 藤 克 三 ( 大 阪 大 学 )

伊 東 哲 郎 〈 竹 中 工 務 庖 )

池 田 有 隣 ( 京 工 織 大〉

石 崎 溌 雄 〈 京 都 大 学 )

斧 出 正 隆 ( 大 阪 府 〉

大 藤 博 貞 ( 竹 中 工 葛 庖 )

川 上 貢 ( 京 都 大 学 )

木 村 喬 夫 ( 大 医

木 村 康 彦 ( 消

楠 部 年 彦 ( 近

務 所 )

段)

建)

大

大

地

建

阪

西

口

川

田

野

見

木

本

岡

本

浅

岡

田

樋

藤

藤

崎

星

細

松

松

光

山

湯

士

田

和

松 井 清 関 晴 海 奥

武 曽 一 郎 ( 清 水 建

村 上 常一朗( 兵 庫 県)

森 川 喜 代 之助 ( 森 川 事 積 所 )
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渡 辺 甚 吉 一 日 所 ) ]  

往 宅11 : 関する研究ならびに乙れが改善につい

ての一般昏製 よるず相談住宅展の開設

建築11 : 関する法規の研究 ・普及ならびに建
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弘 ( 浅 沼 組 〉
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日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

4 昭和45年度理事の会務分掌

4 月16日開催の第 1 団理事会において理事各位の会務分掌が下記のと

おり決定いたしました。( 敬称略〕

記

ぷメ1 総 務 ( 14名) I会 計 ( 7鉛|編集 ( 12名)

中 原 茂 山 田 義 行 石 崎 溌 雄

橋 本 忠 保 岩 下 久 哉 堀 内 三 郎

( 技術部門)

矢 野 豊 作 荒 敏 雄 北 垣 智 造

西 嶋 徳 太 郎 福 田 朝 生

後 藤 典 夫 鳥 田 家 弘

佐 野 正 一 岡 橋 作 太 郎

銭 高 輝 之 大 林 芳 郎 浅 沼 猪 之 吉

( 総合部門)

竹 中 錬 ー 白 井 周 二

鴻 池 藤 一

松 森 英 雄

( 電気部門) 今 元 康 彦 小 林 四 郎 山 本 憲 三

( 管工部門) 本 田 知 之 石 田 憲 二 知 見 義 夫

( 建材部門) 井 上 浄 夫 田 中 政 二 安 田 誠 一

( 支 部〉 高 橋 政 吉 越 智 隆 晴

坂 井 茂 信 〈 日 建 援 計 工 務 〕

桜 井 忍 ( 鹿 島 建 役 )

鈴 木 安 太 郎 ( 大 成 建 設 )

田 中 正 典 ( 昭 和 事 務 所 )

土 井 宗 右 ヱ 門 ( 銭 高 組〕

土 肥 耕 一 〈 東 畑 事 務 所 〉

豊 田 一 男 ( 大 阪 新 幹 線 )

中 川 匠( 中川匠設計事務所〉

橋 本 良 介 ( 大 林 組 )

藤 川 慧 ( 建 築 総 合 怠 験 所 )

星 野 二 郎 ( 日 本 住 宅 公 団 )

@ 掘 内 三 郎 ( 京 都 大 学 〉

牧 田 顕 治 ( 府 住 宅 供 給 公 社 )

武 藤 倫 男 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン )

元 木 貞 次 ( 東 洋 紡 績 )

山 田 幸 一 ( 関 西 大 学 )

和 田 得 也 ( 露 木 工 務 活 〉

社)

市〉

宅住

芦

達

千

. 教育委員会

林

本

水

中

田

橋

田

原

谷

川

山

田

回

，告・

5ミ

乙のたび下記会員の方々が，大阪府知事より建設関係功労者として表

彰を受けられました。

乙乙に誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

受の員司会

. 建築データシート

編集委員会

建築データシ ート の企画 ・編集 ・刊行

島建ｾＩ

雄 ( 太 村 機 械 技 術 士 )

事 務 所j

己 ( 郵 政 局 )

護 ( 聞 事 君 事 所 )

章 ( 大 阪 事 務 所 〉

良s ( 浅 沼 組 )

彦 〈 安 井 事 務 所 ) 目

三 ( 建 築 総 合 鉱 験 所 ) I  

雄 ( 竹 中 ヱ 老 若 庖 ) i  

蔵 〈 大 阪 市 ) I  

夫 ( 大 成 プ レ ハ プ )

茂 ( 中 原 茂 事 器 所 )

司 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

雄 ( 鴻 池 組 )

男( 鹿

圭

章

敏

蔚

昌

陽

義

市

恒

武

博

5  

夫文村中長事理所験試合総築建本白人
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岸
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財

個

団
清四郎氏( 三晃商会代表取締役会長)

成 計氏( 鹿島建設大阪支底庶務怒長)

徳太郎氏〈大阪建築事務所専務取締役〉

静 雄氏( 日本建築総合猷験所長)

広 文氏( 平和建設常渇取締役)

二 郎氏( サンエス石膏社長)

志氏( 東洋シャッタ 一代表取締役会長)

輝氏( 渡辺建築事務所代表取締役)道

建〕

組)

計

学

設

二 〈近

忠 ( 大

幸 之 輔 〈 大 阪 市〉

正 章 ( 田 中 小 西 事 務 所 )

志 津 雄 ( 大 阪 事 着 所 〉

達 夫 〈 東 畑 事 著 書 所 〉

勇 ( 松 村 組 )

三 郎 ( 日
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英 秋 〈 不

畿 地

林

設

建

熱

建

砂

昭

田

原

子

木 村

木 村

ム 近 藤

酒 井

ム 篠 崎

ム 塙 田

正法院

武 村

多 々 見

種 村

@ 中 原

中 村

長 浜

西 川

橋 本
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吉 岡

渡 辺

岡

樫

金

建築教育についての調査 ・研究ならびに講

座などの企画および実施

二 ( 大 阪 市 〉

哉 ( 鹿 島 四 段 〉

ニ ( 都 島 工 高 〉

武 ( 今 宮 工 高〉

夫 ( 東 海 興 業 )

岬( 田中 小 西 事 務 所 )

暢 ( 大 阪 市 立 工 芸 高 )

保 ( 束 畑 事 務 所 〕

良s ( な に わ 事 務 所 〕

武 ( 大 林 組 〉

衛 ( 大 成 建 設 〉

保 ( 日 本 住 宅 公 団 〉

透 ( 大 阪 府 )

男 ( 奥 村 組 )

良 日 〈 日 建 設 計 )

二 ( 竹 中 工 務 庖 )

滑( 新

勝比古( 神

寿 栄 次 ( 関 電 産 業 〉

佐 太 郎 ( 浅 沼 組〉

英 之 ( 日 建 段 針 〉

裕 ( 鹿 島 建 役 〕

健 ( 竹 中 工 務 庖 〕

信 治 ( 大 林 組 〉

桂 一 郎 〈 大 阪 市〉

勇 ( 松 村 組〕

良s ( 泉 事 務 所 〉

裕 ( 鴻 池 組 〉

滋 ( 清 水 建 綾 〉

秋 ( 安 井 事 務 所 )

小
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正

. 建材委員会

一般建材の改良進歩のために，コンサルタ

ント的 11 : : 検討などをして斯界の向上発達を

はかる乙とに努める 。

夫 〈 松 村 組 〉

良ｾ ( 大 阪 市 )

夫( 文部省工事事積所〉

勝 ( 竹 中 工 務 庖 )

行 ( 安 井 事 務 所 〉

全 ( 大 阪 事 務 所 )

昭( 滑 設)建水

俊

英

都

克

藤

浦

賀

山

島

林

伊

石

大
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第 2 向

日 本 建 築 祭

. e x p O' 7 0 日 本 万 国 博 記 念 @ 建 築8団 体 連 合

藤大会一一一- 7 PJ 23 毘( 木 ) 午 前10時 よ り - 万 溜1専 念 場 お 祭 り 広 場 に で

@ 懇 続 会 一- 7 .1923 段( 木 ) 午 後 6 時 よ り - 太 閤 留 に で

@ 記 念 講 演 会一一 1.1924 日( 金 ) 午 後 1 時 よ り 早 朝 日 生 命 ホ ー ル に で

命 記 念 出 版一 一日本万間博建築写真・資料集刊行

.. 

信 共 催 図 体一- 9童築業協会・金思建設業協会・全国建築士事務所協会連合会・全 B *建築士会 . 後 援 i主設省 . l通商産業省 ・大阪府 ・大E附

8 * 建築家協会・8 本建築学会・8 本建築協会 ' 8 本建築士会遼合会 日本万題1導笈会協会

， 

• 



学校を卒業 し新採用さ れた建築技術者を対象 として国 目 的

学校教育に おけ る一般知識の不足を 補 い ， ｾ築 工 事
昭 和 4 5 年 度

建築工事実務講習会

( 旧称・現場実務講習会)

各方面に実務にお いて l直ちに役立つ実際的知識を，

‘.

 

e

 
i

 

系統的おけ るそれぞれのエキスパー トを詰 ft lli とし，

{雀主

lと講習を行う' j}に よって従来長期を要 した経験的知

社団法人 日本建築協会

千 541 大阪市東区北浜 3- 37 

電話 (231) 9640 ・9648 ・9649 番

， 

より有用 なかつ確実に抱爆さ せ，

技術者を後成 しようとする ものです。

識をも短期間に，

1111 

. 第22回建築工事実務講習会. 第21回 建 築 工 事 実 務講習会

昨年に工高を卒業した建築技術者

本年大学を卒業した建築技術者

B月27 日 (土) 29日( 月) 30日(火〉

7月 1 日 (水) 2 日 ( 木) 3 日 (金〉

[  6 日間]

午前 9 時→午後 5時 [ 7時間]

15 0 名

対象者

義

員

期
A  

=  

議

定

本年工高を卒業した建築技術者

6月15日( 月) 16日( 火) 17日( 水)

18日(木) 19日( 金) 20日(土〉

[  6 日間]

午前 9時→午後 5時 [ 7時間]

1 5 0 名

対象者

義

員

期会

講

定

大阪科学技術センタ - 4 階講習会室 ( 大阪 l育園区籾 1 丁目 118番地) ・但し市ノf ス靭公園前

- 地下鉄四ツ筋線本町駅より 北へ 200 m 

場. 会

師

誠之助( 事阪 g営費工事費)

犬 ( 紛 鴻 池 組 工 事 長)

議

中 居

義 科 目

ijl 築工事の- u，. r ーから竣功までの業務総論

安太郎(械器警官官室)

汁(鹿島サ吋阪支' 1)

犬(空J 町i 弘豊)

ー Ｈ 完成仏伊管支ｾ Ｉ

雄(空事富山当直)

f詣 171i 水位E没仰大阪支民) ｾ＠
:i'.< ｜ 技術 ｟ｾ ｊ I  

裕 Ｈ 盟噌設望大事支 ｾ Ｉ ｉ

司(問 l r dZE)(

敏木

11見

俊藤

洋

鈴 木

! 岸f 国

|伊

I  ｾ Ｚ＠ 原

鈴材料の検収とその管理
申込方法• 

現場に闘する諸法規とその予続6月 8 日まで に， 申込山 ・受講

労務管理と安全:管盟
料を添え て ( 現金者留も nJ ) 主

-宅

仮設物と仮設材料

催' ] 1: 務局へ願いま す。 但 し定口

l副計工』在

‘  

JIjJi 畑h!;礎 ・地業工事

によ主 し次 第 叶1i 6を 〆切 ります。

治}II 荒鉄筋 コン クリート工事、鉄什」聞が

4，000円受講料• 
十信高ｷ 算 、 Ｊ｟ｃｊｾ 、 屋恨ＮＮ｣ ｊｾ 、サ ｹ シュ外ｬＮＧｊｾ

講習時間表 (受講券)国

長山西; r; 工事、タイノレ工事、ブロック工事

司 ( 悌銭/ . " &組i J ) 築課長)

ー (綱 大 林 組) 1  

大 阪 限 械 工 場 長

リ ム ( 制 大 林 組 工 務 制l

造 c掬 qI11 ユ:勝 庖) I  
設 耐 部 技 術 謀 長 |

nH 

幸

[ J  

臼

脇

下

塩

一

木

越

本

防水工事、左官，[ ' J j: 、塗装 L' .:jC

. . L事機械と i 器具類

現 場 製 図

111込受付 の際に お渡 しし ます。

オキ ｬｬｩ ｬ ともＱｴｘＺ終 ｌｉ の終 ｊｉｾｩ 式でお波

講習の終了証書• 
降}II 

己
工備設

しします。



‘ら

， 

• 

常温で使えるアスフザレトの

コυコトコート

屋 根 防 水 工 事 に

世界各地で40年間の実績 があり、

その安全性には定評があります。

床 工 事 に

セメント、砂、砕石と 混合した

独特の床て、¥ 一例をあげると各

地日本専売公社の倉庫の床 に採

用されております 。

- 施 工 特 約J吉

( 北 ) 高 梨 組 札 幌 ( 5 6 ) 3217 

陽 光 建 設 仙 台 ( 2 2 ) 6273 

東 京 ( 268 ) 4929 

シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 東 京 ( 562 ) 4646

大 阪 ( 303 ) 7131 

福 岡 ( 77 ) 1961 

名 建 商 会 名 古 屋 ( 261) 3671

日 建 エ 材 福 岡 ( 7 5) 7752 

シェル石油土木建設部

東 京 都 千 代 田 区霞 ヶ 関 3- 2- 5 T E L ( 580 ) Ol 11 大 代 表

ーエ ｊｾ 眉 ｾｉ

7  
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完 全 責 任 施 工 年 限 保 証

- シ ク マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

圃 特残改色縁防水工法( 持許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

事 ⑮ 年 の 実 績 が 生 ん だ ヌ

シ，ｾ・ト ｓｐ 悶 ｪ レド ｊｾＮＧｾｾＧＢ
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施工 工 事 を お 受 け い た し ま す

地 区 別 会 キ土 名 電 書舌 地 区 別
ι  冨

ヰ土 名 電 置舌

北 海 道 日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 キL 中見 2 3 - 7 5 1 1十t
耳主

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 〉青 71て 2  - 2 2 2 1イ吃

士也 区 日 新 建 工 側 札 幌 出 張 所 キL 中見 2 2 - 5 015  中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 2 5 1 - 3 5 41代

海
東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 411- 6621

東 北 イ 言 栄 工 事 側 仙 台 出 張 所 イ山 台 23ー 1735

士也
日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 名 古 屋 571- 5541- 4

地 区 日 新 建 工 附 仙 台 支 I百 イ山 台 25- 54311吃
株 式 会 社 三 井 工 業 所 静 岡 85- 9151- 3

伊 藤 建 材 株 式 会 社 東 京 842一 1431代

区
宮

山苛
建 キオ 名 古 屋 331- 1531代

春 日 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 3871代 清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 372--02 5 0 - 3  

関 金 岡 工 業 株 式 会 社 東 京 3 6 3 - 4 3 4 1代
i丘

棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 2 2 - 9 1 8 2代

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 634- 0821イそ

中 村 涯 背 工 業 株 式 会 社 神 戸 3 4 - 5 8 8 4

協 立 工 業 株 式 会 社 東 京 433- 1961
量挫

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 54ト 3 7 8 5 - 6

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 大 阪 458- 7431- 3

日 新 建 工 株 式 会 社 東 京 803- 2411
士也 マ サ J レ ; 歴 背 工 業 附 大 阪 営 業 所 大 阪 3 1 3 - 3 8 1 7代

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 東 京 403- 0171代 7 ) レ エ ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 458- 4841- 3

東

野 口 工 材 株 式 会 社 東 京 444- 3531代
区 日 新 建 工 附 大 阪 出 張 所 大 阪 538- 1621

駒 田 工 業 株 式 会 社 東 京 263- 4861代

日 本 綜 合 防 水 附 大 阪 支 I苫 大 阪 329- 1023代

藤 井 工 業 株 式 会 社 東 京 9 4 1 - 0 2 7 1
中 株 式 会 社 三 洋 技 建 大 竹 2 - 5 1 5 5代

富 士 エ 材 株 式 会 社 東 京 634ー 0161代 国 束 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 岡 山 23ー 1181代

土也

勝 r歴 背 興 業 株 式 会 社 東 京 3 6 2 - 5 6 9 7代 士也 豊 永 建 材 株 式 会 社 広 島 61- 6371- 3

北 条 i歴 背 工 業 株 式 会 社 東 京 5 5 1 - 2 6 7 6
区 大 和 工 業 側 広 島 出 張 所 広 島 7 1 - 4 6 8 7

マ サ ル 涯 青 工 業 株 式 会 社 東 京 842一 日11代

四
大 三 工 業 株 式 会 社 高 松 51- 681 1 - 5

大 利 工 業 株 式 会 社 東 京 8 0 2 - 4 7 5 1イて

園

大 三 工 業 側 高 知 支 庖 高 知 8 3 - 1 7 8 6

j歴 背 建 材 株 式 会 社 東 京 861- 2706- 8

士也

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 f恵' " 5 4 - 4 161ィi:

区 石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 置町 山奇 22- 3301- 3  

株 式 会 社 7 ) レ 7 ス 河 野 高 f苫 今 治 2 - 5 0 0 0代

区
株 式 会 社 山 本 商 会 松 山 31- 6261- 3

同 和 建 策 株 式 会 社 新 潟 4 5 - 2 2 5 1代

株 式 会 社 奈 良 屋 商 l苫 水 戸 3 1 - 0 1 7 1代

才L

安 膝 工 事 株 式 会 社 信 問 28- 5207- 9

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 鹿 児 島 3 - 9 3 9 5 - 6  

:j t  石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 23ー 0775 ナ1'1
株 式 会 社 工 材 干 土 北九 ｾＧｉＧｉ 38- 1468- 9 

F圭 有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 f苫 高 岡 2 2 - 0 9 9 9

士也
株 式 会 社 大 二 商 会 宮 崎 4 一 1625

1也 有 限 会 社 小 島 工 業 所 高 岡 2 3 - 0 3 9 1 日 建 工 材 株 式 会 社 千孟 岡 7 4 - 3 5 4 8  

区 島 屋 建 君 主 株 式 会 社 萱t ).尺 4 2 - 5 1 5 1
区

日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 2  - 4 3 0 5 - 6  

. 建設省東計第 240 号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

; 1 ミ京伺i 足 立 区 千 f主] 1[ 2  - 21 ー 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代)

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 往 来2- 21- 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 話 ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代)

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ー 18 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 内 電 話( 531 ) 5281- 3

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 - 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 張 所 内 電 話 ( 74) 3  4  6  1  

4・

‘' 

4‘  ， 
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日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております

く〉 法 令 解 説

開発許可制度について (その 3)

今回は ，開発許可制度と建築の制限について

のべてみましょう。

1. (法第41条の建築制限〕

都市計画法第41条の規定では ，市街化調墜区

域内における開発許可に際して，建築物の形態

について一定の条件を附する ζ とができる乙と

になっています。

との制限の趣旨は ，市街化調整区域は ，土地

利用 11 : : 関する計画が確定せず，用途地域など も

原則として定めないと とになっていますめで，

良好な市街地形成のための建築物の用途，形態

11 : : 関する規制がない乙とになります。乙れで

は，将来の計画的な市街化をはかるうえで支障

があるので本条，ならびに次条( 法第42条) の制

限を課すととによって，建築物の形態 ，用途に

関する計画の担保をはかろうとするものです。

本条によって指定される制限の内容は ，

イ，建ペイ率の制限

ロ， 高さの告u限

ハ，壁面の位置の告u限

ニ，その他建築物の敷地，構造，設備に関す

る制限

などであり ，とれらの制限は，その地域11: : 将来想

定される用途地域を前提として，制限 しておく

乙とが好ましい場合に定める乙とになります。

本条の制限の周知措置は ，開発許可i待の条件

とする他. r開発登録簿J ( 開発登録簿には ，開

発許可の内容が登録されており ，閲覧所におい

て，誰でもとれを閲覧し ，またはその写 しの交

付を受けるととができます。) に登録されます。

本条制限が附されている地域が，市街化区域

K 編入され用途地域などが定められて本条制限

の必要がなくなったときには，開発登録簿から

抹消するととにより解除される乙とになりま

す。なお ，乙の制限は ，開発許可をうけた者だ

けでなくその土地に建築しようとする者すべて

に適用されます。

2.  (法第42条の建築制限〕

本条の制限は ，用途地域などの指定のない土

地では ，開発許可申請における予定建築物以外

のものと してはならない乙とを規定しており ，

前記 l と同綴の趣旨で，用途の混在を制限しよ

うとするものです。

予定建築物の用途は ，法第41条の場合と同様

に開発登録簿に受録されます。

本条の制限は，その土地に用途地域などの指

定された場合には自動的に消滅します。

本条ただし笹の例外許可は ，農林漁業従事者

の住宅など開発許可を要しないものとする場

合，法第34条の市街化調整区域内での許可の要

件11 : : 該当する場合，想定される用途地域11: : 適合

する用途である場合などで，法第33条の基準 と

を勘案して支障ないと認められる場合に与えら

れます。

3. (法第43条の建築制限〕

前記 1. 2. は開発許可を受けた土地におけ

る建築の制限ですが，本条の制限は ，開発許可

を受けた土地以外の土地に対する制限で，市街

化調整区域が市街化を抑制する区域であるの

で，開発行為を制限すると同時IC ，既存の宅地

における建築行為に対しても同様の趣旨で制限

をし ，完全な規制の効果をあげようとするもの

です。

許可を要するものは ，建築物の新築，もしく

は，改築または用途変更をして法第29条第 1項

第 2 号または第 3 号に規定する建築物以外の建

築物とする場合ですが，本条の制限を受けない

ものは下表のとおりです。

なお ，既存建築物の敷地内における増築，改

築( 用途の変更を伴わないもの〉ならびに移転

については本条の制限は働きません。

許可の基準としては ，すでに宅地となってい

る土地ですので，排水施設と敷地の防災措置に

ついてチェックしますが，同時K . 市街化調整

区域内における許可の要件と して，開発許可の

場合と同様法第34条の要件に該当する乙とが必

要となります。

すなわち ，

イ，法第34条第 1号から第 8 号までに規定する

建築物。

ロ，市街化調整区域に指定された際，自己の居

住または業務の用 lζ 供する目的で土地を所

有し ，または土地の利用に関する所有権以

外の権利を有していた者が，区域指定から

6 カ月以内にその旨を届け出て，その目的

に従って. 5 年以内 K その土地に建築する

もの 。 ( r自己の居住または業務」につい

ては本年 4 月号を参照のとと)

ハ，市街化を促進する恐れがなく ，かっ ，市街

化区域内で建築する乙とが困難または不適

当と認められるもの。乙の場合は開発審査

会の議を経る必要があります。

( 大阪府E服部市街地建築製 片田俊彦)

法 第 4 3 条 制 限 外 行 為

1. 法第29条第 2 号の農林漁業用施設，ならびに ，農林漁業従

事者の住宅

建築物の用途によ 2  法第29条第 3 号の公益的施設

って制限外となる 3  調整区域内居住者の自営する日常生活用品の販売庖舗など

もの で延面積50nf 以内のもの( 過半が業務用である乙と)

4.  非常災害時の応急建築物

5.  仮設建築物

行為の主体による 6.  国，府，指定都市，港務局の行なう行為

もの 7.  都市計画事業として行なう行為

8. 国等の行なった開発行為の区域内における行為

9. 都市計画事業 として行なった開発行為の区域内における行

為

行為をする土地の

10. 土地区画整理事業として行なった開発行為の区域内におけ

区域によるもの

る行為

11. 公有水面埋立事業として行なった開発行為の区域内におけ

る行為

12. 旧住宅地造成事業法の認可を受けた開発行為の区域内にお

ける行為

通常の管理行為

13. 既存建築物の敷地内における附属建築物の建築

14.  改築または帰途の変更で面積10m' 以内のもの

9  



読者の頁

投摘をおまちしております。掲般の

分には規定の稿料を差上げます。

口 教 師 に な っ て

教師になって早や l 年になろうとしている。

あれもとれもと思いながら ，何もできずに ，毎

日の授業の準備だけに追われて，生徒の気持

も教えι方もなにもわからないままに，過ぎよう

としている乙の一年をちょっとふり返って見よ

つ。

いつ頃から教師になりたいと思ったのかはよ

く憶えていないが，はじめから教師になろうな

んて思っていた訳ではない。

高校時代の恩師に「お前は ，教師にむいてい

るかも知れんなあ J といわれた時など，むきに

なって反論したものだし ，まさか自分でも教師

になろうとは思っても見なかった。それが教師

にしかならないぞ，と思いはじめたのは ，学生

時代も後半の方であった。高校時代はただ漠然

と電気科I C . 席をおき ，なにもわからぬまま卒業

して，いや気がさし ，乙のままではだめだと思

い，今度は建築家にあこがれて建築を勉強す

る。

何もやらないのに ，デッカイ乙とばかりいっ

て，学生時代を送った。建築とは，人生とは ，

青春とは ，アルコ ールとは，女性とは… … 等々

何かを夢中でさぐろうとしていたっけ。も ちろ

ん，狭い寮の一室で仲間とワイ談がWeight を

しめて展開された乙とは ，想像にかたくない。

自分なりに悩み，求め ，飲み，さすらい ，遊ぶ

中で学んだ、ものは，建築論から女性論にいたる

まですべてが，何もわからぬという結論であっ

た。がむしゃらに本を読み ，恋lζ 泣き ，遊びま

わって過ごした。

記憶は何もない。すべてが中途半端のまま終

った学生時代であった。それ らの無味乾燥で，

後悔の多い学生生活の中から選んだ職業は，仲

間の中でもっとも魅力のなかった教師という職

業であった。多くの本を読み，多くの人と相談

し，考えぬいて，その結果，総合判定したのが

教職であった。

それらの理由の 1 つに，民間の会社で利潤の

追求にあくせく追いまわされるより ， acade-

mi c  IC，基礎から人生や， 建築や ， その他に

ついて勉強したいと恩った乙とが上げられる 。

しかし私でも建築家にあ ζ がれて，甘い夢を描

いていた日もない ζ ともなかった。 しかし現実

の問題として，貧しい自分の建築家としての才
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能で悪あがきをするより，もっともっと ，自分 てくやしかったとき ，あけ足を取られて教坦の

の貧しいながらの能力を思い切りのばせ，やり 上でうろうろしたとき ，失敗して笑われて血が

がいのある仕事がほかにあるのでt はないかと考 逆上してゆくのを感じたとき ， 今さらのよう

え，それには，教師以外それを満たしてくれる に，おのれが教師になったのが本当に正しかっ

素晴らしい職業はないと思い ，反対する友人や たのか， 教師としての資格があるのかと、うか

知人たちを押し切って， 教師になったのであ を，しみじみと考えさせられるときがある 。 し

る。 かしその反面，私のいいつけをよく守ってくれ

ζ 乙でいいたいととは，教師というのは世間 たとき ，彼女との交際を相談されたとき ，遅く

一般の人々が考えているほど，気楽でも ，魅力 までみんなと残って，安月給の中からおかしゃ

のない仕事でもないという乙とである 。手を抜

乙うと思うな ら，乙れほど気楽な商売はあるま

い。俗にいわれている「教師と乞食は，三日す

るとやめられない」である。

親方日の丸であり，休日も多く ，仕事も楽で

ある。しかし何事においてもそうであるよう

に，教師ほど真剣に取り組むならば，相手が生

きているが故にむつかしく ，またやりがいがあ

り，尊い仕事はないのではないかと思う 。

本当なら，私などなれる仕事ではないはずな

のである 。もっとも私は ，そのような尊い使命

感やむつかしい教育哲学に燃えて教師になった

わけで・はない。ただ漠然と ，自分の求めるもの

が教師そのものの中に存在しただけなのであ

る。ちょうど少女がまだ見ぬ淡く ，美しい恋に

あ乙がれるよう I C" 一ー。

た、から反対する人も多かった。給料において

も，何も建築を勉強して，安月給の教師になる

乙とはないだろう 。もっと職はあるのに ，何を

好んで教師になるのか，また現在の教師の社会

的な評価など。それに自分自身の人格や適性の

問題において，友人などに色々いわれたもので

ある。

「お前なんかが教師になると ，日本の将来が

危ないJ と，最後まで反対した友人もあり ，今

でも気になるのか，時々電話をかけてきて先生

様，先生様と冷やかされたりする 。

でもそれらの反対の声は，時には私の決意を

ぐらつかせるとともあったが，それ らの反対論

が強くなればなるほど ，私の教職への決意は，

ちょうど地中の支持杭がたたかれ，震動する乙

まんじゅうを買ってきて，高校生活とは，青春

とは・ー… なにかについてはなし合い ，乙んなつ

まらぬ私にでも先生と呼んでくれるのかと思う

と，給料や仕事の苦しさを越えて，教師になっ

たことの喜びをあ らためて，かみしめるのであ

る。

今の私には，教えるべき，素晴らしいものは

何 も持っていない。

おそまつで，何も知らぬ教師ではあるが，情

熱だけはだれにも負けぬく らい持っているつ も

りである 。ただ偉そうに書くだけでなく ，乙の

気持をいつまで も新鮮なままで持ち続けるよう

努力七てゆきたいと思う 。

「生徒とともに進むところに，本当の教育が

存在するのであって，教師が前進する乙とを

やめたときから，教育というものは成立しな

い」といつか何かで読んだ教育哲学を思い出し

fこ。

「断絶の世界J i生徒と教師閣の不信感」と

かいわれている今日ではあるが，それらは生徒

や教師の努力で，いくらでも改善されるのでは

なかろうか。本来の人間同志に帰って話し合う

なら ，決して tr ouble は生じはしないのでは

ないだろうか。

それをおたがいに，かたくなまでに怠地を張

ろうとすると乙ろに ，原因があるのではないだ

ろうか。教えてやっているのではなく ，教えさ

せてもらっているのであり ，教えてもらってや

っているのではな く，おそわっているのだとい

う謙虚な気持を忘れないならばもっともっと，

たのしい関係が生れるのではないのだろうかと

とによって， 地盤深く入って定着するかのよ 思うのである 。

うに ， 私の考えもますます堅固になっていつ みんなといっしょになっていつまでも建築の

た。反対する友も多い中で，本当の私の教職へ 美しさや素晴らしさ ，人生の苦しみや意義をと

の決意を心から喜んで， はげまして くれ， と もに真剣に，悩みながら勉強してゆく乙とはで

もに教師の道を歩もうといってくれた友人も きると信じている 。単に生徒の気嫌を取るので

いた乙とは，私にはなに ICもまして心強かつ はなく，よく生徒の気持を理解して，個性や能

た。 カを見つけて育て，わけへだてのない愛を注ど

しかし ，多 くの友が反対するように，自分自

身果たして教師としての資格があるのか，教師

としての「うつわ」なのかと ，色々悩まざるを

えなかった。 しかしその頃K は，教師になりた

いという願望の方が強く，教師としての人格，

資格云々という考えは，心の隅の方K 押しや ら

れて小さくな っていた。

しかし乙の頃，きびしい現実の中で，乙れ ら

の不安が徐々に生長して，爆発しそうになり ，

スランプが続きがちである。生徒の気持がつか

めなくて，一人淋しく家IC帰るとき，裏切られ

つ。

そしてそれらと同時に ，自分自身をみがき ，

謙虚な心で望み，私の専門である建築の実力を

そなえ，人間教師として決してはじない，豊か

な人間性を自分自身で育成してゆ乙う 。とれが

単なる「風呂屋の釜J IC 終らぬよう警きとど

め，乙の辺でぺンをおとう 。そして青空を見上

げ，チョ ークをにぎりしめて，今日も教室への

廊下を急ぐのである 。

( 1970. 2目 27 堺市立工業高等学校 柴田正己)

司官
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建築材料の歴史

学校を卒業して20数年になるが，全く久しぶ

りに西洋建築史を恩いうかべながら ，乙の本を

興味深く一読した。

乙の本は建築材料の歴史的変遷を逃跡 ・古文

書その他のものから研究し，それが建築構造と

どのように関連してきたかというととだけでな

く，建築材料の生産方式の変遷についても詳し

く述べるとともに ，一般文明の発展段階でそれ

がどのような役割を果してきたかを相対的に詳

細に説明したものである 。

建築史に関する本を読めば，建築材料の変遜

についてもある程度は知ることができるが，乙

の本のように材料を中心にした建築歴史書は他

に類を見ないものである 。

著者は巻頭にも紹介しであるが，イギリスの

科学工業研究所において ，永年にわたって建築

材料 ・構造に関 して考古学的 ・歴史的研究を続

けられ，今日までに幾多の業績を挙げられてい

る人である。したがって本書は著者の広い知識

をもとに，正確な物証の裏づけをもった見解を

詳細に記述されている 。

ζ の本の内容は，材料を種類別 ・構造別に分

けて説明し ，石材，石造建築，土壁，木材，木

造建築，あし とわら ，草主主，焼成煉瓦，テラカ

ッタ ，石乙うプラスタ ー， 石灰とセメント，スタ

ツコ ，モルタ J レと コンクリ ー ト，アスフ 7 ) レト

ピチュ ーメン ，アーチ，ヴォ - )レ 卜とドーム，

... 等から構成されている。

読み終つての一般的感慨は，建築材料の基本

的な諸材料については，その材質については変

化があったとしても ，太古以来，本質的にはあ

まり大きな変化がお乙っていないのだという乙

とである。哀がえしていえば，紀元前数千年の

時代からすでに人類は偉大な発見 ・関発をして

今日に及んでいるのだというこ とである 。

石材 ・煉瓦 ・左官材料 ・モノレタノレ ・コンクリ

ー ト等，今日の時代においてもなお主要な建築

材料として多量に使用されている乙とを思え

は，建築歴史学者 ・建築材料学者でなくても ，

建築家あるいは建築技術者にとの本の一読を奨

めたい。

J レタ J レ・コンクリ ー ト・硝子等の歴史につい 乙れから快適な建築設計の要点を決定できる

て，その生産方法の変遷等を含めて豊富な図版 としている。また気候に応じる構造体の熱貫流

・写真等を引用しての説明にもっとも興味の深 率，熱抵抗の要求を示している。

いものがある。 著者は， 第 l 部 と第 2 部lζ 大半の頁数を与

また，アーチ ・ヴオ ールト ・ドームなどの構

造が，その発展段階において構法と材料の函か

ら，従来からのわれわれの理解と異った見解を

示している点など非常に面白いし ，今日の技術

革新の時代においてもなお有用なものとしてし

ばしば使われている日本家屋の木舞壁が，数千

年前からのものであるなと‘興味のつきると ζ ろ

がない。

なお詳細にわたって紹介したい点がほかにも

多々あるが，与えられた誌面のつどうもあるの

で割愛する 。 歴史の本として当然の乙となが

ら，欧州 ・近東方面における地名あるいは人名

などの固有名詞がさかんにでてくるが，乙の本

の大変困難なほん訳を完遂されてわれわれの前

に提供された ，山田幸一先生に心から敬意を表

するものである 。

ただ，編集について注文をつけるならば，写

真の婦人箇所が説明文の場所と離れたと乙ろに

あって，読んでいくのに少々煩しい点があると

とと ，歴史について縁遠くなっている人のため

にもう少し詳しい年表をつけて欲しかった ζ と

などである 。

( 大林組建築本部技術部長 窪田 祐)

口 書 評

B .Gi voni ; 句 Ma n，Cl i mate and 

Archi t ect ure. "  El sev i er 1969 

本書は H.  J .  Cowan (Uni ver s i ty of  

Sydney) の編集による El sevi er Ar chi t ec  

t ural  Sci ence Ser i es の一つである 。著者

は P h. D  ( 公衆衛生) の称号をもち， B.  Sc  

( 建築) M.  Sc  ( 衛生) でもある 。 本警は t he

Israel  Inst i tute of  Technol ogy (Hai f a)  

の生理 ・建築気候学の gr aduat e Cour se の

要項にそって，著者の過去10年間の研究をもと

に執筆されている。

本省の内容は ，17章から成るが大別して 5 部

に分けられる 。第 1部は，人体と熱環境との生

理学的関係を取扱い， とくに Heat  St ress  

I ndex ， I ndex of  Ther mal  St ress の解説が

詳 しい。第 2 部は建築材料の熱的特性( 熱抵抗，

熱容畳〉とその効果をの々，生理気候学的見地

から室温変動の型とその予測にふれている。第

3 部は Sol -Ai r Temper at ur e と Ol gyay

などの日照調整と遮蔽効果の記述である 。第 4

部は換気の要求とその物理的機構およびその設

え，第 5 部にも相当の紙数をさいている。

著者の試みは，生理学，物理学および建築学

的立場から ，気候と人間および建築との関係

を，それらは実際には分離できないものである

として総合的に論じようとした。

本書は ，建築衛生計画とも称すべきであろ

う。著者ののべているように，開発途上の国々

での研究活動が展開され，暑い気候の問題が注

目されつつある乙 とは，環境工学関係者への大

きな刺俄である。しかし ，著者は衛生学の専門

家であり ，著者の総合的な論じ方には無理があ

るようだ。人間とその環境，環境条件と建築工

学とに段階を画すべきであろう。

( 大阪工大 金谷英一)

口 京都民主府政をすすめる建築家

- 技術者の会結成される

= 府行政と住民とをつなぐパイプとして=

"民主府政をより一層前進させ美しく住みよ

い豊かな京都のまちをつくりましょう " と いう

よびかけのもとに ，1970年 3 月15日「明るい民

主府政をすすめる建築家 ・技術者の会J ( 以下

「民建の会」と略す) が結成された。

設立総会で採択された総会宣言= 建築家 ・技

術者へのアピール =は次のとおりである。

「民主府政の一層の前進と美しく住

みよい豊かな京都をつくるために J

京都ならびに全国の建築家 ・技術者のみなさ

ん/ 京都ではすでに 1970年代の進路にふかい

かかわりあいのある重大なたたかいが迫 り，す

でにはげしい動きがはじまっています。

国民のためによりよき生活空間を創造しよう

とつとめている私たちにとって，民主的な地方

自治の前進は大きな期待でもあり ，要求でもあ

ります。

過去20年にわたり京都の府政は一貫して日本

の顔「京都」の文化遺産を守り ，鴨川など自然

の美しさを守り ，つりあいのとれた過疎過密対

策，大資本による住民無視の地域開発の規制，

交通その他公害対策，積極的な住宅対策など，

憲法をくらしの中 lζ 生かし府民のくらしといの

ちを守るために努力をかさねてきました。

私たち建築家 ・技術者は ζ の業績と全国の地

建築材料の正しい使い方を理解して，より良 計要素を取扱っており ，構造体冷却のための換 方自治体に地方自治のあるべき姿を示してきた

き建築を造る乙とがわれわれの使命であるとす 気や通風とそれに対する間仕切や袖壁の影響の 役割を高く評価するものであります。

るならば，乙の本から建築材料の発展過程を知 記述も加えられている 。第 5 部は気候に適応し しかしいま ，ζ のような日本の夜明けともい

る乙とが， それの一助になる と思うからであ た建物の設計原理と材料の選択として Ol g yay える民主的な府政をてんぷくさせ，ふたたびく

る。 の f t Bi ocl i mat i c C hart " の適用と著者の提 らやみの時代の息を吹きかえそうとする勢力が

本の内容の個々については，今日においても 案をのべている。後者は第 l 部でのべた I ndex 金力と権力のすべてをあげておそいかかってき

主要な建築材料である石 ・煉瓦 ・左宮材料 ・モ of  T he r mal  St ress を快適さの評価に用い， ています。
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私たち民主府政の前進をねがうすべての建築

家 ・技術者は乙の重大な事態をふかく認識し ，

決して歴史のはぐるまを逆転させない決; 立のも

とに ，民主府政のー屈の前進をめざし ，ただち

にたたかいに立ち上ろうではありませんか。

本設立総会は，京都ならびに全国の建築家技

術者のみなさんに今日の事態と私たちの決; なを

心から訴えるとともに ，みなさんの積極的ど支

持とど支援をおねがいいたします。

1970年 3 月15日

設立総会には約 100名が集り会則を承認し幹

事団を選出した。代表委員に大倉三郎，rll 村綱

両氏を，幹事IC岩下滋氏以下13名を，監査に 2

名を選出した。

全国からよせられたメッセ ージや祝mは多

数にのぼり「新建築技術者集団J i新建築家集

団J i神戸建築技術者交流会」なとすf辿築巡動

をすすめている諸国体およびグループ，そして

全国建設などの労働組合である。さらに建築家

としては徳永正三氏以下10数名の方より祝むや

支持がよせられた。 i民建の会」は設立以後府

内外の多数の建築家 ・技術者の支持を受け入会

者が2∞ 名に達し ，多額の協力金やカンパがよ

せられた。

4 月13日「民建の会」の推す捲川候補が圧倒

的勝利をおさめ名実ともに "民主政府をすすめ

る" 乙とが約束された。

京都民主政府は，過去20年の実績のうえにた

って府民にあきらかにした公約( 政策) を実行

しなければならない重要な課題をもち ，直ちに

着手している。

憲法を暮しの中に生かし ，府民の暮しを守り

地方自治をさらに強固なものにするためには，

物理的な京都の建設がなければならない。

建設ICJ . ' J ; 接かかわりあいを持つ建築家 ・技術

者の責任は重大であり「民建の会」の果たさね

ばならない役割はますます大きくなり ，府の建

設行政と住民とをつなぐパイプ役として位置づ

けられてきている。

具体的なとの実践的経験は，多大の支援をよ

せられた全国の建築家 ・技術者のみなさんにお

返ししなければならないし ，全国におしひろが

るであろう地方自治の現実的な姿として，美し

く住みよい盤かな京都をつくりあげなければな

らない。

「民建の会」の運営は民主的機構と運営を原

則 としており ，すべて集団指導，満場一致によ

り会員の総窓と自主性を尊重して行なう乙とが

会則にもられている。しかし「会」の目的に妨

害や障害を与えるようなものは排除する乙とが

総会にて確認された。

なお，第4 回新建築運動全国統一準備会( 於

京都〉に御出席の皆さん，および支援のため京

都へかけつけてくださった皆さんに紙上をかり

で感謝します。

伏 立 蓮仏)
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口 建 築 基 準 法 改 正 案 成 立 ・ 10月 施 行

かねてより問題となっていた「建築基準法改正案」がようやく 5 月13日の国会で成立した。乙の改

正案は，執行体制の整備強化と違反建築物対策の推進，建築物の防災基準の整備，用途地域の再編成

と土地の高度利用など，現下の焦点の「改正」をおり乙んだものである。 10月より施行される見込で

あるが，違反建築物の告発や処分， 建築監視員の職権濫用のいましめ，良好な環境実現と住民の協

力，市町村への執行権限委譲，公聴会，公園緑地の確保などの付帯決議がつけられており ， また新

都市計画法との関連も深いものだけに，関係者はー屈その取扱いに留意せねばならない。

口 都 市 計 画 法 等 の 説 明 会

一一大阪市における 開発許可および建築基準法の改正説明会一 一

大阪市では，標記説明会をつぎのとおり開催される。市では多数聴講をすすめている 。

1. 日 程 開催時間 午後 11待30分~午後 4 時30分

開俄月日 t晶 所

6/22 ( 月) 東淀川区役所( 電 301- 1241)

6/23 ( 火) 阿倍野区役所( 電 621- 1421)

6/24 ( 水) 東成区役所( 電 972- 1212)

6/29  ( 月) 西淀川区役所( 電 472- 1241)

6/30  (火〉 中央公会堂小集会室( 1. 00- 4.  00)  (氾 231- 0631)

7/ 1  (水〉 住吉区役所( 電 692- 1161)

7/2 ( 木) 東住吉区役所( 電 702- 3331)

7/3 ( 金) 旭 区 役 所 ( 電 952- 3121)

2. テーマおよび諮師

(1) 大阪市における開発許可の申請手続および連用について

講師大阪市建築部指導第二課長西川幸之輔ほか

(2) 建築基準法の改正について

講師大阪市建築部審査課長竹口信夫ほか

3. テキス ト 当日無料配付ただし ，都市計画法令集をど持参のとと。

口 建 築 基 準 法 施 行 事 務 処 理 の た め の 建 築 主 事 の 高 槻 市 お よ び 吹 田 市 常 駐

大阪府では，すでに豊中市，堺市，東大阪市 IC建築主事を常駐させているが，今般高槻市および

吹田市にも建築主事を常駐させる乙とになった。近年産業経済の急速な発展 lとともない府下各市に

おける市街化は拡大の一途をたどり ， とれに伴う確認事務も必然的 lζ 激増している実情にある。建

築基準法の適正な迩用と建築指導行政の円滑な運営をはかるため， 昭和-45年 5 月 1 日から建築す旨導

課分室を高槻市役所IC設置し建築主事を常駐させ高槻市域内における建築基準法施行事務を処理す

る乙 ととしている。同様に吹田市についても 6 月 5 日より建築主事を常駐すると とになった。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111L11111111111111L1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

口 明 治 建 築 土 木 史 年 表 ・ 関 西 篇 ( そ の 39) ( 自明治11年10月26日- 29日) 口

明治

か怠‘ と

11年10月26日 尾張国瀬戸の陶器は外国より花器の注文多く ，也元は非常の賑わいという。

11 11 11 
俳優沢村約舛( 造晶画屋) 一座，伊勢松坂西小屋，稲荷座の奥行大成功。その勢い

で大坂小春の芝居( 劇場名〕へ返り咲くと言われた。

11 11 27日 台湾で土民蜂起し ，清国軍鎮定lζ 尽力中の報来る。

11 / 1 11 

11 11 11 

11 11 11 

11 11 11 

海軍省，関西から東上する コレ ラlζ 備え ，相州横須賀の田園四反八畝二歩を借上げ

避病院を作る。

大阪府下未品村の断11畿i関整中，時 ，人骨等が多くみっかり ，中に一人木の切

株 IC腰掛けたままの白骨まで出てきたが，現場は大阪冬の陣の際の伊達政宗の陣所

だったととろなので，誰の骨だろうと評判になった。

どい乙〈

兵庫県明石郡明石町の船持船頭大黒彦兵衛を，同郡材木町の水夫七，八人が袋叩きに

かしらふじどにきだきち 初 iま

したという記事がある。喧嘩の原因は水夫等の頭藤谷定吉が彦兵衛ICならって，大

2  色。J 民ね

島の運送をやめ，景気のいい茶航転向したら ，妹 都，古 く か ら の 大 閥 抗

ｊ［Ｎ￸ｾねの句 がいぶん

捨てて茶船乗になるのは外聞が悪いと彦兵衛を恨んだからだという。

るゐ おびただし〈かふ

大坂本町の勧業博覧会は毎日盛況だが，i紙細工の茄子や瓜の類を外国人が望書敷頁」

也九

のは「何iとする積りだか」 とある。

けん

11 11 28日 大蔵卿( 代理) 伊藤博文，和歌山県士族大橋鎌之助所有の金禄公債議書無効布達。

乙の讃警は「大阪府下住吉街道IC於て強盗に」王手取されたとある。

11 11 29日 熊本県下で郵便物が延着するので，新聞が読者投書の戯文で取上げ郵便局は同紙を

告訴。裁判は無罪だったが，答祭は司法省へ上告する予定とい う 。 ( 須藤欣ニ)

， 
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建 築 と 社 会

- ス- ユ -

入 院 者 147人

通 院 者 250人

家屋全焼

家屋半焼

以上焼失延床面積

事故の原因

115人

152人

24練24戸48世帯

2 練6 戸15世帯

2170n:f 

32人

98人

設物企業者に連絡し ，修主主補修を行なってい

る。

0 埋設物接近工事 lζ は，必らず企業者へ前日ま

でに連絡し ，当日立会いを得る。

E  応 急 活 動 における 当 夜の措 置

地下埋設管のガスもれによる引火，爆発による 1. 災害対策本部および現地災害対策本部の設置

ニュース原稿をお送りください。 とされている。ガスもれの原因については ，現 事故発生後，直ちに市長を本部長とする大阪

在調査中であるが，引火の火元については ，大 市災害対策本部を市役所IC ，大島助役を本部

阪ガスの緊急車のセノレモ ーターの火花と推定さ 長 とする現地災害対策本部を北市民館f L 設置

. 天六 に お け る ガ ス 爆 発 事 故 の 概 れる。 し，救援活動に当った 。各本部には幹部職員

要について

4 月 8 日地下鉄谷町線建築工事現場において

発生したガス爆発事故の概要をお知らせしま

す。

I 事 故 発生 の概 況

日 時

昭和45年 4 月 8 日( 水)

午後 4 時30分すぎ，大阪ガスにおいて現場附近

の第 4 工区及び第 5 工区のガス管点i倹を終了。

午後 5 時15分すぎ，ガスもれ。

午後 51侍47分 ，爆発。

場 所

大阪市大淀区国分寺町5 番地先の地下鉄谷町線

建設工事現場の鉄建建設ホッ パーの西約10mの

道路中央部

工事の施工者

鉄建建設株式会社大阪支庖

発生状況

工事現場の姻さく抗内に懸吊されていた直径

5∞m mの低圧カ。ス管，直径3∞m mの中圧ガス

管のいずれかより ，ガスがもれているのを工事

現場の作業員が発見 しすぐ通報した。その後，

現場K 到着した大阪ガスの緊急車から出火し ，

ガス爆発と火災が発生したものである。

被害状況

死 者 77人

負 傷 者 3<J7人

男 67人 女 10人

267人 130人

鉄 建 建 設

E 地 下 鉄谷 町線 建 設工 事 の概 要

l 概 要

地下鉄谷町線の東梅田から都島まで約 3kmの延

長工事を 9 工区にわけで施工している。工事は

44年11月開始し ，47年秋完成の予定である。現

在杭を打ち終り ，路面容i工を施工 し掘削にかか

っていた。事故を起した第 4 工区は路面下約 5

m まで掘削が進んでいた。

2  事故発生現場

現場は第 4 工区で天六交差点の東方約 220mか

ら東へ約120mlCわたっている。

3  安全管理体制

0 工事の着手前に詳細な施工計画普を作成し ，

各企業者との打合せを行ない ，企業者の了解

を得ている 。なお ，個々の工事着手時，施工

途中および完了時には，必らず各企業者の立

会いをうけ確認を得る。

0 埋設物管理については，毎月定例埋設物会議

を開催し，各埋設物企業者( ガス ，m々 ，電

力，上下水道など) と工区毎Iζ 工事の進捗状

況，埋設物の問題点を提示し解決を図ってい

る。

0 施工業者に定期的な指導を行なうとともに，

施工業者において埋設物安全管理委員および

その専任の保安要員を配置している

0 監督員および施工業者職員は毎日必らず埋設

物を入念に監視し ，異状発見時には直ちに壊

青 木 建 設

19m 

事 故 現 場 附 近 見 取 図

以下要員を常置して救援を行なっている。

2. 救急活動

事故発生と ともに多数の死傷者が出たため ，

市内各消防署から22台の救急車のほか特殊事

など併せて 38台と隊員 141名が出動して死傷

者の救出に当り ，死傷者を阪大病院をはじめ

25の病院に収容するとともに ，市民病院から

医師，看護婦を20名派逃して負傷者の救急看

護を行なった。

3. 探宣伝作業

21時38分ガス噴炎を鎮火後，隊道内 を冷却す

るとともに ，残留ヵースを噴務注水により排除

して，翌 9 日0 時30分から救助隊員に空気呼

吸器を着装させて東西の入口から各20名計 40

名で隊道内 を探索 したが，被災者は発見でき

ず， 11時30分作業をいったん中止 した。一

方，焼損した建物内の探索でも被災者は発見

できず，3時30分作業を打ち切った。さらに

10時から探索作業を再開し ，焼跡から遺体 l

体を収容した。

4. 消防活動

82台の消防車と 6∞ 人の消防隊員により火災

の防御を行ない30戸延2170n: f を焼損し て18時

55分鋲圧した。なお ，ガス本管の 2 カ所にお

いて噴炎していたので，大阪ガスの従業員に

対し本管の両端において至急締切る乙とを命

じ， 211時38分完全鎮圧した 。

( 大阪市 K )  

ごL 砂

;1守米のトンネル

/  

ロ日
海発した地下工事現場の断面

13  



. 竹 中 I C S 住宅シリーズが C o n s t r u c t i o n  S y s t e mの略で，高度に専門

スタート 化し ，細分化した各種の技術，機能，製品を ，

的確な情報によって有機的に統合し，建築生産

K K竹中工務底では ，住宅事業を積極的に推 を行なうシステムの ζ とで，住宅，オフィス ，

進するために，土地開発，生産，供給，管理と 工場などすべての建築に適用できる。

いう一環の流れを総合的にコントロールするシ 乙のシステムを住宅生産にあてはめたのが

ステムの開発( 図 1 ) を急いでいたが， ζ の 4 1 1  C  S 住宅シリ ーズ」で，( 趨〉同居アパー ト，

月に日本ハウジング附堺工場が完成し ，生産体 中居アパー ト，一戸建住宅など 7 種類の住宅を

制が整い( 日 産 4 戸) I竹中 1 C  S 一統合生産 設定し( 表1 ) ，それぞれの目的に適した標準設

システム」としてスタ ー トした。 計によっ て，同専門工場で標準住宅として大量

乙の 1 C S ( 統合生産システム) は 1 n t e g r e t e d  生産される 。

図 I 1  C S ー住宅シリーズ

一戸当 η 面積 m'  応 用 タ イ フ

住 居 部 分 ハ ル コ ニ ー 共 同 部 分

A  部 分 B  C  

2 DK  K  68A S N 北ハルコニー付 44 .23 AI N 

一・

2 D K  K  77AS N 北バルコ ニー付 45. 15 12. 67 6. 98 AI N A2 N A3 N 

2 D K  K  78AS N 北ハルコ ニー付 51. 60 12. 67 6. 98 AI N A2 N A3 N A 4N A5 N 

3 K  K  87AS N 北ハルコニー付 51 . 60 14 . 97 6. 98 AI N A2 N A3 N A 4N  

3 K  K  88AS N ｾｴ バル コニ ー 付 58 .98 14. 97 6. 98 AI N A2 N A3 N A 4N  A5 N 

→ 

3 DK  K  97AS N 北バル コニー付 58. 06 17 . 28 6. 98 AI N A2 N A3 N A 4N  

3  L K  - K  98AS N 北バル コニー付
AI N A2 N A3 N A 4N 

一
ドー

3  L K  K I07A S N 北バル コニー付 64. 51 19. 58 6. 98 AI N A2 N A3 N A4 N A5 N 

一 一 AI N A2 N A3 N A 4N 
3  L DK  - K  1  08AS N 北パルコニ 付 73. 72 19. 58 6 .98 

ト; 5 N A6 N 
」 一 一ι

I N B2 N B3 N B4N  
3  L K  - K 108日S N ｾｴ パル コ ニ 付 73. 72 1 19 .58 6.98 

日5N B6 N 

例えば I C S - A A型では基本型11 タイプ，

約 120 のバリ エーション が可能なように設定さ

れている。( 表 11， ][， IV参照)

表 I

① A A型 中居アパート 4 - 5 F  

② Y S A型 高層アパー ト 廊下式 1 1 F  

③ Y S E型 高層アパー卜 コア式 1 7 F  

④D A型 中 居 独 身 寮 4 - 5 F  

⑤D B型 高 層 独 身 寮 7 - 1 1 F  

⑥ P H型 個 人 住 宅 1 - 2 F  

⑦ H R- R型 超高層アパート 3 7 F  

亡二工二二二コ

己主「

4 D K  - K I08C SN  北バルコニー付 ｾ＠ 19 .58 1  6. 98 

C  1  N  C2 N C3 N C 4N  

C5 N C6N  

設 f庸 | 仁コ

生産ベ ッド

14 

表 E デー空襲

I'ZZZZZLI 1  C  S 工法

E二二コ 従来エ，圭

いく 100 

躯 体

ト

仕 上

設 備

雑 エ 出 16

合 計

表班 工期比舷表 ( モデル : 2 D K - Kの7 8 A S N，同規線 R C造)

500 1000 2000 3000 4000  5000 6000  7000 

， ｾｉ＠ 212. 831 .7 

}  

1.236.2  

A  
2. 573 .2  

427 .4  

← 518 .8  

ト

3. 344.7  

/  
6.018 .7  

表町 労務比鮫表 ( モデル : 2 D K - Kの78A S N，同規筏 R C造)

• 
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エキスポランド

エ キ ス ポ ラ ン ド は 、 敷 地 面 制 約166 ，1 0 0 m' で、

そ れ が 「 遊 星 空 間 J r  ｽｩｉｬｾと水の広場 ｊ r人 間

自 身 の く に J . r 中 央 広 場 J r ラ イ ド セ ン タ 」

「 思 い 出 の 森 」 と 6 つ の 地 区 に 分 か れ て い る 。

ま わ り の サ ン フ ラ ン シ ス コ 館 や ラ タ ー ナ マ ジ

カ 館 等 の 出 展 館 も ー 諸 に こ の 遊 園 地 に 参 加 し

て い る 。 ダ イ ダ ラ ザ ウ ノ レ ス 等 の 乗 物 に 大 人 も

子 供 も 述 日 楽 し ん で い る 。 ( 機 影70. 4. 22)  

- 野 外 劇 場

設 計 日 本青 年 会 議 所 設 計 団

施 工 K K 藤 田 組

建 築 面 積 8 4 ι 4 6 m' ｾ皆 数 地 上 1 ｾ皆

主 主 面 積 844 .46 m'  最 高 高 さ 14. 6 m 

精 進 鉄 骨 造 木 造

V 野外劇場

企イ ンターナショ ナルユース， { レス

- イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

ユースパレス ( ベ プ シ 館)

設 計 K K 竹 中 工 務 底

施 工 K K竹 中 工 務 庖 三 井 建 設 K K

敷 地 面 積 4，0 0 0 m'  階 数 地 上 2 階

建 築 面 積 1，315 . 2 3 m'  最 高 高 さ 23 .04m 

延面積 Ｒ ， ＴＶｾ Ｎ ＳＸ m'  

構 造 鉄 骨 造一 部 鉄 筋 コ ンク リート 造

ぺ/

企ダイダラザウルス

- ダイダラザウルス

駅 舎 上 屋

設 計 K K 設 計 連 合

施 工 太陽 工 業 K K

建 築 面 積 2，100m'  階 数 地 上 1 階

延 面 積 2，100 m'  最 高 高 さ 23m

精 進 テ ン ト構 造

園 ガ ラ ス の 城

設 計 K K 竹 中 工 務1吉

施 工 K K 竹 中 工 務l吉

敷 地 面 積 1，750 m'  階 数 地 上 3 階 、 地 下 1 階

建 築 面 積 639 m'  最 高 高 さ 16 .20m 

延 面 積 1，308 m'  

構 造 鉄 骨 造

以上1; 符はレストランになっ て いる 。

V ガラスの城
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全く新しい床タイルです

= 星ピサロンは、従来のビニールタイル とは製法

原料配合が全く違います。塩ビの他に最近開発さ

れた新しい共重 合体の特殊樹脂を用いた画期的な

新製品です。軟質プレスタイプの床タイルに比べ

仕上り安定性がよく、カレンダ一方式の流れ模様

ニ星ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責任施工の出来る協組員が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三星ピサロンの新 しい色調、 パタ ーンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東京浜松町の超高層世界貿易

とは対照的な静止した現代模様。 ピサロンの持つ センターピルの 4 F以上の各階エレベーターホール

エラスチ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、 にも、使用されております。と三星ピサロン とはその

床タイルの新しい世界を聞きました 。 模様がフランスの画家ピサロのタッチに似ている

協同組合員が責任をもって施工いたします ことから、名付けられたものです。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉
ピ冒日こs
製造元= 田島 応用化エ株式会社

女規 格= 333. 3 X 333. 3 X 2
m

k  9 枚 1 m'

333. 3 X 333. 3 X  3 弘 9 枚 1 m'

女色 数 = 18色

育 制i絡 = 2 弘J!l -.品 1，200円 1 m' (300m' 以上)

3  "Ym厚品 1，800円 1 m' (300m' 以上)

小部屋割噌 ・階段4 0 %高

f'  



• 

万博ニュー ス

調

. ミ ュ ン へ ン 市 館 . エ キ ス ポ ラ ン ド 東 休 憩 所 - サ ン フ ラ ン シ ス コ 市 館

設 計 環 境 設 計 研 究 所
設 計 T obi a s &  A s s oc i at es  

設 計 J urg e n W .  N i epa g e  

協 力 設 計 K K 竹 中 工 務l吉 施 工 大 日本 土 木 K K 協 力 設 計 K K 大 林 組

施 工 K K 竹 中 工 務l苫 敷 地 面 積 3，150 m' 最 高 高 さ 11 . 9 m

施 工 K K 大 林 組

敷 地 面 積 3，025 m
2  

階 数 地 上 2 階

建 築 面 積 792 m'  構 造 鉄 筋 コン ク リ ー ト 造 敷 地 面 積 2，000 m'  階 数 地上 1 階

延 面 積 792 m'  建 築 面 積 847 m'  最 高 高 さ 4 . 2 m 

建 築 面 積 1，900. 91 m

2  

最 高 高 さ 9. 4m 

延 面 積 3，234 . 18 m' << 造 鉄 骨 造

V フ ァ ン ハ ウ ス 館

‘ 《」25

. フ ァ ン ハ ウ ス

こ の 池 は モ ン ト・リオーノレ市館が，土佐つ予定であ ったが、

変 更 し 、 無 料 休 必F斤となった。

延 面 積 836 m'  

V ラ タ ー ナ マジ カ 館

. ラ タ ー ナ マ ジ カ 館

構 造 鉄 骨 造

設 計 三和 工 務 K K 建 築 面 積 4 9 6 m

2

階 数 地 上 1 階 設 計 北 野 建 設 K K 敷 地 面 積 3，150 m'  精 進 鉄 骨 造

施 工 三 和 工務 K K
延 面 積 496 m'  最 高 高 さ 9. 3m

施 工 北 里 子 建 設 K K
建 築 面 積 1，708 . 44 m'  階 数 地 上 2 踏

精 進 鉄 骨 造 延 面 積 2，051 . 58 m'  最 高 高 さ 9 m  

J  

17 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽 量 (比重 0. 5コンク リート 11 の重量)

断
熱 (コンクリー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法
)I己『

市t 火 キオ 料)

@ シポレ ックスは工場、住宅から超高層ピ、/ レまで

あらゆる建物の屋根・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

18 

日本政府館

設計 日建設計工務

施 工 清 水 建 設J .V.

使 用 場 所 屋 根

領亘ききD

，..ポレ111ワ ス 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本町 2 ノ | ノ 16(森 川 ビ ル )

電 話 東 京 (861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90・( 第 三 富 士 ピ ル )

電 話 大 阪 (538) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 (581 ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と概聖書をどしどしお送り くださ い.

凡例 a 所在地 b 建築面積 c 延 面 積 d. 精進規模 e. 工 期

541. 池 下 第 2 公 団 ア パ ー ト I 542.  阪 急 美 沢 団 地 I 543.  相 生 コ 。ホ

設計 日 建 設 計 工 務 K K

施工 : K K 鴻 池 組

a  . 名古屋市千鶴 区覚王 山通8- 37

b .  1，858.39m'  

c.  17，453. 23m'  

d.  S  R C造 ，B  2 ， 12 F  

e  昭和42年 3 月~昭和45年 3 月

ぷ計 K K 竹 中 工 務 底

地工 K K 竹 中 工 務 l吉

a .  ｾ 正木市 三 沢町 Ｘ 0  

b.  1，706. 876m'  

c.  19，034. 209町伊

d. プレキャストコンクリート i与

11F ， I CS - Y S  

e  昭和44年 4 月~昭和45年 3 月

設計 : 大 阪 市 住 宅 供 給 公 宇 土

地 工 村 本 建 設 K K

a  大阪市阿倍野区相生ilfl 2 - 6

b .  749. 25m'  

C  .  3. 055 .  78m'  

d.  R  C i立， 4 F (  1  械)

e  昭和43年 2 月~昭和43年12月

544.  ロ ー ズ ハ イ ツ 芦 屋 I 545.  高 倉 第 1 コ ー ポ I 546. 新 甲 子 園 マ ン シ ョ ン

設計 東 海 興 喋 K K

施工 : 東 海 興 換 K K

a 芦 屋 市 東 山 町 2 1  3  

b.  2，291m'  

C .  15，027m'  

d .  R  C 造， 7 F ， P H 2

e  昭和43年 12月ー昭和45年 3 月

設計 . 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

施工 : K K 竹 中 工 務 庖

a  . 大 阪 市 郎 島 区 友 湖 町 3 - 1

b.  2，249. 78m'  

C .  15，588. 48m'・

d.  5  R  C 造11 F (  1似)，

R C泣 5 F ( ! t車) ，4 F (  3 機)

e. 昭和43年 10月~昭和45年 1 月

設計 ・K K 竹 中 工 務 庖

施 工 : K K 竹 中 工 務 唐

a  西 武 市 中 F 閲 7 需町 8 - 3  

b.  1，580. 83m'  

c .  9. 598. 30m'  

d.  R  C 造， B  1 ， 7  F  - llf1 4  F  

e  昭和43年 5 月~昭和44年 5 月

，-p ，-

547.  大 阪 府 営 東 三 国 高 層 住 宅 I 548.  深 江 橋 コ ポ I 549.  香 里 三 井 積 立 分 譲 住 宅

設計 : K K 東 畑 建 築 事 務 所

施工 K K 浅 沼 組

a  . 大 阪 市 東 淀 川 区 東 三 国 町

b .  1，135m'  

c .  11 ，609m'  

d.  S  R  C i孟R C造 ，11 F  

e  昭和43年10月~昭和451f 3 月

設計 : 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

地工 東 急 建 設 K K

a  大阪市城東区水[ [ j 点 3 - 1  

b .  3，021. 17m'  

c.  15，778.80m'  

d .  R C造， 5 F (  6 t車)

e  昭和42年12月~昭和45年 1 }  J  

設計 : 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社

組iエ ー 甲 南 建 段 工 喋 K K

a 寝 屋 川 市大' { : .: J下

b .  1，014 . 58m'  

C .  4，058.32m'  

d .  R  C 泣. 4  F  

e .  11百千1143
1
1' 11 n - I 昭和44 Jl 8  JJ 



和風と洋風の持味をフラスしたポ1)パス=P1801

P  1801は、 j羊1m¥. ノ〈スのゆ ったりと

足を伸ばしてくつろげる寸法と、

和風パスのた っぷりと首までっか

れる深さを生かした、和洋折中タ

イプのポリパスです。 材質は丈夫

さと保むlL力に定評のある F RP。

美しいピンク ・ブルー ・グリーン ・ラ

イトブルー、 4 色がそろ っています。

20 

埋込工事のいらない据置タイプの

利点として、工' j ¥. Uが安上りな点

も見のがせないポイン卜 。 給 湯 式 ・

外釜式 ・B F 釜いずれのセットも

可能にしました 。 日本で披初に F

R P浴槽を開発した東陶機器が、

これからの浴室におすすめする、

新しい自信作です。

T O T O  

東 陶

東 陶 機 器 株 式 会 社

(11 1 社 名 束 洋 陶 器 株 式 会 社 )

社 北 九 州 市 小 合 区 篠 崎 町 4 5 8

T E L  (093) - 9 3 - 5 1 5 1 マ 8 0 2

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 間 腿 附 5 の 3 2  

T E L  (06 ) - 203 - 5701 マ 5 4 1



クラスメート

61 ( 彦根工喋 学 校 昭和 1聞 2月卒〕

左 よリ ( 敬称略)

松 井 貞 次

( 松井工業 K K 取締役社長)

西 村 末 次 郎

( K  K 西国工務庖)

奥 野 良 一

( K  K 奥野組取締役社長)

中 島 幸 彦

( 住友池股 K K大阪支庖宇治作業所長)

若 林嘉 津 雄

( 日他殺計工務 K K大阪事務所精進部主任)

北 川 啓 一

( 滋賀県箆琶湖総合開発局次長)

中之島公聞にて 昭和45年 4 月13 日

彦 エ 建 築 科ti lJ :t辻邦j の 第 2 図 卒 業 生 で あ る 。 日 本 が 悪 夢 の よ う な 大 戦 争 に 突 入 し た 昭 和16年 12月 、 世

情騒然、とした戦H寺 体 制 下 に 繰 り 上 げ 卒 業 さ せ ら れ た ク ラ ス で あ り 、 2 ケ タ の 大 正 っ 子 で あ る。 灯 火

管 制 し た 製 図 室 で 卒 業 設 計 を 編 め た こ と を 思 い 出 す。 卒 業 後30年 に 近 〈 、 頭 は 白 く う す く な り か け

た が 、 集 ま っ て 話 す 内 容 は い つ ま で も 若 々 し い 。ク ラ ス メ ー ト と は よ い も の で あ る 。

奥 野 ク ラ ス で の 人 気 者 で あ っ た 彼 は 、20余 年 前 、 若 く し て 姫 路 の 地 に 旗 上 げ し た 。 当 初 は ず い ぶ

ん 苦 労 し た ら し い が、 持 っ て 生 ま れ た 人 柄 と 誠 実 な 運 営 に よ っ て 着 実 に 前 進 を 続 け て い る 。

北 川 眉 目 秀 麗 ・秀 オ タ イ プ だ っ た 彼 に も 、 い ま や 頭 に 白 い も の が ま じ っ て き た 。 そ れ が さ ら に カ

ン ロ ク を 梢 し て 、 滋 賀 県 の 重 要 な 命 題 の 一 つ で あ る 琵 琶 湖 開 発 に 大 い に 腕 を ふ る っ て い る 。

西 村( 末 ) 在 学 中 か ら 反 骨 紛 争11旺 践 で 、 根 性 の あ る 努 力 家 で あ っ た 。 現 在 も 闘 志 満 々 、 競 争の は げ

し い 大 阪 で 、 持 ち ま え の 椴 性 の あ る と こ ろ を 発 揮 し て 活 躍 し て い る 。

松 井 紅顔の美1 ' [ 年であった彼は、今でもその面影を残している 。 大 津 で 独 立 し て 10年 、 そ の 卓 抜

し た 経 営 に よ っ て 見 て い る 附 に 県 下 で 屈 指 の 総 合 建 設 業 者 と な り 、 確 固 た る 基 礎 を 築 き つ つ

ある 。

中 島 初め海軍施設昔日へ入る 。 設 営隊 に 配 属 さ れ 、 外 地へ 派 遣 さ れ た が 、 無 事 生 き 残 っ て 帰 っ て き

た。 一度 死 ん だ つ も り で 頑 張 っ て い る 由 、 お そ ろ し く も あ り 頼 も し い J¥艮 り で あ る 。

若 林 数 学 を 得 意 と し た 彼 は 、 遅 < (  ?  ) し て 梢 造 を 再 勉 強 し 日 建 に 入 社 、 構 造一 筋 でや っ て い る。

鉄 骨 特 に 溶 接構 造 に 詳 し い ら し い 。 代 表 作 に 神 戸 商 工 貿 易 セ ン タ ー が あ る 。

当日の集まりは何分急だったので、: i i l i 絡のついた者だけが集まった 。 戦 争 の 犠 牲 者 は 比 較 的 少 な い

ほ う で あ り 、 ク ラ ス 26名 中 20名 が 健 在 で あ る 。 」ニ記 6 名 の ほ か 、 大 阪 に 堂 竪 城 ( K K 銭高組) 、 問 中 消

吾 ( 渡辺節主I ! 築'1>務町、滋賀に 木 村 荘 右 ヱ 門 ( 自営 ) 、小 西太吉( 近江兄弟社) 、 常忍: 正和( 大阪セメント伊吹1 : tj占) 、

i土1' 1: 治 ( 名古民鉄道管理局地政帝11) 、 那 須 勉 (近畿農政局湖北農業水平11事業所) 、 田 辺 好夫( 目片工務問、細田 高 市 ( 自

制 、 小 畑 清 治 ( 自営) 、 加 古 川 に 西 村三 郎 {近畿農政J.dJ m占川阿部農業水車j 事業所) 、 名 古 屋 に 広 回 外 雄 ( K K  

大桝且) 、富山に林田正夫 ( K K 中組工務所) 、 東 京 に 井 藤 久一 ( K K 鴻削岨) が い る 。

恩 師 、 水 原 大 造 ( 設計 '1>務 所 自 制 、 堀 井 進 (滋賀県教 ft 餐只会) 、 渡 辺 恭 祥 ( 母校) 諸 先 生 も ご 健 在 で あ る 。

Ｈ中島 ー 若林 ｾ￨ )  



防水層の保護と軽量、断熱に

共栄の，千ーヲイトコ〉タリート歩行…水 地)

共 栄 パ ー ラ イ ト コ ン ク り ー ト P C - D 工法採用の京都工事E繊 制 大 学

( 設 計 教 育 施 股 研 究 所 、 施 工 K K大林組)

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 屑 の抑 え に使 用 し 仕上 モ ルタ J レの嬰らない金ゴテー

パ ツ 仕上 工法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 金化 ゃ 露出|坊水下地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラシ モ ルタノレの要ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕上 工 法

畳 下 地の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽 量 化 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) に

共栄の，芯ーヲイトモルタル

共 栄パ ー ラ イ ト モ ル タ ル P M - C ( 普 J岨タタミ下地) 保湖

町 住 友 電 工 商 品 社 宅 ( 設 計 施 工 K K竹 中 工 務 応 )

PM- C工法
- タタミ 下 地 の床 組 ( 大 工 仕事 ) が 会 〈 姿 ら な いの で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節約 ができる

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多孔 性 材 料のため吸也、 i虚

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気泡 の 共 栄 パ ー ラ イ トと 防 水液 を 使 用 し た 完全 防

水パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、湿 気 を 全 〈 透 き な い

比 重 ・断 熱 共 木 材並 1 3  

( 比 重 0. 85kg/ t  ， 熱 伝 導 率 o. 14kcal  / mhc )  

遂 に 出 た・・・ ベ ニ ヤ 仮枠 コ ンク リー 卜下地 の か べ 、 天 井の ー パ ツ 吹 付 仕 上 工 法

本オ It-，a.. X キS4

化 粧 、吸 音 、防湿 、断熱 ( 結 露 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下地 ( 天井及びかべ) に直接 吹

付 して剥般 の心 配 が な い

・かベ面 は 金 ゴテ押え す れ ば 泉 浴 壁 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ パ ー ル ス キ

ンの特徴)

・一 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄板 類 、石 綿 板、モルタノレなど何んで

.... 

もよい

- 椋 単 色 20色 と 特 別 色 も で き る

ネ オ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ f&枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 町 天 井

( 吹放し} 些( 金ゴテ抑 え仕上) 採用町西宮トラピスト修道院

( 散 計 村 野 森 辿 築 事 務 所 、 総 工 K K 竹 中 工 務18)

φ |  
共栄パーライト販売株式会社

大阪市東区森之宮西の町 5 4  T E L代表 941 9 2 4 3  
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戦 前 ま で の 農 家 の 生 活 を 振 り 返 っ て み る と 、 自 然 の 循 環 が う ま く 行 な わ れ て い て 、 人 間 と 肉 然 、 の l則係に

よ い 調 和 が 保 た れ て い た よ う に 思 う 。 ご み や し 尿 は 推JJ 巴 と し て 役 立 ち 、 作 物 の 生 育 を 助 け た し 、 余 っ

たときは穴を堀って埋めておけば土に泣元されていった 。 ｩ 良薬ができるまでは、 Ｑ 採の ｾｉ Ａｉ物を虫が食べ

て 生 長 し 、 そ の 虫 を 13が官lCに し て さ え ず っ た 。 お の お の 外 敵 を 防 ぐ 工 夫 は 、 保 育 館 色 で あ っ た り 、 卵 の

数 を ふ や す こ と で あ っ た り す べ て が 神 の 燃 理 に よ っ て 行 な わ れ て い た 。

人間のちえは、この自然の 調 和 を ど こ か でr政 っ て し ま っ た ら し い 。 一 箇 所 で 破 る と 、 次 か ら 次 へ と 牙.J 円

が 生 じ て く る 。 化 学 肥 料 が で き る と 、 し 尿 処 理 問 題 が ク ロ ー ズ ア ッ プ し て く る 。 プ ラ ス テ イ ク ス の ご

み は 、 絶 対 に 腐 ら な い し 、 焼 き 楽 て よ う と す る と 呉 央 を 発 し た り 、 商 品 で 炉 を こ わ し た り す る 。 n然

に 対 し て 人 間 の 数 が 多 く な っ て く る と こ う い う 現 象 は 避 け ら れ な い の で あ ろ う か 。 と も か く 、 後 戻 り

す る こ と は 許 き れ な い 。 自 然 の 循 環 に 代 る 人 工 の 術 関 を 々 え ね ば な ら ぬ 時 代 に 来 て い る よ う で あ る 。

終末処理一一自然への還元一ーまで考えた新材料の| 判発、公害を起こさないような工場談出や交i I f l 機

関 な ど 、 当 然 、 い ま す ぐ 真 剣l に取り組まねばならぬ! 日] 地. であろう 。 ( H a )  

自 然 の 循 環

建

築

(  6  )  

パ リのセーヌ、そこには自然そして人 ｲＺ ｉｊ に対する ｩｬ ｬＱｾか く深い 思い やりの歌が奏でられている 。 ＮｦＮｌＮＮはそ

の セ ー ヌ 河 畔 の 美 の秘 密 は 何 で あ ろ う か と 考 え た 。 そ こ に は 大 向 然 を 忍 わ せ る 長 大 な 紋 地'Ji? が 河 辺 に

沿 っ て 水 面 に 映 え て い る 。 美 の 秘 密 は そ こ に あ っ た 。 日本の有11市 に 普 遍 的 に 見 ら れ る よ う に 、 建 築 鮮

が 直 接 河 岸 を 夜 ったり 、 水 面 に 釆 り 出 したりしている者11 ，打 笠! 日! のれも成とはま っ たくちがう 。ただ、広島

平 和 公 園 の 一 角 で 相 生 儲 か ら 見 た 公 園 の 対 岸 に も 紘 を た た え て 、 川 の 流 れ を や さ し く 抱 擁 し て い る 的

越は、「ミニ ・セ ー ヌ 河 畔 」 を 先 日 わ せ て 、 ほ ほ え ま し く 忠 わ れ た 。

メ タ ン ガ ス が 出 て く る 川 、 排 気 ガ ス に 包 ま れ た 街 有 、 ハ ラ ワ タ を . ) I  ｾｕ り出したような高速道路、コン

ト ン と し た 建 築 群 一 一 一 こ の よ う な 環 境 に 巨 大 な ダ ダ イ ズ ム 的 な 美 を 感 じ て い る 人 も あ る よ う で あ る が

一一一およそ人 間性と断絶した機相で今日の都市 の ｾ ｉｬｬｪ は形成されている 。未来学者のいうごとく、総

人 口 の 9 劃l が都市人口になると都市住民の価値観も変って〈るであろうが、ミツバチめよj j ，のような住

環境に、もっと余白を求める人間本来の欲求は変ることはあるまい 。 「卦絵に書きし松 ｽＡｦｴ｜ の ＿ｾＧｦ J 一 一 こ

の 心 の 歌 の 真 髄 を 、 建 築 の H艮 で 見 直 し て み る 必 要 が あ る 。 ( 0 )

勺- ぇ・さの

B艮

トワーク

新 都 市 計 画 法 の 制 定 に よ り 都 市 圏 l立 計 画 的 に 市 街 化 を 図 る べ き 市 街 化 区 域 と 市 街 化 を j f[ JI!j l]す べ き 市 街

化調重量区域に区分されることとなる 。都 市 機 能 の 混 乱 、 無 秩 序 な ス プ ロ ー ル 、 公 共 投 資 の た ち お く れ

と非効率一一一等々、従来からの機々の都市混乱をこの| 僚できるうる限り合理的に能率的に秩序あらしめ

よ う と す る も の で あ る 。特 に 今 後 、 市 街 化 区 域 に つ い て は 計 画的に市街化を図る。地区となる の で 、 公

共 投 資 が 先 行 的 、 重 点 的 に な さ れ 、 民 間 投 資 を 適 正 に 誘 滋 し な く て は な ら ぬ 。現 在 、 各 官 庁 各 音11各 課

の 多 経 多 様 な し か も 莫 大 な 公 共 投 資 が 、 一 胞 の セ ク シ ョ ナ リ ズ ム に も と づ い て 、 短 め て 非 タ イ ム リ ー

に 非 能 率 的 に 勝 手 バ ラ バ ラ に 行 な わ れ て い る が 、 今 後 こ れ ら の 多 様 な 公 共 投 資 は 一 元 的 な タ イ ム ス ケ

ジ ュ ー ル と 、 地 域 開 発 プ ロ ジェ ク ト に 合 わ せ て 重 点 的 に 投 資 さ れ る べ き で、そ の た め に は 是 非 と も 、 一

元 的 な ネ y ト ワ ー ク ( 工 程 包 = 理 表 ) の 作 成 が 心 婆 と な る 。あ の 極 大 な そ し て 多 様 な 建 設 投 資 の 行 な わ

れ た 万 博 会 場 の 建 設 が 、 一 日 の 狂 い も な く タ イ ム リ ー に 完 成 し た の は 、 そ れ こそ 一自主IJ み の メ ン ミ ツ

な ネ ン ト ワ ー ク の 作 成 と 、 そ れ の 版 行 に あ っ た こ と を 巧 え る と き 、 今 後 、 こ の よ う な 大 型 プ ロ ジ ェ ク

ト の 遂 行 に は 、 是 非 と も 万 博 の 教 訓 | を 生 か し 、 従 来 の 役 所 の セ ク シ ョ ナ リ ズ ム を 超 越 し た 一 元 的 な ネ

y ネ ッ ト ワ ー ク の 作 成 と 版 行 が 必 要 で あ る 。 ( 1  )  

公 共 投 資 の 一 元 的 ネ ッ

建 築PLanni ngへの夢 6 - 遮 影 カ ー テ ン

物 体 が 見 え る の は 光 が あ る か ら で あ る 。 そ の 光 線 を 物 体 か ら 遮 断 す る と も ち ろ ん 物 体 は 見 え な く な る 。

ここにいう遮断とは、空間が明日昔であると盃とにかかわらず、光に関係なく ［ｾｾｦ 象を遮断するもの、す

なわち遮; 必するという意味である 。

ｾ光フィルターというか、遮彬カーテンというか、可視光線を不透明にすることによっても、物体を

自 由 に わ れ わ れ の 眼 底 か ら そ の ; ; 例 象 を 隠 蔽 す る こ と の で き る も の を 今 か り に 迷 彩 壁 と い う こ と に し て 、

この遮彩壁装訟を設けるならば、もはや仕切壁は不安となり、室内! 日1仕 切 壁 不 在 と す る 建 築P lanni ng 工 法

が 考 え ら れ る の で あ る 。

H寺と所によ っ て は 見 せ た く な い も の 見 た く な い こ と が 多 い も の で あ る 。 そ れ が た め に 箆 や 襖 と い っ た

間仕切が必要となるのである 。 ｪｊ｛ ［ｩＨ ＳＭｾの出現によ っ て未来設計にはこの間仕切不在の設 ［Ｑ 十 ｯ ｮ ･ F loor  

計 画 が 考 え ら れ る 。 user が必裂の者11皮 ス イ ッ チ一 つ で 迷 彩 盛 装 置 を 操 作 し て 部 屋 を 適 当 に 区 切 る こ

と を 可 能 と す る に 至 ら ぱ 、 も は や 固 定 壁 は も ち ろ ん 移 動 墜 す ら も 不 必 要 と な る か も 知 れ な い 。 もちろ

ん 遮 音 に 対 し て は 、 前 号 で 述 べ た 遮 音 カ ー テ ン を iif' 用するので、 i長 れ た 遮 音 性 と 白 l却 な 区 間 性 と そ し

て spac eの 利 用 効 率 性 を 満 足 す る 画 期 的工 法 が 生 ま れ 、 タ の P lanni ng が 楽 し め る か も 知 れ な い 。 ( Ma)
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製造 元 近 畿 車 輔 株 式 会 社

本社撞材工場 大 阪 府 布 施 市 縫 本 l 番 地 の l 電話大阪 (782) 1  2  3  1代表

所;用量材工場 埼 玉 県 所 沢 市 大 字 所 沢 1 4  1  5 番 地 電話所沢 (22

販 売 元 近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区梅ヶ伎町 1 0 8 番地 新 梅 ヶ 伎 町 ビ ル 電 話 大 阪 (363) 3  3  7  1代表

東 京 支 庖 東 京瓶千代田区神田松永町 1 9  点京近鉄ピル it L 話東京 (255) 8  2  7  1代表

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁目 4 8  1住地 2 ｾｴｌ品名古屋 Ｈ ＵＵＱ Ｉ ＲＵＲＲ

神 戸 営 難 所 神戸市生田区海t ; l ; d J 1 - 5 - 1 新点 J; ピ ル 包 括 神 戸 (39) 0  9  0  5  

広 島 営 難 所 広 品 市 鉄 砲 町 1 0 酢 1 0 号 付陸ピル 包括広砧 (21 ) 6  5  8  5  

福 岡 営 機 所 福 岡 市 大 名 2 丁 目 9 - 1  5 上 野 ピ ル 包 括 稲 岡 (78) 2  3  6  1  

一 次 第 カ タ ロ グ 拝 送 一 二 一 .
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〈商I吉 街 区 の 文 化 セ ン タ ー 〉

観 光 と 総 維 の 街 と し て 知 ら れ て い る 倉 敷 市 児 ぬ の 中 心 部 近 し 旧 敷 励 紡 績 工 場 跡 地 が 商 腐 街

区 と し て 再 開 発 さ れ つ つ あ る .

区 画 緩 理 事 業 に よ っ て 鍛 製 さ れ た 街 区 に は 多 織 な 庖 舗 が 建 ち 並 び 始 め て い る が、 必 ず し も 商1苫

1*区 町 綜 合 的 な y ス テ ム と し て の 例 闘 が + 分 で な い の が 残 念 で あ る. し か し 街 区 形 成 の 基 本 的

安 勢 と い え る 公 共 用 地 の 碕 保 が 守 ら れ て い る こ と は 事 よ べ き こ と だ と 思 九

す な わ ち 、 今 回 述 置 止 さ れ た 児 励 文 化 セ ン タ ー の 区 画 的 他 に 、 共 用 駐 車 場 と 小 公 閣 の 公 共 施 般 が

野 備 さ れ 、 さ ら に 郷 土 文 化 館 な ど を 予 定 す る 公 共 的 区 画 も 用 意 さ れ て い る 。

こ の よ う な 外 的 環 境 問 中 て 、 わ れ わ れ は 文 化 セ ン タ ー の 建 築 を こ の 地h止め 再 開 発 の た め の

裂 な 拠 点 と し て 考 え て い る .

建 物 は ホ ー ル 陳 と 会 飢 ・ 僚 が 中 彪 を 侠 ん で 結 l i' t L 、 そ れ に サ ー ビ ス す る 機 械 棟 と 栄 昼 械 が 寄 り

沿 っ て い る 構 成 で あ る . こ の 一 連 同 大 き な シ ル エ ノ トを 、 瀬 戸 内 海 に 向 っ て 凹 凸 す る こ の 地 方

独 特 の 岩 肌 を も っ た 丘 陵 町 よ う に 、 街 区 内 背 僚 と な る 造型 と し て 意 織 し て い る .

と 同 時 に 、 こ の 大 き な y J レエ γ ト がi碕 底 衡 に 面 す る IRUに 広 い プ ロ ム ナ ー ド を 費 量 け た の も 、 間 庖

街 区 形 成 へ の 車IJ 較 を 考 慮 し て の ニ と で あ る . 未 だ 可 能 性 的 舞 台 と し て の プ ロ ム + ー ド に 過 ぎ ぬ

が 、 や が て 照 明 を も っ た 貸 シ ョ ー ウイ ン ド一、才Eゃ 絵 禁 容 で 飾 ら 札 た キ オ ス ク 、 人 々 が 惣 う ベ

ンチやすE台 な ど の 装 置 が 用 意 さ れ る と き 、 生 々 と し た 市 民 の た め の 生 活 環 境 が 出 現 す る だ ろ う

こ と を 願 う の み で あ る . ( 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所 佐 々 木 群 }
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担 当 山崎泰孝・藤固定紀・橋本健，古

備 選 抱 当 平 国 建 築 構 造 研 究 所

平国定男・川崎福買1)
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ル ナ ホ ー ル 設 計 者 の こ と ぱ

- 芦 屋 市 民 会 館 ・ ル ナ ホ ー ル I止、既設の公民館i l l " l¥¥

会 館 と と も に 、 芦 屋 と い う 地 で の 文 化 髄 成 の 絞 と

な る よ う な 個 性 的 な 空 間 的 資 質 を そ な え た 、 人 々

の 自 由 で 日 常 的 な ふ れ あ い を 生 む 共 同 町 場 で あ り

たいと考ーえました.

か つ て 劇 場 は 、 そ の 創 成 期 以 来 そ の 時 代 の 社 会 綿

i立 や ら 、 人 々 の 思 考 や 感 覚 の あ リ ざ ま に 持 か れ 也

が ら、さまさ' まなドラ? を生成してきたのですが、

そ こ で 結 か h れ て き た 劇 場 性 と も い う べ き 独 自 の

空間性は、人々のなまなましい日' 胤の生活的現災

の 所 産 で あ っ た し 、 未 知 的 世 界 へ の 観 る L め と 鋭

ら れ る も の と が ひ と つ に な っ た 共 感 的 姿 で し た。

い ま や 文化産業の誘線装置Eは 人 与 の 生 活 の隅々ま

で 役 蝕 し て お り 、 み ず か ら の 生 活 内 総 体 を か け た

人 と 人 と の 直 接 的 感 応 的 地 が 早 急 に 後 件 き れ な け

れ ば な り ま せ ん。

京 阪神 間 に 点 在 す る か ず か ず の ホ ー ル は 、 海 外 的

シアター ・オ ベ ラ ハ ウ ス ・コ ン サ ー ト ホ ー ル ・ エ

キ ス ベ リ メ ン F ル ホ ー ル と い っ た そ れ ぞ れ 側 性 的

な 単 一 目 的 的 ホ ー ル の あ り か た に 比 し て 、 視 線 ・

形式とも既成町パタンにおちこんてーいるのが現状

r兄て' あります.

芦屋の市民ホールが、文化者1 I 市声屋における地域

文 化 的 個 性 を は ぐ 〈 ん で 由 く た め に は 、 劇 場 内 tllJ

生 則 的 姿 に た ち も ど っ て 、 そ こ で 人 々 が 共 lニ考え

飲 い 踊 っ た 本 質 的 な あ り か た を 考 熊 し 、 同 l婦に現

代的劇場ＧＡＱＡ ｾ ｉ ｊ から飛びださんとする若い運動休に

も思いをいたらさなければなりません。

e ，レナホールは 11
1
. な る 貸 ホ ー J しではなく、さまさま

な要求に反応する自由度をそなえながら、 i監にそ

れ ら に 強 t 、t修理事力 を も 及 ぽ す と L 、う個性的な本物

内 ホ ー ル ・劇場でなければと考えました。

・芦 屋 を と リ ま 〈 条 件 、 芦 屋 と い う 地 内 環 境 特 性 を

ふ ま え た 上 で 、 与 え ら れ た 既 設 市 民 会 館 町 北 l則的

三 方 道 路 に 阻 ま れ た j央い敷地条併から 、小規棋て'

あるがそれだけに Ｇｉｬ｜ Ｇｊｾ のある劇場 空 間が人と人と

の か か わ り を よ り 緊 密 に 、 よ り き め こ ま か な I貸出

を可官Eに す る よ う な 、 こ ま わ り 向 き く 小 ホ ールと

し て の 特 性 を 生 か せ る 方 ItiJ が 求 め ら れ る こ と に な

ります.

そ こ で 、 今 日 、 あ ま り に も あ た リ ま え の も のとし

て回定化してしま っ た プ ロセニアム様式的、部t容

と 演 技 者 が 分 断 さ れ て 、 あ る 約 束 ご と の な か に お

さま っ て 安 住 し て い る姿を経えた、観答と観る: で

な い も の と が 相互 に 挑 発 し 逆 転 し あ っ てひとつに

な る 動 的 な 劇 的 場 へ 同 志 向 例 を 具 体 化 し な け れ ば

な ら な い こ と に な る のです.

- 鋭 容 は 舞 台 上のでき ごとと; t ー パ ラ ッ プ し て 観 客

じしんと対決し、 i賞伎者はカニ的検ぱいではなく

ま ったく自 然そのままの環境条件のなかで観若手に

働 き か け る こ と が で き る の で す。 こ の 円 形劇 場 は

単なるパタンの: 入厄的問題ではなく. 生と人 1111 ( 7)

ア ク シ ョ ン が 支 え る 劇 的 空 間 性 的 た か ま り に か か

わる m裂 な テ ー ? な の だ と い う こ と を 知 ら な け れ

ば な り ま せ ん . し か し 、 あ 〈 ま で 市 民 ホ ー ル と し

て 的 多 様 な 欲 求 に こ た え る 本 当 同 意 味 で の 自 由 な

劇 場 で あ り え る た め に 、 こ ニ に 、 は ね あ げ る 笠 と

に な る 可 動 床 と 、 友 右 の 動 < ! 笠と、鍛' * と連動す

る上枠か らなる 可動プロセニアムによ って 多 様 な 舞

台機成が可能な装置概念を場入するに到ったのです.

こ 円 ア イ デ ア を 楽 づ け る た め に 、 基 本 設 計 、 実 施

設 計 の あ ら ゆ る 機 会 を と ら え て 、 い ろ い ろ 主 ジ ャ

ンル町人たちの窓見を聞いてまわったのですが、

賛同町窓を却をしながらも、将来的運営の具体的な

方 法 に つ い て は な か な か む づ か し い 問 題 が あ る よ

うでした.

・一 方 、 築 地2主計が終 了 後 、 市 機 会 承wに 批 判 が 出

さ れ 、 ホ ー J レ娘役特別委只会が内 外 的 関 係 者 を 参

考人に招き意見聴取向井、に円形舞台形式をや的る

状 況 に お い こ ま れ 、 つ い に は ぎ り ぎ り の 採 決 で 原

案 が 採 択 さ れ る と い う 経 綿 が あ っ たのですが、こ

れ に つ い て は 少 々傾 っ て い る と し か 思 え な い 文 而

天井縫敷 「時代はサーカスの象にの って J

( 寺山修司作・演出) ' 70.  4.  25  

で? ; <. コ ミに連続的にと りあげ られて、我々』空間

関 係 者 や 市 当 局 は 、 本 当 に は ら は 句 さ せ ら れ た も

のでした。

・ こ の 計 闘 が111 な る 円 形 劇 場 と い う の で な 〈 、 劇 場

史 か ら す くいあげた ① プ ロ セ ニ ア ム 引 普 通 馬 台

② 張 出 舞 台 ③_ . 方図舞台④四方図舞台⑤同形舞台

⑥… … ・・・というさまぢまなありかたを可能にする

動 〈 袋 也 体 と し て の 劇 場 で あ う た か ら こ そ こ こ に

今、実現することになったのでしょう。

む し ろ 、 や は り 人 々 の 心 的 g戸隅 に あ る 何 か が 動 い

て 〈れたのだと伯じたい ものです.

実 、 今 J レナホールは完成後、ま っ た 〈 自 然 に 円

形 劇 場 と し て い く つ か の 似 し も の を 成 功 さ せ 、 劇

場喜芸術にあらたなる動きをおこ しつつあるのです

カ・ら @

・ き て 、 さ ま ざ ま な 未 知的 問 題 を か か え な が ら 地エ

段 階 に 入 リ 、 ま ず コ ン タ リ ー ト 打 1皮肉事fiui 2 0 M、

成田 Ｓ Ｐ ｍ 角的 巨大 ｬＺ ， ｾｦ 持造で、しかもその使館が応

力 状 態 に 応 じ て 6cmき ざ み で 増 減 し て パ タ ン を な

し、 2階rtr. を 支 え る 術 進 リ プ が 凸 凹 す る と い う コ ン

クリート打般に総工者は苦労をすることになります.

こ の 堕 は コ ン ビ ュ ー タ に よ る 応 力 解 析 に 従 っ て デ

ザ イ ン 上 向 パ F ン を 多 少 考 慮 し て ま と め た も の で

あ 1 劇 場 全 体 は コ ン ク リ ー ト の 版 で 織 成 可 能 限

度 内 巨 大 箱 体 格i立となっており、その表作I そのも

の が こ の 外 観的 デ ザ イ ン と な っ て い る の で す.

・ この姐1mは 、 狭 い 空間 的 中 に 最 大 阪の内容をおり

こ む た め に あ ら ゆ る 寸 法 が シ ビ ア に お さ え ら れ て

お り 、 部 分 が 他 内 部 分 と 立 体 的 管 按 に か ら ま っ て

いるため施工者にと っ て 寸 法 判 皮 肉 硲 保 は 容 易 で

は な か っ た よ う で し た . 仕 上 向 工 程 てF は 、 ホ ー ル

内 部 の す べ て の 部 分 を お お う ス テ ン レ ス ヰ ソ ト恨

の 地 工 は 、 前 例 が な い だ け に 殺 到 者 施 工 者 と も に

liJ i をいため、こ のネ ッ ト工事をする耳目人がおらず

また十分な予舞ーもない中で、 トピや大工やi . e 宵・な

ど の 手 を 駆 集 め て 何 と か 押 え つ け た 感 ヒ で 終 って

しまったようです.

- このネ γ トは、劇場町 内 部mllll を さ さ え る 各 種 の

装置群、吸普段反射喰など的配置にとらわれず、

全 体 を ひ と つ の 表 情 を も っ 材 料 で一 体1じする窓図

であり、将来的l I J ei胸 幹 的 変 化 に 答 坊 に 対 応 で き る

7 レ キ シ ピ リ テ ィ の 僻 保 で あ り 、 ホ ー ルの全体的

照 明 効 栄 を そ れ じ し ん で 反 映 す る と い う イ メ エ ジ

の 給 品 で あ り ま す.

ネ ッ ト は 目 的 大 き さ の 典 主 る 間 制 限 の も の を 、 天

井 Ｑ ＺＱ直接 ｩ 且結 ｕＮｾ はユニ ｹ トとしてＮパタンを考

慮 し な が ら 配 置 さ れ ま し た .

可動床の裏側にも ネ ｹ トが ｾｦｩ ら れ、はねあげると

ネ ットの l迭となり、管轡反射板 ( 天井 .1即日前 正

T雨) の疋而と夫4ドはヰァトのみの 7 レームとして

切 り 熊 し て 円 形 舞 台 の場合的吊物音1I の 天11・として

設置することができるよう ｾＧｬＧＭ し、また、鍛 ｾｬｾ L 問

機 に ネ ッ トで榊成するなど、ネ ット仕上を 間 々ま

で 徹 底 し て を11目的一体化を図ったわけです。

このネ y トによる皮膜は、ネ ッ ト町張倒IJ にlIl l ' l fIさ

れた 3 色 蛍 光 灯 人 的 問 明 器 只 か ら E期光されて変化

す る 色 光 を 反 映 し . 郷 1ι? と客席のわけへだてな〈

υ と つ の 全 体 と し て の ふ ん い き を か も し だ し て く

れ る の で す。

ネ ッ ト の 将 米 の メ イ ン テ ナ ン ス に 勺 い て は 、 今 後

と も 十 分 鋭 策 し な が ら 適 切 な 方 法 を 下 し て ゆ き た

いと考ーえています。

. きて、劇場は処築というよリむしろ装訟の! I ! 似体

とい っ てよいはど似維に j 止4柑(1') な も の が か ら み あ

っ て お り 、 そ れ ら のnそのものと机11L1州系的 E刷物

にはか主 q 的 労 1) と時 1111 を 役 人 し な け れ ば な リ ま

せん.

とニろが、今日まで数多くの劇場設計の' ! Ii紛 が あ

るはずにもかかわらず未だに明磁な劇場町{ 上保件

す ら む 〈 、 そ の 場 町 続 験 に た よ っ た η ‘ そ の j(i ( 7)  

専 門 家 を 日 参 し た り し な が ら . や っ とその伐を伸

保 す る と い う 状 況 は 反 省 さ れ る べ き で あ リ ま し ょ

ヲ.

実際に劇場を Ｑ Ａ￫うてゆくその ｩ 自の人々の日 ＧｨｾＧ 経験

的 科 学 的 資 料 の 111仰 と 住 築 家 を は じ め と す る 各 ジ

ャンル何人々の迷鈴をもとに、劇場 が ‘ 新しい問題

を発鍋しながら畿自民 ｾｒｬｬ としての運動体になって

ゆ か な け れ ば 、 本 当 同 意 味 で 劇 場 構 造 論 的 に 展 開

し て 由 く こ と は で き な い の で す。 音響量生百十では、

劇場内腿棋と nか ら J与えて残響時 1111 1 紗 と 比 較 的

短 い レ ベ ル で 計 闘 し た の で す が 、 円 形 舞 台 時 的 各

箇 所 で 肉 声 に よ る 明 瞭 皮 93% 以上向好結却さを確保

で き 、 実 際 '&1市と蹄台が非常' に近いこととあいま

ゥ て き わ め て 獄 密 皮 肉 ?"lj い 空r，11が 途 成 さ れ た わ け

です。

・舞 台 照 明 で は 、 円 形 郷 台 時 の た め に ト ノ プ サ ス ペ

ン y ョンライトゃ， < γ タ ギ ャ ラ リ ー ス ポ ッ ト を 紋

け 多 角 的 照 明 を 可 能 に し て い ま す。

･ ｾｮ 開設計では、客席後飾的快と天 ｾｉ ・から吹出を、

答席下町スリ y トからレタンする ) j 式 で 底 冷 え を

防止、舞台後音sの 外 段 に よ る 宅 気 の 流 動 防 止 の 吹

出 な ど を 放 置 し て い ま す が 、 何 と い っ ても騒音レ

ベルを 30dB 以 内 に お さ え る こ と に つ い て 、 阪 ら れ

た 予 算 と 余 紛の な い ダ ク ト ス ペ ー ス の 条 件 町 中へ

押しこんでしまうのに総工者は苦労したょっです。

・ 緑 台 装 遣 の 設 計 で一 番 町 総姐 は は ね あ げ 床 の 方 ず

と 械3章 で 、 当 初 、 走 行 ホ イ ス ト ク レ ー ン を 例 回 し

ていたのですが不使なため、 9 枚の床を 7 枚 に 減

らし、 3 fi の モ ー タ ー で 上 手 ・ 下 手 3 枚 づ っ 中 央

1 枚を 一 度 に は ね あ げ る こ と が 可 能 な 悌i立に変更、

床 の 骨 組 や ヒ 〆 ジ 的 状 態 、 精 皮 肉 健 保 、 安 全 性 的

保障について関係者は耳目を悩ました 'k筋 で す。

また、可tb肢について! ， 4 Mx 7 Mと い う 巨 大 な 銅

製腕であ っ て 、 骨 組 や ヒ ン ジ の 構 造 、予算的枠と

安 全 性 な ど 多 〈 の l問題点について何回もチェ ッ ク

カf なさI t まし た.

可 動 床 の 下 に 格 納 さ れ た お り た た ん 待 子 は 、 困 定

都の椅子のデザインとi l I ! 絞させながら、厚み 20cm

に お さ め る こ と に 精 力 が そ そ が れ 、 か な り 満 足 で

き る も の がf専られたと. 旬、います。このように権内

ま わ り は 、 吊 り 物 や 迫 り も 加 え て 動 く も のばかり

が 立 体 的 に 錯 綜L 、 工 程 上 迫 い こ ま れ た 条 件ーの 中

で殺人的に事が速 ｉｾ れや っ と完成にこぎつけたの

でーした。

・ 地 工 過 程 に お い て も 、 い ろ い ろ な 人 々 と 意 見 交 換

が な さ れ 、 さ ま ざ ま の チ ェ γ 7 を繰り返してきた

の ですが、 長島築的基: f .i官と各鮫f柑群町多大な聖書求を

まとめるためには、十分な数百十・施工J t l l I l I l と施工

者と十分意志、がi泊 じ る 劇 場 例 有 向 質 を 締 保 す る 仕

微舎が必要でありましょう。そして何よリも必要書

なのは、ニの' ! l o : " " をささえる多数の人々の愛情で

あ 1) 、 そ れ が よ ワ 凶 維 な 線 問 を 征 服 す る 袈 め で あ

るニとをこのイ土11，を ji J j じて人々 は知 っ たことでし

ょっ.

- 劇場は、その tl : '(1 を あ り わ に し た と き か ら ま さ に

ど ヲ 生 き 生 か さ れ る か の 方 法 論 に か か わ る の で あ

り、目下のところ次々とそ の 可 能 性 が ひ き だ き れ.

人々を試練にかけ‘ 自己膨月日しようとしていると

ころです。 文 n t骨本他i ( i



ル ナ ホ ー ル

‘ ホワイヱ 大 ホ ー ル 砂

ホワイエ 床・ ゴム タイル

ｉ ，ｾ＠ モ ル タ ル 打 抜 ・ ア ミ ラ ァ ク 櫓 装

天 j l・e プ ラ ス タ ー ボ ー ド ・ ア ミ ラ γ

ク告h絞

ホ ー ル 床 : じゅうたん ・ポ リ プ ロ ピ レ ン 蜘 物

円空 : 京一; 骨紗・ステンレスネ，ト弥

" ・ステンレスネ " I・1l 'l

馬 台 床 . 下 貼 η 松⑦ 25唱

上 貼 り 繍 ⑦ 25哨

プロセニアム ( 額 縁 鴻 台 町 場 合)

MII 日 15 .400m

前サ 7 .050m- 8. 880m 

奥行 {般深部) l O.800m 

可動J l f <f ; H k  奥行 5目 800m

同ilili 大m. rtJ 3. 500 m il'Iiサ 8. 880 m 

観 半年1常 640 - 8801t. 
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70年代における関西での高層建築問題

都市計画，再開発，人間性との関連

原 口 忠次郎

「人聞が両親や職場の働き手として満足するととばかりではなく ，学者や芸術家や市民としても満足

するような定住社会をつくらねばならない J 1963年のデ ロス 宣言は ，都市づくりの目標をとう述べてい

る。 1933年，つまりデロス ・シンポジアムの開催されたちょうど30年前 ，C.I. A .M第 4 回集会で「機能

的都市」をテ ーマとして「アテネ憲章」が，太陽 ・緑 ・空間を都市計画の最高の価値体系とし て樹立し

ていらい ，初めての本格的な「機能的都市」論への批判が，口頭の宣言によってなされたのである。デ

ロス 宣言は ，いわばア テネ憲章の再検討，批判の集成といってよいのかも知れない。

太陽 ，緑，空間は ，人間生活にとって欠く乙とのできない要素である。しかしそれは ，都市計画を規

定するすべてではあるまい。ヒトとしての人間の都市生活の最低限の要求であり ，要件であるに過ぎな

い。人聞はパンのみによって生きるものではない。都市計画は太陽と緑と空聞によってのみ規定される

ものではない。アテネ憲章はまた ，都市と住居，職場 ， t; . . -クリェ ーション ，交通の 4 つの要素 ，言いか

えるとフィジカノレな機能の面で，人間的都市計画として再開発しようと考えた。デロス宣言は乙のよう

なフィジカルな要素のみでは ，もはや現代の都市化の激しい渦の中で人間性豊かな都市の建設は望み得

ないのだと言う。 i 人聞が住む社会J Hu man Set t l ement ，人閣を健康とか，栄養 とか，教育と いっ

たように ，部分的にとり上げるのではなくて ，全人間， コミュニティにおける人間定住社会として の都.

市づくりを ，デロス宣言は強く 訴え ，主張しているのである。

将来の都市計画が生産を中心とした性格が強かったとすれば，デ ロス宣言の言う都市づぐりは ，文 化

的，消費的都市計画と考えてよい。 70年代，それは人間性回復，創造市民社会の形成の 10年であるとい

う乙とが，各方面で説かれている。その都市計画での理念の系譜においては ，アテネ憲章からデロス宣

言への発展の途上に位置つe けて考えてみるべき問題であると私は見るのである。乙のよう な背景と視点、

のもとに ，70年代の関西の高層建築問題のあり方を ，以下若干考えていきたいと思う

人間性との関係で都市計画 ，再開発の問題を ，関西という風土におけ る高層建築問題のあり 方という

具体的接近の中で考え よ， というのが編集部から私に与えられた テーマである。上述のような問題意識

のもとに ，つまりアテネ憲章の機能的都市計画理念から ，デロス宣言の人間定住社会としての都市計画

理念への発展過程の中で ，関西における高層建築がいかにあるべきかという問題設定により ，私の責を

一応、果したいと思う。

と乙ろで ，先日 ，大阪 ，千里丘陵の日本万国博会場プレスセンタ ーホーノレで，未来学者の ロベ J レト ・

ユンク博士の「未来への挑戦」と題する講演があった。ユンクは ， ζ の講演で，人間重視の未来論の必

要性を強調し ， ヨー ロッパでi ま務い世代が中心 とな ってさまざまな アイデアや試みが活発に行なわれ，

さながら未来の実験室の観があると指摘した。古いヨ ー ロッパ，停滞気味のヨ ー ロッパで，未来の実験

が意欲的に行なわれ ， i 人間とは何か」という根源的問いかけへの努力の中心とな っている乙 とは ，私

に日本における関西での新しい都市計画の試みが積極化していくととへの強いアナロジ ーをもたらした

のである。

乙のヨーロッパにおける実験とは， ユンクによると ， 自然および人工的環境，労働環境， 内的な環

境 ，および時間の環境についてのそれである。人間と外的な環境との関係を再組織しようという試みで

ある。もっとも先端的なルドルフ ・ドーナロクというドイツの建築家は ， i 生物建築 J Biotecture と



いう考え方を打ち出しているという。それは「プロクラム化できる物質」として ，従来のいわば剛構造

としての住宅建設を ，住宅を生み育てていくという理念のもとに ，生物のような適応性と経済性をもっ

た都市システム lζ 変革させようとするものである。乙乙では環境は人間の内的世界の表現となり ，外的

世界はできる限り人聞に適応する。英国でのサイバネティックス学者ゴード ン ・パスクを中心とするロ

ンドンの建築家たちも ，制御可能で，多様性 lζ 富み ，可動的なマン ・マシンシステムとしての都市づく

りを検討しているという。硬直したアパート の都市 lζ ，人聞が窮屈に生活する時代は終わりつつあり ，

環境はもはや人聞を束縛するものではなく ，むしろ人聞を解放し，豊かなものにすると彼らは説いてい

るそうである

住宅 を建設するのではなく ，生み出し育てるという考え方，人聞を束縛するものでなく，人聞を解放

し，豊かなものにする 7 ン ・マシンシステム の主張，乙れ らは ，実は関西 という風土，とくに歴史的風

土が具備していた本質的なものなのである。乙とに京阪神の都市が，環境として ，そ乙での住民 ・市民

とのかかわりあいの中で醸し出してきたものは，その典型的な例として挙げる乙とができょう。京の町

屋 ，大阪の庶民長屋，神戸の異人館，思いつくままに，すぐに誰の脳裏にも共通のイメ ージが浮び出て

くるほど ，それは確固として今も存続しているの関西での高層建築のあり方は ，乙の歴史的事実 ，風土

を無視して考える乙とはできない。つまり ，都市の住民としての京の町衆，大阪の町人もしくは商人，

神戸の文明開化好きの市民らが，彼らの住民環境一建築群を彼らの都市として構築してきた乙とを ，否

定はできないのである

生活する経済に対して ，それと機能的関連をもっ事物を ，一般に環境と呼ぶ。主体と環境との相互作

用は ，本来，具体的かつ実証的であり ， したがってそれは ，科学的に分析し ，そして理解する乙とがで

きる。風土は ， しばしば環境と混用されるのであるが，厳密には両者の聞には相当の意味の差があると

考ーえるべきである。和辻さんの名著「風土一人間学的考察」では ，風土とは人聞が自己を見いだす仕方

として規定されている。人間 ，すなわち個人的，社会的な二重性格を持つ人聞の自己了解の運動として

風土の現象を考え ， したがって ，歴史と風土とを密接不可分な有機的関係、の中で把握しようとするので

ある。

海と山と平野あるいは盆地といったように変化と起伏に 富む関西，花岡岩質の白っぽい土境が明かる

い陽光に輝く関西は ，その自然とかかわりあう人聞に影響を与えずにはおかない。いま ，可住地面積当

りの人口密度について，首都圏 と阪神固とを比較してみると ，平方 キロメ ー トJ レ当り 2，000人を境にして，

首都圏のそれは約500人下まわり，阪神圏は閉じく 500人を上まわっている。きわめて大ざっぱに言えば，

やはり広々とした単調な首都圏に対して ，明らかに阪神圏の住み方の違いがそ ζ にうかがわれるのであ

る。人口の集中皮，その増加傾向 ，あるいは地価の差などを考えると ， フィジカルな面で判断する限り ，

もともと首都圏の方が高密度に定住していて然るべきであろう。そ乙にも人間定住のありかたが，単に

フィジカ J レな面だけでなく ，生物的 ・社会的 ・文化的秩序の面でも大きく規定されているととを ，うか

カまうととができるのである。

乙のように見てくると ，関西における高層建築問題のあり方について ，ととで一応の基本方向を見出

す ζ とが可能である。直観的に言えば，関東もしくは首都圏でのそれがアメリ力的な高居化の途をたど

4 3  



44 

るものと考えられるのに対して ，関西でのそれは，どちらかと言えばヨ ーロッパ的なパタ ーンに属する

動きを見せるのではないかと思われるのである。アメリカ的な地形の関東に対して ，関西のそれは ヨー

ロッパ的である。社会的，文化的な相対関係においても，関東のアメリカ的位置づけに対し て， 関西は

どうもヨ ーロッパ的ニュアンスが濃い。住民のパーソナリティ ーにしてもそうである。

J レ・コJ レビュジェの都市ビジョンは ，ニュ ー・ ヨークの摩天楼群を見る乙とによって触発されたとい

う。 I摩天楼は ，機械文明時代の都市計画の奇跡である」コルビュジェはマンハッタンに櫛比する高層

ビJ レ群を見て ， ζ う言った。世界が都市で埋めつくされそうな状態の中で， 自然を残し，自然の中 lζ 生

活できるようにするにはどうすればよいか。コ J レビュジェは平方キロメ ー トJ レ当り 3 - 400 万人という

超高密度の人口集中を笑現させるととによって ，大都市の市街地の95パーセントは公園と道路に開放さ

れ，ガラスの摩天楼が森の中 lζ 結晶体のように輝く状況の可能な乙とを語っている。

ライトもまた ，塔の都に新しい都市イメ ージを求めた。ただ，人閣の住まいは田園の中に一戸ずつ建

てるか ，少なくとも中層以下でないといけないと考えている。コ J レビュジ ェが人の住居も高層アパー ト

の中に置乙うとしたのとは ，対立した見方をとったのである。彼は人閣の暖かい結びつきを失なわせて

しまった近代社会を，そしてなによりも都市を憎んでいた。回図生活乙そ人間らしい生活だと考えた。

けれども ，現代都市の中核であるビジネス ・センタ ーについては ，ライトは例の「マイル ・ハイ ・イリ

ノイ J ， 528 階，高さ 1 マイル，13 万人の人間と 1 万 5 千台を収容するガレ ー ジを備えた超高層ビノレの

提案を行なっているのである。

興味深いのは ，アメリカに育ったライトが， ヨーロッパ的都市イメ ージを構想し ， ヨー ロッパにおけ

るコ J レピュジェが，アメリカ的都市像を描き出しているととである。それはともあれ，人間生活をあく

までも大地 lζ 密着させようというライトの自然主義的，ないしヨ ーロッパ的都市観は ，風土的にはわが

関西のそれによりよく適応し，コルビュジェの機能主義的 ，あるいはアメリカ的都市像は，関東の風土

によりよく適応するものではなかろうか。同じく都心に摩天楼をそびえたたせても ， ライトと コJ レビユ

ジェの発想は，乙のように立場を異にする。乙の現代を代表する二人の偉大な都市ビジョンを，関東と関

西というわが国の二大文化圏の風土の中にそれぞれフィッ トさせる乙とは ，私は可能だと考えるのであ

る。六甲山の南麓の神戸の既成市街地を流通機能に傾斜した再開発の対象区域とし ，六甲山系の北，お

よび西の郊外部に田園都市的な開発を進めようとしている神戸のマスタ ープランは，実はとのような考

え方から導き出したものであった。神戸開港100年を記念して建てた神戸商工貿易センタ ーは，乙のよう

なマスタ ープランのもとに ，神戸港の基部，都心業務地区の要の点に 110 メー トJ レ，現在西日本ーの高層

ビルとして，そびえたっている。神戸の北，および西 K 形成されようとしているニュ ータウンは ，乙のシ

ンボリックな既成市街地の再開発に対比されるべきものとして ，緑の自然の中 Iζ 開発されるのである。

都市は人間定住社会としての環境である。事実概念としての都市の高層化も ，当然にこの環境の要素

として見なければならない。

環境は ，基屈に物理的秩序を ，中屈に生物的秩序を ，そして最上層に社会的 ，文化的秩序を持ち ，風

土として個人および社会的集団としての人間との存在論にかかわりあいをもたらす。もともと ，人聞の

都市における人間らしい環境開発のために創造されたはずの高層建築が，人間性無視の危険性をはらん



でいるのは ， 高層化が， 単 lと物理的秩序の環境としてしか開発されなかったからであろう。乙のとと

は，過密状態が生物体の行動におよぼす一連の動物実験結果からも納得できる。たとえばアメリカ国立

精神衛生研究所のジョン ・カル フーンが，ノ ルウ ェー ネズミを過密状態 lζ 住まわせて，長期にわたる実

験をしたととろ ，都市の過密 スラム と驚くべきほどの類似した状態が発生する ζ とがわかったという。

精神病理的および精神的障害の発生などの行動の発生率は，一定空間を占拠するネズミの頭数に比例す

るととも判明したともいう。乙の実験や他の動物社会での研究をもとに ，空間を個人として社会として

どう活用するか，都市人口 と行動様式の関係などの研究が，アメリカあたりで進み始めたそうである。

ζ の研究は ，グル ープ ・ダイナミックスの分野 lとおける研究と相まって，大都市の中の進行しつつある

非人間化，非個性化 lζ 対処し得る新しい手法を開発するかも知れない。

乙のように ，環境とし ての都市空間の物理的秩序特生物的秩序村社会的秩序 という多層な結晶は ，最

終的に文化的秩序の膜に包まれて初めて，人間定住社会の環境として完成する。それは冒頭にすでに述

べた Bi ot ect ure の発想に通じる。乙の場合，シュナイダーが説くように「都市建設者のモラノレとは ，

人聞は他人に自分の幸福を強いるべきでないという乙とである」の原則を確認しておかねばならないで

あろう。なぜならば，環境が文化的秩序の層を持つ以上，それが人聞を自由に ，豊かに ，創造的 lζ 解 放

するものでなければならず，それにシ ュナ イダーの条件は最少限の条件であるからである。

神戸では ，国鉄三宮駅から真南に神戸税関へ到る 50メー トルの道路をメイン ・ストリ ー トとして育て

てきた。陸の玄関と海の玄関を南北に結ぶ乙の道路は ，神戸という都市の機能を象徴する道路である。

グリ ー ン ・ベル トに花を植え ，市庁舎を控えて ，フラワー ・ロー ドと名づけた 乙の道路は ，自然 lζ パレ

ー ド， フェスティパ J レ，カ ーニ パ J レのメイ ン ・イベントのデモンストレ ーションの場となっていった。

その道路の港へのゲー トのと乙ろに ， いま 26 階の神戸商工貿易センタ ーがそびえたち ， 国鉄，阪神 ，

阪急、の鉄道タ ー ミナ J レに ，目下 150 億円をかけてス ーパーブロックの三宮市街地改造ビノレを建築中で

ある

フラワ ー ・ロー ドは商工貿易センタ ー ビノレのサイトをさらに南進して， 日本最高のア ーチ橋神戸大橋

を渡って21世紀の都市づくりを目指して造成中のポ ー ト・アイランドに到る。一方， フラワ ー ・ロー ド

を北進すれば，山陽新幹線新神戸駅を結んで，さらに布引を北にトンネ J レで・直進 して ，中国縦貫道，近

畿自動車舞鶴線に連絡しようとしている。

とのように ，神戸の再開発は ，人間的なス ケーJ レとテンポで，市民の生活感覚と無理のないバランス

を保ちながら進められてきた。市街地の高層化も ，単なる高圧的 ，示威的なそれではなく，都市機能の

発展に自然に調和した形で行なわれてきた。 乙の乙とは神戸 lと限らず，京都でも ，大阪でもそうであっ

たはずである。 70年代，真 lζ 人閣の住むに値いする都市づくりのために ，都市の高層化が斉合性をもっ

て進められるには ，われわれは ，脚下照顧，関西の風土，市民のパーソナリティの特質を踏まえて，わ

が固における人間定住社会としての都市高層化の実験を始めねばならない。

( はらぐち ちゅうじろう : 元神戸市長 ・原口忠次郎事務所〉
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行政上からみた高層建築物の在り方

北 垣 智 造

ま え が き

近i時建築活動の最大の特徴ははげしい都市化のなかでの大都市内の建

築物の高居化が著しいことであろう。

なかでも高層建築技術の開発にともない ，鉄骨構造による高層建築物

の猶加がきわだつ τ 大きいことが注目されよう。

大阪市内においても高層建築物が続々計画され，いろいろご相談を承

っているのであるが，乙乙に問題点を提案し解析を加えつつ行政上の立

場からそれらがいかにあるべきかを論述する必要ーがある。なぜならば民

聞における個々の建築活動を秩序づけて，それが全体として都市計画上

望ましい市街地の空間を形成し ，合理的な土地利用となって都市機能が

相互に十分発揮できるように誘導する必要かあるからである 。

都市における高層建築物は，一般の建築物と同様，敷地，用途，形態

なと‘ についても建築基準法の集団規定tとより都市計画的規制をうけ ，防

火，避難，構造，衛生設備などについては単休規定の適用をうけるもの

であるが， 建築基準法は最低限の技術基準を示したものに過ぎないか

ら，法規の基準lζ 機能するだけでは都市計画上( 都市行政上) ，健全な

高層建築物とはいえない。

高層建築物の都市における問題は大きく ，それが大規模化し，高層化

するほど都市環境および都市活動に与える影響は大きくなるものとな

る。

本論では従部j の最高限度3 1 mを越える建築物を怨定しつつ行政上の問

題点を分析してみたいと考える。

1. 高 層 建 築 物 の 都 市計 画上 の 意義

(1) 容積地区制度 (容積割増制度)

容積地区制度および特定街区制度の活用により ，乙れまで建築物の最

高限度とされていた31mの高さを越える建築が，昭和38年 7 月の建築基

準法改正以降，斜線制限以外の高さ制限の適用がなくなり ，法令上高層

建築物の誘導が可能になった。

建築物を高層化する都市計画的意義は，都市の土地の有効利用と公共

施設の効率的利用をはかるため建築物を集約的に立体化し ，公共的に利

用できるより多くの都市の空地，空間を確保する乙とにより，良好な市

街地環境を形成することにある 。 しかし高間化とともに建築容積を増大

させる ζ とは機能と人口の集中を招き，道路，駐車場，上下水道などの

公共施設との均衡を欠き . 都市機能の低下をもたらす。との芯l床から容

積地区制は都市における人口 ，公共施設などの現況と将来計画に対応す

るよう規制するもので，建築物の容積を 1C治労から 1.α lO96までの 10段

階i C 分けて指定しうることとしている。また建築物の面する道路幅員が

12m未満の場合には. 8IHζ Ｈ容綴率 ｾ道 路幅員 ｭ ｘ ｾ ＧＱ ｯ としてＩ建築容積

を制限するととになる 。

したが ｾ ， Ｍ￧ 建築物の高層化計画は規制容積率の限度内で計画される乙

ととなり，一般に高層化にともない敷地内に空地および空間が確保され

る乙とになる。しかしこれらの空地および空間が都市計画上有効な公共
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的なものとして活用される乙とが望ま しいととは論をまたない。そ乙で

行政上の措置として公共性のある空地空間の確保に対応して容積率の苦手l

地しを認める措置がとられている。すなわち ，のぞましい都市環境の形

成を誘導していくための方策として，建物の容積と都市施設の機能との

調和を失なわない範閣内において ，建築形態のもたらす良好な都市空地

空間の維持のために，敷地の規模および敷地内空地の形態に応じて容積

率の緩和を行ない都市計画上の目的を果させるための措位がとられてい

るのである。

さらに高間化とともに大規模化する場合には駐車施設，変fG設備なと

準公共的施設が包含される場合が多くなり，さらに ζ うした防火避難施

設，公共サービス施設の完備した高層建築物ほと経済的利用効率が著 し

く低下する ζ とになるので，乙の矛盾を解決する方法として容積制限の

緩和を検討する、乙とも必要であると考えている。

(2)  立地条件 (街区計画)

高間建築物は土地の集約的高度利用をはかるものであるから ，交通後

関や道路網の整備されている都心部または副都心部の業務商業地区か，

またはきわめて大規絞の土地開発地区に限り立地される乙とが都市計画

上適当である乙とは当然である 。高層建築物は容積が大であり ，多くの

交通E を発生し ，その給排水E も増大し ，電気，ガスなどの供給施設も

増大するので，敷地周辺の区峻の道路その他の公共施設が十分獲備され

ている乙とが必要である 。

敷地の規模はできるだけ大きく ，整形である乙とがのぞましい。原則

として周辺を広い道路で閉まれたー街区を単位とすべきである。三方道

路の場合は敷地内 K_ 一方向の公共性のある道路を位置指定すべきであろ

つ。

i2GJ 百建築物が敷地周辺に与える自然，採光，通風などの影響は大きい

ものであるから ，個々の敷地の単位が狭い場合には l 街区内の土地の共

用利用をはかり ，共同建築とする乙とがのぞま しい。われわれは，ζ の

ような目的をもって高居建築物を推進される場合には ，積極的な協力を

おしまないものである。

1街区を建築敷地とする乙とは，隣地，隣地建築物へ及ぼす影響を少

なくし ，自由度の高い建築設計を可能にするものである。また総合的設

計を行なう乙とにより ，容積率の緩和も可能になり ，さらに斜線制限の

緩和も今回の建築基準法の改正( 案) により検討されており ，乙れらの

制度の行政的な活用により，合理的な市街地形態の形成が期待されるで

あろう。

さらに数街区をまとめたス ーパープロッ夕方式による総合設計を行な

う場合には，いっそう設計の自由度が増すとともに ，市街地における歩

行者交通と自動車交通との分離など交通処理が円滑に行なわれ，大規模

なi寄居建築物と調和のとれた広場，公園，駐車場ーなどの空間を確保する

ことができる 。乙のように数街区にわたる総合設計については ，都市計

画ヒのチェックを必要とするものであるから特定街区としての指定をう

けることがのぞましいと考えられる。
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(3)  建築形態 (健全な都市形態の形成)

高層建築物の建築形態は，有能な施主と建築家の組み合わせによって

のみ良好な都市環境を形成しうるものであるが，法令の未整備な現時点

においては身勝手な設計が周辺の環境形成 IC悪影響を与える結果を生ず

る乙とも予想されるので，施主および建築家はより慎重 IL都市機能の向

上と環境悪化防止に全力をそそいでいただきたいものである 。

高層建築物は容積率および斜線制限の限度内で比較的自由にその形態

を計画する乙とができるので，敷地内に空地を十分に確保でき ，乙れら

の空地を駐車場，サービスヤ ード， 広場，庭園，などK 計画する乙とが

できる。乙れらの空地は災害時の避難や救助活動にも有効な空間となる

であろう。

また単に地表面上に公共空地をとるのみでなく，建物の 2 階以上に

も，屋上空地などの公共空間を確保して，都市の立体化をはかり ，歩行

者や駐車場などの交通空間 ，庭園などの緑化をはかり ，市民のリクリ エ

ーション空間を設置する乙とを特におねがいしたい。

高層建築物を将来の都市形態 との関連で考えるとき ，道路，緑地などの

一体化し た公共性のある都市施設と して計画されるべきものであろう。

(4) 都市景観の形成 (屋上外壁の広告規制)

都市の景観は ，多様な建築群のもつ形態および外観と街路，並木，都

市空間 との調和的統ーを重要な要索として形成されるものであるが，高

層建築物は，その高層性とそれに伴なう規模の大型化，オープンスペー

スの配置など K より ，都市ーの景観に与える影響はきわめて大きいもので

ある。

高層建築物がひとたび建設されると ，その地区の都市景観は ，その高

層建築に よって著しく リー ドされるので，その形態，外観，意匠につい

ては ，周辺地区全体としての景観を考慮して計画すべきである。

とくに都市美や都市空間を損うような広告を壁面や屋上に設けるとと

は厳にさけなければならない。

2. 高 層 建 築物 の設 計 施工 計画

(1)  配置計画 (オープンスペース ，駐車場， 広場，緑地)

高層建築物の数地内の配置計画は ，敷地周辺とくに北側背面の日照，

採光に留意 しなければならない。道路または隣地境界からの斜線制限に

より ，教地が比較的狭い湯合! とは高層部分は敷地の中央部K 配置される

ζ とになるが，敷地が広く斜線制限をつけない場合であっても敷地の周

辺部は空地または低屈と して計画 し， 隣接地の日照，採光を良好ならし

めるほか，地上における圧迫感を緩和するよう配置計画すべきである 。

北側隣地に居住用建物がある場合には配置とともに建築形態を考慮 し

て，冬至においても 2 1時間程度の日照を確保されるようにすべきであ

る。また建築基準法の規定では隣地が公園，広場などの場合にはその幅

員に応じて斜線制限の緩和措置があるが，とれらの施設が終日日影とな
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る乙とのないよう配慮すべきである。

高層建築物の用途，規般に応じ ，敷地内 lζ 駐車場を設置するととを要

するが，] 事寄せの位置とともに駐車場の出入口についての配慮が必要で

ある。敷地からの車の出入口は，交通量の多い主要道路以外の道路と連

絡するように設計，屋内駐車場の場合にはその出入口が直接道路に函し

ないようにし ，その聞に適当な空間を設けて見通しが利くようにし ，車

路は一方通行とし，交通勤線の能率化と ，安全性が図られねばならない。

建築物の規模が大きくなり ，用途が複合化するにしたがって，サービ

ス関係の車の処理も重大である。多人数が出入する出入口の周辺には，

公共的空地または公共歩j廊，公共道路などを設ける乙とと し， 前面道路

に適切な歩道がない場合には敷地内 lζ 歩道を設けるように計画すべきで

ある。また避難消防計画上常時一般不特定多数者に対しその機能を確保

すべきものであり ，公共の広場，道路に準ずる ものと して取扱えるよう

法的整備を図る乙とも必要である。

(2)  設計計画 (用途の複合化)

高層建築物の設計の基本は ，いうまでもなく ，建築用途の機能的な配

置計画と防災に対する構造耐力上の安全設計および防火避難計画であ

る。高層化にともない エレ ベーターホーノレ，階段，空調シャフ トなどの

サービス部分の床面積が割高になり ，有効利用床面積が減少して，高層

建築物に適した用途は自ら限定されてくる。一般に事務所 ビJ レ，ホテJ レ，

病院，市街地アパート など，室数が多く ，採光，日照，プライバシ ーを

要 し， 周辺に駐車施設，庭園などの配置が要求される建築物に乙の傾向

が大きい。

建築物が高層化 し， 大規模化した場合，それ自身一つの地域社会を形

成し ，それK 必要な用途上の諸施設が配置され，用途の複合化が行なわ

れる場合，各種用途の種別 ，配置，規模，公害防止措置などについて配

慮、し ，混合化によるへい害を防止しなければな らない。

防災上， 百貨庖，劇場，映函館，集会場，娯楽場，倉庫，車庫など多

人数または多量の物品を収容する施設は ，上階lζ 設けないようにし ，地

下についても劇場，映画館などは避けるべきである 。

(3)  防災計画 (地震，風， 火災，排煙)

高層建築物の地震，風lζ 対する防災計画は ，構造技術的に建築物の損

かいの防止を図る乙とが第ーであるが，火災応対する計図としては建築

物内部を不燃化 し火災の発生と延焼防止を図るとともに ，避難対策lζ 重

点をおき ，人命の安全と損害の拡大防止を図らなければならない。避難

については ，エレベーターにたよるととは不可能であり ，安全に区画さ

れた階段にたよらなければならない。そのためには階段の配置 と避難経

路が重要な問題 となる。煙による避難障害や中毒死事故を招かないため

には有効な防火区画を配置する乙とが必要である 。階段，シャフトの竪

穴 と， 他の部分を完全に区画 し， 火災および煙が上階へ延伸する ζ とを
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防止しなければならない。階段はその位置がわかりやすく ，避難階にお

いては安全に外部へ誘導で・きるようになっていなければならない。また

階段室の入口は避難にともなって侵入してくる煙に対して安全に設計さ

れている乙とが必要であり，さらに侵入してきた媛を屋外に完全排出す

る排煙設備を完備しなければならない。

火災が発生しでも最小限の防火区画で消火するとともに ，たとえ拡大

しでもその階だけで終らせる必要がある。高居住宅，ホテノレ，病院など

のように就寝施設をもっ人的危険度の高い部分は防火的 Iζ 安全に区画さ

れるよう配慮し，また不特定多数の人命にかかわる事務所，百貨庖など

の用途のものは，特に内装を完全に不燃化し ，排煙設備を設けるほか，

必要lとより ドレ ンジャー . スプリンクラ ーなどの消火設備を設けて多数

の人を安全に誘導できる通路や階段などをふくむ安全区画を適切に設け

るべきである。

(4)  施工計画 (施工精度，管理体制， 安全性)

高層建築物の施工については，施工精度を高めるため工事の管理体制

などについて一般の建築物に比べて，より高度の技術と経験が要求され

る。そのため施工者の選定およびその技術能力の判定には十分な配慮が

必要である。

高層建築物の設計施工については部分的に建設大臣の特別な承認を要

する場合が多いと恩われるが，特別承認された主旨，条件が現場施工責

任者へ正確に伝承されている ζ とが必要である。また高層化にともない

部品都材の軽量化，プレハプ化の傾向が見られるので，乙れらの性能の

確認について検査体制の改善が検討されねばならない。工事現場におけ

る労働の安全，公害の防止についても ，特別の配慮が必要である。落下

飛散物の到達範閉，現場火災の影響範囲もはなはだしく拡大する乙とが

予想され，ま た工期も長期間となるので，工事中の地震，台風に対する

措置についても十分な注意を要する。

高層建築物の建設現場は通常，建築密度の高い速たん地区であり，交

通の編験している場所が多いと考えられるので，工事現場内外に対する

総合的，合理的な安全対策が検討されなければならない。

3. 高 層 建 築 物 の 維持 管 理

(1)  維持管理体制の確立 (管理責任技術者の設置)

高層建築物は用途の複合化，防火避難施設の増加』とともない，建築物

の管理体制j も複雑になるが，とくに構造防火避難，衛生など、の諸点につ

いて適正な維持管理の責任体制が確立される乙と が必要である。そのた

めには次の諸点について配慮すべきである。

①管理責任技術者を設置し，複雑高度化する管理技術1;::: 対処する。

②建物の安全性の常時点検，増改築，補修に備えて一連の設計図書を

常時整備 しておく。

③ 維持管理のために ，重要な建築構造部分，設備の機能，点検検査の

要領，使用上の注意事項などを記載したデータを作成しておく。

④ 上記7 ニュア J レの内容の実施と，建築物の占有者，利用者に対する

維持管理方法の P Rの徹底をはかる。
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⑤ 防災避難訓練の随時実施と 消防庁との密接な連絡体制の確立をはか

り，消防路設の常時点検を行なう。

(2)  行政上の監督制度 (定期報告制度)

高層悠築物の人口と機能の巨大化は建築物自身がすでに都市施設であ

るとの観点から把握されるべきであり，乙の意味で，その維持管理は常

に民間の管理体制に依存するだけでなく ，行政上の積極的な監督が必要

となる。

その方法としては ， 建築物の構造の安全性，建築物の用途の使用方

法，防火避難施設の適性維持，建築設備の点検整備などの諸点について

管理技術者の定期的な検査を実施させ，その結果を行政庁lζ 定期的 1;::: 報

告せしめるなどの措置を講ずる必要がある。

(3)  維持管理の適正化方策 (損害保険料率)

建築物の絵持管理の適正化に資するものとして火災保険などの料率の

改定問題がある。建築構造の安全性，耐火性能の程度および内部仕上げ

や，家具調度などによる火災荷重の程度により ，料率を合理的に算定す

るととにより経済的側面から建築の不燃化の促進およびその維持管理の

適正を講ずる必要がある。

と< 1ζ 高層建築物の場合には，その計画の良否によって構造，防災，

1盗難の安全性が著しく建物の質的内容に変化をもたらすととになるの

で，料率の段階を殖やすなど，料率の算定基準の合理化を進める ζ とに

より適正な設計計画を誘導するとともに，維持管理の適正化 iζ 資する乙

とをのぞむものである。

あ と が き

高層建築物に対する行政上からの問題点を記述したのであるが，今日

高居建築の出現によって都市景観は大きく変化をきたすであろう。都市

は多様な対策を美的に総合 し， 統一する乙とによって都市美は形成され

る。都市美は人間環境にとって必要な諸条件( 安全，健康，能率，快適〉

とともに，総合的に捉えられるべきであり，そ乙に住む人々の生命感が

あふれた生きている都市において創り出されるものである。都市におけ

る自然美と人工美は，共存し得るものであり ，都市美は両者が巧みに融

合して形成されるもので、ある。

高周建築物の都市lζ 与える責任はきわめて大きしそれを創造する建

築家の責務は乙 れに始まって，ζ れに終ると断じて過言ではなかろう。

( きたがき ともぞう 大阪市建築部長)

口口口ココヨコ 口仁E口ココ



高層建築の計画

岡 橋 作 太 郎

シカゴ市は 10月17日をFr ank Ll oyd  Wr i ght  Da y と定め，ζ れを

公布した， 1956年のその日の宴でライ 卜はとてつもない高層建築の案を

発表した。図面の丈が22択もあったといふ，乙 の建築は高さ 1r堕のオフ

ィスビノレで， 5 屈に分れ各層が1∞階，合計は528階，ロー プの代はりに

ラチエットを用いた多客室特別エレベータ- 56組，延50万坪，収容人口

13万，駐車台数15，α氾， 建築といふより航空機に近い構造… …と いった

もの。東京タワ ーの 5 倍の高さの金色の剣がシカ コe の空 lζ 饗え立つとい

ふのであった。 T he I LLI NOI S と名づけられた乙の建築こそまさしく

「超高層建築」であった。

筆者の少年時代に世界ーの高さの建物は e O階建ての Woolwort h 

bldg. であった ，1913年即ち今から57年も前に出来たものである。 102

階建ての Empi r e St at e が出来たのは1931 年であるから乙れも既に

39年経っている。今頃30- 40階位の建物を「超高層建築」と呼ぶのは如

何にもおかしし、。単に高層建築と呼べばそれで足りるで、はないか，とい

いたい。いやそうではないのだ，乙のよ

うな建物は在来の高さの建物とは違ふの

だ，特IC構造的な面などは在来の方式と

は全く異った手段によらなければならな

いのだ，その他多くの点についもて全く

乙れまでとは迷った厳密な態度を以って

しなければ成立しないものだ，即ち超高

級なものだ， といったようなととから

「超」のー字を附け加へたくなるといふ

気持には同情が持てないととはない。

しかしひるがえって考へてみるならば

在来の高さの建築計画でも，今日では複

雑な機能，高度の性能が強く要請せられ

る乙とが多くなっている，コスト或ひは

工期についても同様である。乙れらの要

請に対して誠実に答へるためには，高度

の手段と厳密な態度が欠くととの出来な

いものとなっている。

筆者は ， i超高層」などといふ言葉が

コマーシャルな世界において使はれる乙

とに就いて兎や角言ふものではないが，

吾々建築専門家の世界では， あまり かろ

がろし く使用すべき言葉ではない と恩ふ

のである。

建物の高さ ( 外形) が，道路などを2去

にして規制される乙とは良い方法とは思

はれなくなって来ていた，といふよりも

その不都合さが設計者 le痛感せられてい

た。そとに 「容積制」と呼ばれる様な新

しい規制方法が生まれた。そして高層建

築を実現する途が関かれた。

そ乙で企業家は高層建築の視覚的な威

力を利用しようと し， 大衆は技術の勝利

ライトの「マイル ・ハイ ・イリノイ J t.こと思ひ込み，インテリは資本の暴力だ

と勘ちがひしたり，自分の貧しい美的感覚を暴露したり といった様な状

況にあるように思はれる。ともあらばあれ，建築家は高層のタワ ーにば

かり気をとられずに「容積制」のもたらす計画自由度の拡大を充分に利

用する乙とに専念すればよかろう，といふ ζ とにならう。

いま試みに，マンハッタン地域の吾々に親しい高層建築を拾ひ上げ年

代) 1 慣に列記してみると ，次のようになる。

Wool wor t h 1913 

Empi r e S tate 1931 

Rockef el l er  Cent er  1940 

U.  N.  1950 

L ever  Hous e 1952 

Seagr am 1958 

CBS  1965 

さて乙の中から高層建築ミ ニ歴史といったものを読みとる乙とが出来る

のではないかo

Wool wor t h， Empi r e までは，つまり 1930年代までは単体の建物自

体に関心をもった時代であるといへる。 Rockef el l er Cent er  になる

と建物単体だけでなく外部の空聞に関心が向けられ，建物群或ひは都市

の空間の計画にまで進展して来ている。その Pl aza は今日尚都心の有

力な OA SIS として市民に親しまれている。しかし乍ら建物自体は! 日套

を脱し切れないでいる。 U. N. になって始めて近代建築風の装となり建

物配置も左右均斉から開放せられ自由となった。翌々年iζ 出来fこL ever

House になって機能も更に洗練されて典型が定まったかの如くなっ

た。U. N. では上げ下げ窓であったのがノ、メコロシとなり コ、ン ドラを吊

下げてガラスを清掃する様式が採用された。戦後ゃうやく海外渡航が

( 渡航とその頃は云はれていた) 許された頃の日本人旅行者にとっては

ζ の二つが新建築であった ，ニューヨークでは 。

Seagr am: ミースとジョンソンの協同設計による乙の建物は L ever

House と斜めに向ひ合ってパークアベニュー 随一の建物となってい

る。ブロンズのカ ーテンウオール，Lever  Hous e では青かった熱線吸

収硝子が乙こ ではセピア色で，渋い優雅な建物となっている。噴水のあ

る前庭と建築との呼応。

C B S : 惜し い建築家サーリネ ンは乙の建築の竣功を倹たず1ζ 逝っ

た。 Seagr amをカ ーテンウォ - ) レ建築の秀作とするならば，乙れはベ

ヤリングウオ ール建築の傑作であらう。粗面の黒い花筒岩の柱は何とい

って も立派だ，何よりも建物の周聞の地盤を 1 m程道路より沈めてある

ととに注目しなければならない，外壁と同じ黒い花商岩の乙の地面から

単純な石のタワ ー が清潔に空に延び. ている。 Seagr a m の柱はブロン

ズの鍍を被せてある ，柱ICj ! l j . い@J j を被せる乙とは少し気になる問題であ

る。 Lever Hous e の柱も被せた銀色の飯が少し気にかかる。高層建築

に関しては吾国は非常に特殊な歴史と風土の中にある ，といへば大げさ

な表現になるが要は特殊な狭い環境にあるといへる。そ乙でもう少し視

野を縦にも横にも拡げてみる必要があらうといふ乙とから試みたのが以

上の児戯 le等しきミニ歴史である。

次に強調してみたいととは， 高屈を実現する技術にばかり限をうばは

れないで建築一般として評価しなければならないといふ，乙 れも分り切

った ζ とである 。伊j へば前述の C B S と殆ど同時に竣功したシカゴの

Br unswi ck とを F OR U M誌が比較 して論評を加え，その規模もまた

基準階の面積も殆ど変らない両建築が ( C B S の方が床面積当りの単価

が僅かに高いが) 大きな開きのあるものとなっている乙とを指摘してい

た。黒い C B S と淡黄色の Br unswi ck との差は写真に於てよりも実

物 le於てさらに確然たるものがある。 C B S は基準階の柱がそのまま地

面にまで達しているのに対して Br uns wi ck では基準階の狭い柱間を

1 階では大きい柱聞に変えている ，その変換の処理に破綻を来たしてい

る。乙の変換の美しい処理の一例としてシアトノレ市の 1 B Mを挙げた

い。乙の建物は市街の坂道 le接して全体の構えも面白く ，オリ ーヴグリ

ーンと自の配色から出来ている優雅な ，いかにも Y A MA S A K I らしい

建物である。 Y A MA S A K I はニュ ーヨークの W. T . Cでもまた美しい

柱の取扱ひを見せてくれる乙とであらう。
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⑧ 

5TH AV E NUE  

ｉ ｂ ｍ ピ ｊｾ 夜景と Ｑ 階平面

Sε ・1. ・岡 F Ul  

トー+ ー斗ーー←4

o  ，。叫

高周建築も建築に変りはないといふ点を中心! ( して述べてきたが，商

問建築特有の問題があるのは云ふまでもない。乙れらの重要な問題は ，

別題の下IL他の執準者の方々が論ぜられるであらう。只一二蛇足を加へ

るならば，高層建築であるから基準階の「繰返し」がある ，乙れは逆! (

「繰返す」から高層建築になるのでもある。何れにしても Component

の数が多いととになる，したがって一つの Component の性能，コス

ト，施て性の優劣は大きく集積せられる。そ乙で・何れのComponent も

とれらの 3点、からの厳しい評価に堪へるために ，多くの St udy と創: な

によって決定せられねばならないのである。 一方数が多いといふ乙 とは

逆に創意を働かせる余地の大きい乙とでもある。

高! 函建築では「高所恐怖jJ といふ乙とも問題になるであらう。 Y A MA

S AKI はミシガンのConsol i dat ed Gas の窓について述べている，窓

rj J を約 60cmと狭くしたのは acr ophobi a !ζ 対する処置であると ，そう

いう効果が悩かに期待出来よう 。が乙の縦の細長い窓の線はY A MA S A

KI の縫築の優しい外観に寄与するところも大きいようである 。本和i口

頭のライ トの 「超」商問ピノレでは ，窓力、ラス面を金属外壁面より 4 ｉ ｊ｛ｾ内

側に後返させて acr ophobia ! ( 対処しであるとライトは述べている。

シカゴの J ohn Hanc oc k の高層部のアパー トlζ 入居を契約したー婦人

の心理について T I M E 誌に面白い記事が出た乙とがある。乙れも

acr ophobi a IL 関する乙とであった 。事務所用でなく住居用 とした場介

などは特に極類のちがった ，成ひは程度のちがった問題が高層建築には

あるのであらう。( 原文のまま) ( おかはし きくたろう 日建設計工勝郎、
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構進計画と構造設計の

問題点

久 徳 敏 ; 台

構 造 計 画

最近の超高層建築は，その構成が複雑多岐となり巨大化した結果，そ

れに関与するすべての分野の総合力，換言すれば現在の段高技術を ，結

集した結果として創造されるべきものとなり ，またそのような複合技術

が婆求されている。乙のような怠味で，構造計画あるいは構造設計にお

いてすら ，よってきたる問題点の多くは関連する分野との相対的な問題

として提起される場合が多くなってきている。

時1( ，施工技術のめざましい発達とともに ，今までにも増して施工技

術との一体化は，より経済的で安全性の高い建物を建設するための最底

必要条件となりつつあるのもけだし当然の乙とと言えよう。

乙乙で問題の焦点、を構造計画に合わせれば，高層建築の構造計画とい

っても ，低 ・中層建築と本質的に異なるものではないが，設計計画 ，設

備計画 ，防災計画 ，施工計画から要求される諸条件を充分満足した上で

行なわれなければならないと考えられる。

さらに，構造計画を行なうにあたって重要な乙とはその構造物の規

模，用途，設計計画 ，設備計画 ，防災計画 ，施工計画などにしたがって

もっとも合理的で経済的な構造形式，構造材料の選定にある。

構造計画を進める上でまず第ーに ，どのような構造形式を採用するか

が重要な問題となる。具体的には鉛直荷重 ，地震荷重，風荷重 ，雪荷重

! ( 対して椴造的! ( いかに合理的で経済的な抵抗要素を用いるかという乙

とに帰着する。乙れは設計計画，施工;il- i函な どとの関述において唯一の

解答は得られず，施工の拘- * 条件をふまえて何通りかの正解が得られる

ものであり ，例えばちなみに悠てられている ニューヨー クのワ ールド ・

トレード ・センター型の外観をもっ構造梨構方式もその一つ の例と考え

られるが，構造計画上，平面汁函が単純で力の流れが明解でスム ーズな

らば( 乙れは建物の経済性にも通じる乙とであるが) . 一つの考えにと

らわれず大スパン構造やトラス構造の趨高層建築でも充分その合理性，

経済性を発揮し得るものである。

ともあれ，その架構形式として純ラ ーメ ン構造でも ，複次的 . 2次的

な耐震，耐風要案( 例えばプレ ース，耐民壁) を含む複合構造でもその

合理的な配置によって ，その材料のもつ特性を充分活用するような架構

形式なり ， 配置を考える乙とが ｭｾ である。例えば鉛直 Ｑ 時の応力によっ

て要求される構造材料の絶対泣が地i i J 荷重，風荷重i時の応力によって付

加される乙とのないような材料のノ3学特性を有効に利用し得るような構

造形式 ， 耐ｾ耐風要素の適切な配置を行なうのも一つの考え 方で あろう

し，乙の意味では，ある程度は大スパン構造の方がよい溺合も考えられ

る。

いずれにしても，よい構造J I・函は紋終的には設計の最低条件を満足し

た上で構造的には各外力による応答量を若本として構造材料をいかに合



理的，経済的に活用するかにあろう。

次lζ 構造材料 とし ては ，施工技術と大きく関連をもつものであるが，

軽量であるとと ，岡IJ性lζ 比して強度が高く靭性に富むとと ，規格化され

ている材料が望ましい。風荷重に関してはその建物の形状が，地震荷重

に関 してはその建物の重量が一つの要素となり ，50階程度までの建物に

対 しては，その荷重の頻度などを考慮して( 特に関西地方においては)

風荷重で決まるほど過度の穫量化をはかる必要がないと考えられる。し

かし ，超高層建築の建てられるであろうと考えられる地域は比較して厚

い沖積層の上の平野部に多く ，建物重量を安全に支持地盤につたえると

いう乙とを考えるとその安全性，施工性，経済性から軽畳化は必要とな

ろう。剛性 IC比して強度が高く靭性 lζ 富む材料で建物を設計した場合，

建物は柔構造化するが高い耐風，耐震抵抗力をもち ，また靭性l C 富む乙

とによって，たとえ材料が塑性化しても過大な外力エネルギーを充分に

吸収する能力をもち ，崩嬢f C 対する安全度も高い。さらに ，最近材料の

プレハブ化が急速に進みつつあるが，工場，作業所での省力化による施

工性の効率化，量産による経済性の増大などが要求されているが，乙の

ような意味で規格化され，量産化され得る材料を用いる方がよい。

以上の観点から，今後の超高層建築の材料としては . コンクリ ート 系

の材料よりも信頼性も高く ，施工性のよい鉄鋼系の材料が用い られる 方

向にむくのではなかろうか。

構 造 設 計

最近10年間の構造設計技術の進歩は著しいものがあり ，例えば，電子

計算機の発達による構造設計手法は動的解析を仲介した耐震設計 lζ 多く

の不確定要素を含みながらも一応はあしがかりを見いだしたといってよ

し超高層建物はもちろんの乙と中 ・低層建物に も，動的な考慮をとり

入れた設計思想が浸透しつつある。

近い将来』ζ は，超高層建物の構造設計法は在来の中 ・低層建物の設計

法と同様に静的な考え方で応答解析を介せずに設計し得るようになる ζ

とは ，構造設計者として望むべきと乙ろであり ，学会，業界においても

その意向にしたがって鋭意，基準法改正を検討中であると聞く 。

しか し， 不確定要素を多く含む問題を勢い定数化しようとする企みは

確かに設計者にとっては歓迎される乙とにはちがいないが，反面，その

困難さと| 唆| 体さのために安全率を高く導入し，設計者に非合理で非経済

的な建物j の設計をしかねないという異論もあろう。

いずれにしても ，わが国において趨高層建物が建てられはじめてから

歴史が浅しその実例も少ない現在において，ある定まって設苦| 法を確

立しようとする窓向は理解できるとしても，非常に危険を伴なうもので

ある。

いみじくも 1968年の十勝沖地震による低層鉄筋 コンクリ ー ト建物の被

害はわれわれに何らかの暗示なり 25告なりを与えたものとして貴重であ

り. いわゆる新しい考え方のもとに設計された建物といえどもいまだ大

きな地震の洗礼をうけでなく ，その設計法の是非が確認されていない現

在 ，設計技術者は充分な事前の検討を弾力的な考えのもとに行なってい

く必要があろう。

乙乙で，現在，趨高層建物を設計する場合 IC，種々 の問題点 IC当面す

るのであるが，乙乙では地民放( 入力) ，構造物のモテソレ化，支持地盤

に焦点をしぼって検討してみよう。

すべての現象は ，当然の乙とながら原因があって結果が生じる。そ乙

で，なぜそのような結果になったかを検討するには ，その原因なり結果

にいたる過程なりを解明する必要が生じる。

乙れを構造設計ーにあてはめると ，最初に設計用外力が与えられて，許

容応力度以内にあるいは許容変形量以内におさまるよう構造物の各部を

設計する。ここで問題となるのは設計に際し与えられる外力であって ，

乙れを動的観点から考えると地震波外力( 入力) という乙とになる。原

厨としての地震の特性が多少構造物の特性によってフィノレタ ーされると

しでも構造物j の応答結果に決定的な影響を与える要因 となると考えられ

る場合の多い現在. 地震波の規模なり特性なりを把握 しないかぎり ，さ

らにそのような地震波入力に対して安全性を確認した構造物を設計しな

い乙とには充分な耐震安全性を有する構造物を設計 した乙 ととはなり得

ない。

ζ のような芯味で設計しようとする建物の敷地地盤に将来発生する地

居波の規模，特性を想定する乙とが他の何にも比して ，耐震設計にとっ

て重要な乙とであるが. 現在のと乙ろ一番困難な問題といえる 。

通常，振動解析の入力として多く用いられている地震波は建物地階ま

たは地表面での一種の応答であり ，それらの拘束条件の影響をうけてい

るものと考えてよく ，乙のような入力地震波がはた して設計しようとす

る建物の建設地盤 lζ 発生する地震波であるという保障はない。

乙のような疑問点を少しでも解決する企みとして，最近ではさらに敷

地地盤の条件を加味する方法が考えられてきている。乙れは地盤を等価

な動力学特性 lζ 置換 しその敷地地盤の特性を考慮した地震波を入力 とし

て考えようとする傾向が見られるが，敷地地盤に顕著な特性を有する場

合は別として ，たいていの場合，いわゆる基盤 lζ 入射する地民波の規模

なり特性が問題となり ，入力としての地震波の問題がより深い基盤とい

う庖にうったにすぎず，本質的に入力地E星放の問題の解決にはいたって

いない。

次』ζ ，構造物j のモデノレ化については計算機の容量の増大，演算: 速度の

増加により ，より詳細な検討がなされるようになり，種々の条件を導入

してできるだけ実状{ζ 近いモデノレ化が行なわれている。建物j の周期計算

つを例にとっても ，在来の方法による略算的な建物の附IJ性評価が，紬

方向の伸縮，部材の明断変形，校梁仕口部分の曲げ見断変形，スラブの

曲げ現断変形などを考慮すれば大幅な剛性低下となり ，反面，非機造部

材の建物剛性への寄与が予煙、外に大きい乙 となどを含め，応力あるいは

変位の各段階における剛性の正確な評価は困難な場合が多いが，建物周

期の評価に与える影響も小さくはない。周知のように ，実際に観測され

た地震波の各種スペク 卜ノレ図は周期の数ノマ一セントの変動に対して，そ

の応答岳が数十パーセント変動する場合も頻々見うけられる乙となどを

考えると ，建物周期の算出には充分の注意をは らう 必要があろう。

また ，応答解析 lζ 際し ，現在でも振動系モテツレは現断型の質点系モ デ

J レを用いる場合が多く ，層としての平均的な応答霊を基礎として耐震安

全性の判定が行なわれている。乙のようなモテソレを用いて応答解析を行

なう結果，その応答霊がはたして実状を充分説明し得るものである とい

う確信に対してる医者は消極的な意見をもっている。本来，部材の変形5i

あるいは靭性率と層としての平均的な変形量あるいは靭性率はその様相

を大いに異にするもので，架構が地震時iζ 被害を受けるのは主に材端の

モーメン トの大きく生じる個所で，その個所の変形量なり籾性率によっ

て構造部材を設計したり， iii i 1 銭安全性を判定する基準にするのが当然で

はなかろうか。

いずれにしても . 地震時の部材あるいは架鱗の復元力特性なりさらに

は減衰特性を把握するための理論的，実験的努力が必要であろう。

最後に支持地盤の問題について多少ふれておきたい。ど存じのよう

に，新潟地以 ( 1964年) における砂の液化現象による被害，さらにアラ

スカ地震 ( 1964年) における地とり現象に見られるように ，地hJ 時』ζ 地

盤の支持能力が急速に減ずる乙とによる建物の被害，換言すれば地盤の

破綾によって二次的に建物 lζ 大き な被害が生じた例は枚挙のいとまがな

いほど多い。乙れらの現象は特 lζ 軟弱な地盤ほど顕著に見られ，層の厚

い堆積層を支持層とする大都市においては特K 留意する必要のある乙と

ではなかろうか。構造物 lι 対する詳細な検討もさる乙とながら，地盤の

上に建物を建てる以上，その重量を支持し，地震の仲介経路の役をはた

す地盤 IC対して充分の考慮をはらう必要があろう。

乙のような観点から ，地長時の地盤の支持力の変動 ，地盤の勤特性の

評価など，今後の研究にまつべき多くの問題を内在している。

( ひ古とく びんじ KK竹中工務庖 設計郎構造設計諜長 ・エ博)
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高層建築問題も理論から体験へのワンステップを終え，アメリカ参り

もようやく落着いてきたようで，次のエポックへ突入しつつある と言え

よう 。個々の設備計画上の技術的問題は，もと もと構造屋さん達が喧 し

く提起してきたのに比べるときわめてささやかであったが，それも今ゃ

うやむやのうちに吸収消化されようとしているし ，それですむものはそ

れで良いのであると思う。例えば煙突効果 lとしても，階段が実際に使用

される ζ とがきわめてまれであろうし ，常識的 K 回転扉を用いればそれ

ほど気を使う乙ともない。防振や配管の伸縮や対震の問題にしても私達

がホ テルエ ンパイヤで手さぐりで考えて実施した乙とが，後で外国の例

を調べてみるとそっくりの処置を行なっていたりしたわけである。

では次のエポックにおける問題は何か。それは都市高層化に派生して

生じたかに見えるが，実は本質的には無関係であるべき都市再開発の設

がそれである。それについで，時代の進むとともに絶え間なく上昇し続

ニ ュ ーヨーク の ワー Ｉｾ ドトレードセ ンタ ー
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ける居住環境の質的向上，例えば作業照度の増大や個室制御への要求な

どと ，外的環境の悪化，例えば大気汚染や水質汚染などがクローズアッ

プされ，乙れに関連して暖冷房用エネルギー問題の大局的な見通しが今

乙そ見直され，打ちたてられるべき l時期に到達 している。ちょうど時期

を同じうしてわが国では高層建築，エ ネルギー問題，その他乙 の際互に

結び‘ つけた全体・ンステムの開発が最も肝要である。

都市再開発あるいは市街地改造に伴なってビ〉レの集中管理問題が70年

代のテ ー7 として脚光を浴びよう。乙れは単K 地域暖冷房に代表される

エネ J レギー管理のみでなく ，ピJ レ自体の あらゆる管理，すなわち空調，

衛生，消防，電気，エレベータその他の交通問題などの集中化である 。

そのーつの典型を ニューヨー クのワールドトレ ー ドセンタ ー に見ょ

う。乙れはピ J レというより一つのタウ ンであり ，垂直方向に引き延ばさ

れた町でZある。その30万坪の 2 つのタワーと附属家とは昼間人口 5 万を

有する乙とになる。たまたまニュ ーヨー クの地域暖房が存在していたた

めエネルギー問題に伴なう大気汚染公害を免れるととができた。それに

しても ，315，∞Okg/hr すなわち約 170Gcal /hr K 達する蒸気負荷が地

域配管より得られるとは何という先行投資がなされていた ζ とであろう

( と乙ろが乙の熱供給発電を行なっている地域暖房プラント施設がダウ

ンタウンからそれほど遠くない場所に設けられていてそれが大気汚染に

大いに寄与しているとはまた皮肉なととであって功罪相半ばというと乙

ろであり，地域暖冷房のエネルギー源とプラ ント位置の選択に示唆を与

えると乙ろ大である) 。一方，冷水はハドソン川の水を冷却水に用いる

というきわめてローカ J レなアイディア にて約49，∞0冷凍トンの電動ター

ボ冷凍機によって作られる。乙れはロスアンゼノレスのセン チュ リーシテ

ィーの最終計画 15，0∞R T，ハー トフォ ー ドの 15，∞OR T，ロ ッジデー

ル団地の 12，0∞ R T，ワシ ントン NBS の 12，∞O RT ，千里ニュー タウ

ン中心地区の 17，0∞R T をはるかに凌ぐ容還を有している。一方で合計

6，5∞ 点 lζ 達する センサーが温度，圧力を検出しており ， その他あらゆ

る機器の運転状態の監視とアラ ー ミングを行なうには必然的にディジタ

J レコンピューターによる大量処理が必要になってくる 。ポー トオブオー

ソリティーはそのために約30億円を投資している( ただ し一切の自動制

御工事を含む) 。

今一つの例をダラスのメインプレ ース[ζ 見ょう。ナンバーワンビ J レは

33階，間もなく建設に着手されるナンパーツービルは44階，その他K ホ

テノレ，デパート が建てられる。乙れらが全部完成した腕ICは冷凍トン数

も I 万を越えるであろう。乙乙ではコンピュータ ーコ ン トロー ノレは世界

初の最適化制御を導入している。試算によると乙の採用によって年間

2，α氾万円以上の節約になるはずである( ナンバーワンビルのみにて) 。

最適化制御とは例えば空調器の始動時間の決定，内部負荷と外気温度と

の関速においての最適外気量の選択，吹出温度や冷水送水温度の最適化

などであり，一言でいうと無駄な冷暖房の排除である。乙れらのうち現

在までに冷凍機廻りの最適化がほぼ順調IC働き出したという。さらにこ

のビルは暖房熱源として熱回収式ヒートポンプIC頼っており，公害を避

けるための賢明な方法を採用している。なお一言すれば，熱回収方式は

メインプレースのみならず，最近のピ J レでは，シカコe のファーストナシ

ョナJ レパンク，ヒューストンのエレクトリックタワ ーその他で採用され

ているが，一般にアメリカでは私達が検討しつつあるほど徹底的な熱回

収は行なわれておらず，照明排熱を限度としている。したがって場合に

よっては，熱回収のために必要以上に照度を上げている向きがあるが乙

れは本末転倒である。

と乙ろで個々の技術的問題にも少し触れてお乙う。水圧の問題は最も

高層建築らしい問題であるが，水槽の分割とまでいかなくても減圧弁を

駆使する乙とによって，国産品でも充分解決できる乙とが実証されてい

る。したがって給水方式も今後は国産の可変速あるいは台数制御による

給水ポンプ直送方式が普及 しよう。振動の問題も防震基礎構法と防J霊材



料について適正な選択を行なえば容易に解決できる。

冷熱源方式に関連して蓄熱槽方式がどの高さまで経済的に適用できる

かがきわめて日本的な一つの問題点で、あるが，筆者らは，その適用の仕

方を考慮する乙と lζ よって約30階のピJ レで充分経済的であるという結論

を得てい る。

最も問題なのは， トランスポーテーションとしてのエレベータによっ

て大部分の コア面積を占められるため ，ダク トスペースやノf イプシャフ

トをいかにコンパクトにうまくプラン上に組込めるか というととであ

り，そのためにプランが一つの定型化される乙 とも止むを得ない。そし

て梁貫通，乙 の構造屋にとっても設備屋に とってもいやな問題が残る。

ζ れはむしろ建築計画上の問題であってわれわれの側から建築側への醤

起を要望したい。

次にモジュ ーノレの適用 ，時lζ モジュー J レ計画は建設後のいかなる間仕

切変更にもフレキシフツレ IC対応できねばならぬといった誤まった考え方

が語り伝えられているが，乙れは訂正されねばならない。建設途上にお

いてテナ ント決定によってある程度設備は固定化されるのが経済的であ

る。したがってテナント未定部は仕上げのないままに放置されてよく ，

またテナント変更に当つては，テナントの希望によっては天井の一部分

は改修される 乙と が望ましい。

次lζ ，高層建築の電気設備の面について考えてみよう。本来，建築電

気設備は，電気工学の電気応用の一部門であり ，現在の高度IC発達した

電気工学の純技術的な目で見れば，個々の点については ，さほどの問題

はないといえる。例えば，電力の供給にしても ，個々の機器にしても

20数年前 lζ 比べると，比較にならないくらい，信頼度，機能ともに向上

し，それぞれについて安心して選択できる状態である。乙のように優れ

た機器をいかに組合せ，負荷密度の高い地域IC適したシス テムを採用し

ていくかが問題である。とれは，高層なるがゆえの問題点というより

は，いかなる建築についてもいえる乙とであり ，高層ともなれば標準化

を計る乙とによって累積効果に大きな期待が持てるため ，設計段階で充

分施工性をも検討の必要がある。

電気設備の問題点は，ビJ レにより異なってくるが，高層として取り上

げた場合lζ ，設備機械室の位置とか，配電方式，幹線，照明設備，床設

備，防災IL対する配慮とか，各種のものがあるが，乙れとても単独では

難しい点はなく ，個々のピJ レで解決できる乙とが多い。むしろ，国とし

て高い負荷密度地域への配電計画とか ，標準電圧とか，政策的な面で将

来を見通した対策が有機的に行なわれる乙とが必要である。ヒツレ個々と

しては，他部門と協調し徹底的に合理化した，設計と施工の結び‘ つきが

重要な課題となって くる。それと ，わが国の高層建築 IC取組む姿勢は，

外国のそれを追い越してい乙うとする意欲はよいけれども ，外国では比

較的簡単にやっている程度の規模のものでも意欲過剰な空気が無きにし

もあらずで，乙れがわが国の高層建築の発展にとってマイナス面でもあ

るようである。それとは逆 iζ ，外国の技術が園内で消化されていくのに

は，案外時間がかかるのではないかといった点も一つの問題点でなかろ

うか。

地域配電方式を含めヒツレ内配電方式は，わが国とアメリカとでは事情

が異なるため一概にはいえないが，アメリカの高負荷密度地域の配電設

備は，信頼度向上のためと，負荷増加にタイアップするために ，レギュ

ラーネットワ ーク方式の採用が行なわれ. 低圧で供給が行なわれてい

る。そのような地域IC，大きな負荷をもった高層ビJ レが出現する場合，レ

ギュラ ーネットワ ーク方式での供給は困難になってくる。そ乙で，その

ような超高密度の負荷をもった需用家には ，スポットネットワーク方式

による供給が行なわれ，供給信頼度の向上と保護方式の単純化が計られ

ている。需用家には低圧供給が行なわれ，ビノレ内! [ は電力会社の変電設

備が設けられ，管理も電力会討によって行なわれている。 ヒツレ内包気設

備の主要な監視設備が乙の変電設備にある乙とを考えると ，電力会社に

よる ，総合的な管理下にある配電網を含めた変電設備の方が，より合理

的で全体的には経済的で，よ り高い信頼度の向上も計れるはずである。

アメリ カにおい ては，乙の変電設備を含め，受電 IL要する需用家の負担

はスペースの提供と ，一部ケ ーフツレ配線用のパイプのみで，負担金も不

必要な場合が多いようであり ，乙れで電気設備の建設費は大幅に ダウン

される。 しかも ，電気料金の点、をみても ，わが国の半分近い値であり ，

乙れが照明を含むヒリレの全電気方式の空調設備の普及1 [ もつながってい

る。都市公害も，電気を動力源と して使用するととによって大幅に改善

される。送電も他の動力源と比較すれば容易なはずだし ，発信所の位置

の選定が適切であれば解決できる問題である。高度成長をなしているわ

が国において，先のニュ ーヨークの蒸気配管網とまでいかなくても ，高

密度の予想される地域には先行投資を行なって，需要に答えられるよう

な政策を行ない，都市再開発がス ムーズにいくような紫地を作る必要性

が痛感される。

また ，最近の話題として，ヒツレ内配電電圧の J E C規格が作られよう

としている乙とで，乙れによると，現在 4∞v 級の配電電圧として，全

国的に統ーして 3φ 4w 415v/240v案が出されているようである。 ζ の

4∞v 級の標準電圧については ，昭和38年に電設工業会の 400v 配電研究

会において ＵＰ ｾ 系は ＴＱＵｶ ， ω ｾ 系は ＴＶＰｶ と決めたものが ， 指針として

出され ，現在ほと んどの需用家は乙れに従っている。Ｖｏｾ系において ，

460v にするととは国際的K 見ても当を得たもので， アメリカでは一般

に ＴＸＰｶ によっているＨ一 部 ＴＶＰｶ もあるＩ。わが国で ＵＰ ｾ と ω ｾ 系 ｉｃ 周波

数が分れているために非常にわずらわしい問題が出てくる乙とは止むを

得ぬ乙とで，乙れの全国的な統ーの見込みのない状態のもとでは，国際

標準IC近い値に決定した方がわが国を国際的な視野でみた場合にはより

有効である。機器にしても 6∞v 定格が義務づけられているし ，機器質

も容量によっては l ランク上のものを使用しなければならないし ，幹線

費においては確実に l 割のコストアップになるはずである。それにアメ

リカ やカナダにおいては ，一部 ω Ov 級の採用が行なわれて，どちらか

というと， 電圧は高い値にする傾向のある中で，一部の不便さのために

標準電圧を下けるなどナンセンスといえるのでなかろうか。わが国で全

国的 IL統ーしたいのであればむしろ， 50"'" 系を引上げて 4 ωvか， 480v 

にする方が賢明な策といえる。

個々のピノレの設計と施工の面についても ，本来電気設備単独なものと

考えられている配電設備にしても ，幹線にしても ，空調，衛生など他部

門と密接な関係があり ，照明設備，床設備，エ レベ ータ設備等々では，

建築，空調等のみならず，直接設計や施工K 関係のない，その建物を必

要とする発注者とか，相互に関連する部門の総合的な判断の上 IL決定す

べき事項が多くなってくる。例えば照明設備!としても，必要な照度を確

保して，なお建築や設備の要求にもマッチする設計を行ない ，それによ

って合理的な施工を行なうためには，全体の中での位置づ、けを充分に検

討すれば新しい方法も開発できょうし ，工事費の低減にも通じていくと

恩われる。

電気設備の面でも徹底的にぜい肉を落していくと ，現在常識的K 行な

われているようなととが，驚くような形のもので現われてくるはずであ

る。

最後IL ，エレベー タ設備について触れると，高層にとっては欠かせな

い要素の一つで‘ あり ，ζ の処理が上手K 行なえれば，レ ンタフツレ比が上

る。しかしとの合理化が，都市交通の面でしばしば見られるように ，人

聞にしわょせされて解決されたのでは ，本質を無視した乙とになり ，建

築，設備ともに苦心すると乙ろである。設備サイドからは，待時間が楽

しくなるようなものが考えられないだろうか。

きわめて雑論的 IC述べたが，短かい紙上ゆえ諒とせられたい。しかし

ながら筆者の言いたい乙とは判っていただけた 乙とと信ずる。

( ひぐち なりひろ K K大 林 組 設 備 部 長 〉
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防災計画の問題点

堀 内 三 郎

1. は じ め に

高層建築にお ける防災問題といっても ，広い12味での防災といえば，

地震，台風なとも 当然含まれるが，筆者に与えられたのは「防火と避難」

に関する問題でめると解し，その範囲に限定させていただく乙とをまず

お断り しておく 。

19，ω年代に始まったわが国の高度成長経済に支えられて ，関西地方lζ

もいわゆる超高層建築が次々と建てられつつあるが，防災上からみて諸

外国の事情と多少違った気にかかる点、がある。それは東京や大阪のよう

な大都市でも . 丸の内などのごく 一郎の地区を除いて，まだ大部分の市

街地では "紙と木で構成された薪の集積" のような木造鎗物がびっしり

と建ち並んでいること . そのうえ狭い街路にはガソリンやプロパンなと

という危険な燃料を積んだ車が世界ーといわれる高密度で・ひしめいてい

るという ，そういった市街地の中に建てられるという条件である。乙の

乙とは， わが国では高層建築も ， それ自身だけの防火対策ばかりでな

く，市街地の大火災 !ζ 対する考慮も払わねばならない乙とを意味してい

る。以下乙れ らの点も含めて ，高層建築の防火と避難IC関する問題点に

ついてのべること にする 。

2. 周 囲 の 木造 市街 地火 災 からの 延焼 危険

現在わが国の高層建築物は ，いわゆる「容積率」によってその高さを

規制される乙とになっている。乙の乙とは，たとえば敷地としてあまり

一 句 J

2α3 l 60 l 20 

120  m 

第 1図 木造市街地火災の火流による風下，E 度分布

( 軍事国金一郎悔士の計算伊l による )

ィ風i!!l l5 m/s  延焼泌l宜 lOm/s 】

条件 く同時炎上京展開J 12列 列間10mｾ＠

t 容積唱 しo }  

5∞」 牛コ瓜連 v =  l5'!Ys 

80 40 

120 m 

図中の ー線は仮: l ! ' .i 珂腐処物の{立位および影響を示す。
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大きな面積の土地が得られない とか，高局部分の基準階の床面積をあま

り小さくできないなど といった一定の制約はあるに して も，容積率を一

定と して建物の高さを増した場合，建築面獄ーはほぼ高さに反比例して減

少するが，建物の外壁面から敷地境界線まて・の水平距離( 空地距離) は

主主築面積の平方根IC比例して増加する ζ とを意味 してい る。つまり ，建

物を相当高くしても ，木造建物の密集している隣接の市街地からはそれ

ほど後退して建てなくてもよい乙とになるわけであるが，乙れは延焼防

止上は一つの問題点と考えられる 。第 1 図は藤田金一郎博士による木造

市街地の大火災の場合の，主として火流の熱量計算による風下側各位置

の准定温度を示す ものであるが，乙の図からみても ，もし高層建物に木

造市街地が接近しておれば，ある程度の延焼の危険性が予想される 。そ

のうえ最近の研究によれば，r! J 街地に高層建物が建てられた易合，その

周辺の風の乱れや風速の培加などが予想以上に大きいと とが明 らかとな

ってきたので，火災時 lζ 高混の熱風ばかりでなく大きな火の粉その他の

飛来物が飛んでくるといった延焼上危険な要因が大幅に増大するものと

思われる 。また現在の大都市では消防力の充実により ，平時 lζ はそれほ

どの大火災を許す ζ とはまず無いと考えてよいが ， 大地 ｾｉｃ 伴なう同時

多発火災や，強風時の出火などで怒条件が重なった場合を考えると ，必

ずしも常に安全だとは断言できないであろう。ただ長い自でみれば，も

ちろんわが国の市街地も逐次不燃化が進むと考えられるので，乙の木造

市街地の大火災による延焼危険も ，おそらく将来はほとんどなくなるも

のと思われる。以上のように，木造市街地から の延焼危険の点を考える

と，高層建築物の立地条件ーには ，長期的な見通しの上lζ 立った都市計画

的な配慮が非: 常! こ重要であるという ζ とになるわけで= ある。

3. 鉄骨骨 組 に 対 す る 耐 火被 覆材 の 安 全 性

わが国のような地民国で高層強築物が建てられるようになったのは ，

耐震工学の進S と経 fli: な耐火被援材の開発とに負うと乙ろが大であると

いわれている。現在建設されつつある高層建築物では，法令の規定IC従

って ，それぞれ 1- 3 時閣の耐火性能を有すると認定された耐火材料で

主要構造部である鉄骨を被覆する構法を採用しているが，近い将来火災

工学の進歩により . 各室の寸法( 特 Iζ 窓などの大きさと高さ) ，および

控. 床，天井なとの熱的性質， ならびに室内の可燃物品が与えられれ

ば. その室内で発生する火災の大略の火災温度とその継続| 時聞がほぼ推

定できるようになるであろう 。それに伴なって，鉄骨の耐火被覆材料の

種類とその j亭さなども. 予測される火災の熱的な条件に対応して合理的

lζ 設計する ，いわゆる「耐火設計」が可能となり ，した がって現在のよ

うにi法的な強制力ですべて一律に規制されるような不合理はなくなるも

のと思われる。そしておそらく ，普通の事務所建築の基準階なとでは ，

室内の可燃物E を25kg! n: f 以下と する乙とは容易であるから ，耐火被覆材

も現状より薄くてすむ ζ とになるであろう。 しかしまた反対に ，多量の

可燃物を収納する部分では ，現状より厚い耐火被覆材を必要とする場合

が生ずるかも知れない。この問題に関速して筆者が心配している点は，

大地震などの直後に ，建物内のど乙かで出火したり ，または延焼を蒙 っ

た場合 lζ ，地良のための振動や変イ立によって耐火被夜材の一部分に亀裂，

主Jj 離，脱落などが生じ . それが防火上不利な影響を与えはしないかとい

う危倶である 。従来の工法のように ，鉄骨' の周囲がコンクリートなとで

充演されている場合は，局部的な亀霊誌などの影響はお そら くほとんど問

題にならなかったと恩われるのに対して，鉄骨の周聞に中空部分を残し

て，たとえば成形石綿板のような耐火被覆材で仕上け. られた場合は ，

部分の制自主などにより その影響が部材全体に及ぶ可能性がある 。 しかし

また反面，鉄f号の表面が空気庖 Iζ 接している部分が多いと逆 lζ 冷却の影

響がある ζ とも考え られる。したがって，もしできれば，将来実大の鉄

骨造の高層建築物の一部を用いた火災実験なども試みる必要が生じるで

あろう。いずれにしても ，乙の耐火被良材と その工法の問題は今後も引

続き研究を進めるべき重要な問題点の一つに違いない。



4. 煙 と 有 害 ガ ス

火災による悪影響のうち，熱によるものは，前述のような問題は残さ

れているものの ，スプリ ンクラ ーのような自動消火装置の普及と相倹っ

てそれほど大きな危険性( 特 lr . 直接人命にかかわるような危険) が残っ

ているとはいえないのに対して，ζ の「媛と有害ガス」の問題はいまだ

に解明されていない点が多く ，その窓味では特 lr . 人命に対する危険が残

っている大きな問題点であるといえる。煙と有害ガスの人閣に与える客

は，一般に ，

(  a ) 煙による透視距離の減少，すなわち「視覚的害」

( b ) 一酸化炭素の増加または酸素の減少による中毒および窒息などの

「生理的害」

(  c  ) 恐怖心などいった「心理的害」

という 3 点に分けて考える乙とができる。そのうち( a ) だけは光学的

な問題として現在ある程度研究が進み，避難時の誘導灯，誘導標識の設

計に利用できるまでに至ったが， ω 他の ( b) と ( c ) はまだ研究が始

まったばかりという段階である。しかし ，ζ れらの害は別に高層建築物

に特有な問題というのではなく，一般のビル火災 lr . は常 IC附随する問題

であって，高層建物iζ 特有の問題点としてはむしろその対策面にあると

いえよう 。すなわち煙と有害ガス lζ 対する一般的対策として考えられる

(1) 発煙性材料の使用制限

(2) 煙感知器による早期発見

(3) 音声による適切な避難誘導

(4) 煙をその発生室K 閉じ乙め避難のための時間をのばす

(5) 廊下や階段などの避難経路 Ir . 煙が侵入するのを防ぐため，煙を積極

的lζ 屋外へ排出する

などの諸点のうち ，高層建築であるために特に困難を感ずるのは (3) と

(5) ( ただし (4) も関係する 〕の 2 点である。乙のうち (3) については次

節にゆずり ， (5) の点についていえば， 高層建築であるために多く設け

られている垂直方向の通路や関口部，すなわち階段，エレベーター，ダ

クトおよひ‘ パイプスペース などが，また同時に榎や有害ガスにとっても

絶好の上昇拡大経路となるという問題である。

乙の点に対する対策としては，基本的にはこれらの霊直路となる空間

をその他の部分と防火的に厳重に区画する乙とであり ，特ICダクトのよ

うな場合にはその途中の要所要所で有効なダンパーを設けて遮断する乙

とである。さらに煙感知器とスプリンクラ ー装置とによって早期発見 ・

初期自動消火をはかる乙とも必要となる。具体的にいえば，階段室 lr.は

必ず防火扉を設け，いわゆる「開放階段」を作 らないようにし ，しかも

その扉は常時閉鎖方式( 通行時だけ開く) を守る乙とである。エレベー

ターやその霊直空間も原則は乙れと同じであって，乙れらに設ける扉類

は防火と同時に防煙的にも有効なものでなければならない。乙乙で問題

となるのは銅製巻上式の「防火シャター」が特に防煙( 遮煙) 能力に乏

しいという 点、であ る ( 写真 1参照) 。また遮熱的( 延焼防止) にも ，

室内や周囲の可燃物量にもよるが，とても一枚の防火扉のみでは延焼を

阻止し得ない場合が考えられるので，写真- 2， 3にみられるような二

重シャタ 一方式か，または自動水幕装置( ドレンチャ ー) との併用方式

などを考慮する必要があろう 。次に積極的な排煙装置としてのいわゆる

「スモ ーク ・タワ ー」の設計計画についても ，特 IC高層建築の場合まだ十

分解明されていない点が残されている。特 Ir . 階段釜のように ，いくら扉

を設けても人々の通行により厳密な気密性を保ち難い部分では，外気風

および外気温の影響を受けた場合，階段室全体の上部 と下部とでは圧力

に差が生じ ，とのため，スモーク タワ ーのよ うな排煙装置が設けてある

にもかかわらず，出火室からの煙が階段室の負圧になった琢分へ流れ ζ

む危険が大きくなるという点である。乙れに対しては ，たとえわずかで

も階段室内が正圧となるように多少で・も常時加圧気味の給気を送ってお

く必要があると恩われる。さらに階段室ばかりでなく ，同じく避難通路

となる廊下のような水平部分についても ，その安全性を確保するため，

最近，消防研究所で試みたエア ーカーテン方式なと，何等かの対策を講

写真 1 鋼製シャツ ヲーの透煙状況

( 旧 糊 梅 上 火 災 以 災 実 験，昭和必

日本科学防火協会スライドより /  

写真 -2 ロンドンのデパートにおりるこ軍方式の防火 シャ ツヲー

( 日本建築学会訟酬叩針制晋計柑「咽函

，パマン 7 レツ トH胤，，20より

写真 -3 同上におけるヱスカレータに用いられた二重シャツヲ ー

( 口本建築学会段針計画 )

パン 7 レットNo . 20より

ずる必要があると思われる。また ，機械的排気設備には経済的な限界が

ある以上，その排気能力を乙えるような排煙の必要が生じた場合に備え

て「屋上でのベンチレ ーター効果を利用する方式」や「排気筒内の強制

加熱方式J Ｈ Ｒ Ｉ などについてもｾ慮しておく必要がめるであろう。乙の

ように，もっとも信頼性があり ，かっ，もっとも径済的な排煙方式の設

計計画をいかにすべきかという問題は当面する重要な課題の一つである

と思われる。

5. 避 難 計 画

前節の煙対策の(3:でのベた点を含めて，高層建築における非常時の避

難計画は，乙と人命に関するもっとも重要な問題である 。避難計画の原

則は一般に「二方向避難路の確保」にあるといわれているが，乙の原則

を適用する K 当って，特 Ir . 高層建築の場合問題となるのは次のような点

である。

その第 l 点は ，センター ・コア方式が採用さ れるととが多いために ，

避難用階段が中心部に集中しやすい乙と ，第 2 点は乙の欠点を解決する

ために避難上の反対方向に当る外壁面にパノレコ ニー などを設ける方法が

実施され難いという点、である。第 1点Ir . 関しては，センタ ー ・コア方式

を絶対視せず，外国にも見 られるようなサイド ・コア方式を考慮すると

とがもっとも望ましいのであるが，次善の策としてセンタ ー ・コ
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写真 i 京都国際ホテル火災( 昭和42 ・4 ・5 ) におけるひさ

しを利用した遜雛および救助活動状況

( 夕刊京都新聞提供写真による〉

常時の一時的避難洛として利用できるような方式が考えられないもので

あろうか。もちろん高所における避難者の転落防止策や心理的な商 も十

分考慮したうえで，もし乙のような何等かの外部避難路が設けられた場

合 !Cは，たとえば内認の避難階段 lζ 至る歩行距離の法的規制を緩和する

などの措置が考慮されてもよいのではないかと考える。( 写真一 4参照)

さらに ，ζ のひさし類は階下の窓を破って噴出する火炎による上階への

延焼防止に も相当有効であることが確認されている乙 とも忘れてはなら

ない点である。高層建築物における窓ガラスについては，耐震，耐風，

耐水などの面でー苛酷な条件に耐えるよう実物大試験なと. が行なわれてい

るが，火災による熔融，破損といった点はどの程度の安全性が考えられ

ているのであろうか。 I室内の窓のそばには可燃物がないから安全であ

る」というだけの考え方であれば，万全とはいい難いように思われる。

普通の状態ではおそらく窓ガラスを破るような内部火災は考えられない

かも知れないが，万ーの場合についてもそのときの対策を考慮しておく

ことは，防災上絶対に必要なことと考えられるからである。

6. お わ り に

以上，高層建築における 「防火と避難上の問題点」について ，2 - 3 の

重要 と思われる点につい て概括的にのベた。 乙れ以外にも，たとえば，

「空調と排煙との関係J ， I消防隊用 エレベーター( 消防隊のはしど自

動車は31m以上の高さには届かない) J ， I 消火設備 と排水J ， I 内装

材料の問題」あるいは「避難上不特定多数の人を収容する劇場や百貨庖

などの用途を高層認に設ける場合の危険性」など，種々の問題点が残さ

れていると恩われるが他日にゆずる ζ とにしたい。

今後，わが国でもますます高層建築物が摺加するととが予想される

が， I科学技術の発展が他方では予想、もしなかった災害の要因を作りつ

つある」といわれている今日 ，われわれはいかにして安全な高層建築物

を作るかについて，主らに研究を進めなければならないと痛感する次第

で: ある。

引用怠考文献

(1) 神 忠久 煙中の見透し定書主について，日本火災学会論文集第19巻第 2 号 ( 1970)

(2) 名官健一， 1Wc国情郎 : スモータ ・タワーの強制加熱による効朱実験，日本火災学会治文集

第19巻第 l 号 ( 969)

(1まりうち さぶろう 京都大学工学部教綬)
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高層ビル管理上の問題点

根 上 雄 至

大都市におけ る人口集中皮の急激な進展と，地価の高1憶はビ、J レの高層

化を促してきでいる が，それに建築基準法の改正，容積制の採用と相侠

って，急激なかっ高度の経済成長の影響と建築技術のたゆまぎる進展に

より ，昭和43年 IC霞ガ関ピJ レの唆工lζ 引つづき，わが国においても，高

層 ビノレ時代を迎えようとしてい る。

ビノレの保守管理というととは，そのヒソレの状態を最良のコンディシヨ

ンに保つため，ピJ レの持 っている諸設備機能を最高度に発揮できるに必

要な技術的管理を実施する乙とであり，乙の点については，一般のピノレ

も高層 ビノレも差異があるわけではないが，高層ヒソレというととで従来の

3 1 m程度のビノレと比較した場合に ，多少の管理上の差異を 2 カ年閣の霞

ガ関ビ〉レの管理経験から発見している。

ヒツレが大型化してくると，オフィススペースのみか ら大型変宿所，ホ

- ) レ，展示場，レストラン，膨大なガレ ージまた地下に鉄道を引き乙ん

でくるというように，種々の施設をかかえてくるようになり ，そのピJ レの

活動時間というものも長時間にわたってくるようになる。また在来のピ

J  レと異なる建物の外部的な管理の面，たとえば窓面ガラスの固定による

清掃の問題，最近と くにやかましくなってきている風害に対する処置，

内面的には避けられない機械室の分散に伴なう集中監視の重要さ ，空調

面におけるゾーニングの重要さ ，冷房暖房の同時運転といったようなこ

となど，今までにないむずかしさ が加わってくる。そ して相当広範囲に

わたって多種多様で、あるが，種々の問題を発見しているが，特に設備の

面iζ 重点をおいて，自についた乙とを列記してみた。

1. 電気設備関係

(1) 地絡保護について

高居ピノレ lζ 限らず，大規模なビ J レの配包方式は経済その他の点から必

然的 lζ 4∞V 配電となるであろうが，事故対策としての地絡事故の処置

の方法が問題となる。本来地絡事故原因としての線路不良 ，照明器具不

良( とくに安定器) などの事故発生をいち早くキャッチして，その系統

のみを遮断し ，他の健全な系統には影響をおよぼさない乙とが望ましい

のであるが，保護装置の内容いかんによっては ，一系統の接地事故が波

及的に他系統におよび，広い範囲 lζ 停電をもたらす乙ととなり，その事

故原因の追求lζ 多くの1時間を消費するとととなる。

乙ういった本来の事故保護とは雛れて他に影響を与える ζ とは ，管理

上好ましくないので，警報として各階どとにまた常用回路，非常用回路

どとに中央監視室lζ 表示を出す乙とが望ましい。また遮断に関しては ，

地絡継電器との保護協調をと り，なるべく末端でトリップ機構を持つブ

レーカーで遮断させるととが望ましし、。速かに故障階を確認し，適切な

処置をとるととが可能となり，問題となる広範囲停電を最小区域にとど

める乙とが可能となる。

(2)  休館日 ( 機器の点検手入) の電源

設備の維持保全のため受変位設備については，従来より高層ビJ レに限

らず，特定の 日を定めて全舘停電を行ない ，機器の精密点検手入れを実

施する乙ととなるが，肝腎の作業用霞源を何等かの形で確保しなければ

ならない。小容量の ピノレの場合は蓄篭池電源、で、充分で‘ あろうが，大型高

層ヒソレの場合は，変電所も l カ所ではなく( 霞ガ関の場合は B 2 階，13 

階，36階の 3 カ所) ，必要容♀も大きくなる。

停電時の作業能率の向上およ び災害発生時の処置なと、から ，次のよう

な負荷への電源は確保したい。



イ，エレベーター できたら 2 台( マシンルーム換気も含む)

ロ， 中央監視室( 照明および換気)

ハ，防災センタ ー ( 照明および. 換気)

ニ， 各変電所 (照明， コンセン ト， 換気)

ホ，テナン ト重要機器類( テレタイプ，テレックス ，冷蔵庫など)

乙れらを，確保するためには自家発電機を運転するわけであるが，従来

の非常回路はその回路をも休舘自に点検手入れをしたいのであるか ら，

常時運転の変電所とは別個に，休舘日用の変電設備と配賃設備が必要と

なってくる。

(3) そ の 他

イ，作業用 1∞V ，21

∞
V 電源

ビノレ竣工後においても館内ではテナン トなどの工事が行なわれぎ.る

を得ないのであるが，まだ作業用 4
∞

v 機器が普及されていないので

l
∞V ，2∞V 屯i ! ¥l ( 、を供給するため移動用変圧器を用主主する必要がある。

ロ，エレベータ一関係

エレベーターの巡行効率を高める ため，目的階によりゾーニングされ

るが( 震ガ闘の場合は 4 つのゾーンに別れている) ，各グループとも

その目的以外はその出入口はないのが普通となり ，ζ のために ，目的

階への途中で長時間故障停止した場合の乗客の救出対処も ，重要な問

題である。乙の点については ，設置時において，あらかじめ考慮され

隣接エレベーターにて救出でき るようになっているが，実際の運用に

おいては，細心の注ZSが必要であり，かなりの熟練を要する。

2. 空 気 調 和 設 備 関 係

(1) 室内温湿度調整について

高層ビJ レとなると建物自体が従来の剛構造と違い柔構造となるであろ

うが，外装について も，建物重量の軽減のため，金属ノマネ J レの使用が多

く，またガ ラス函も多くなり ，その結果建物の蓄熱容E が小さくなる傾

向にある。

乙のため，空調において，日射，風速，風向などの外的条件による影

響が大きく ，建物の方位別または高さによる相違の空調コントロ ールが

非常にむずかしい。もちろん乙のようなととは，設計当初より考慮に入

れられそれなりの設備はされているわけであるが，実際問題として日射

の影響は予想以上の値を示している。とく κ 中間期 ( 4 月- 5 月頃， 9  

月- 10月頃) における一部分の日射に対する処置方法は問題である。霞

ガ関ピノレにおいては，負荷変動の激しい外周部には誘引ユニットを配置

し，外的条件11 : 即応できるようにしている。冷水温水のチェンジオ ーバ

ーシステムを採用しているため，夏型冬型 コントロ ールの切替時期の判

断が非常11: むずか しい。

その他高層ビルでは，数多くの空調制御系統を強いられてきており，

勢い，全自動制御システムを採用する乙ととなるだろうが，乙れ らの複

雑化した系統内で故障が生じた場合の対処の仕方については，かなりの

困難をきわめる。

(2) そ の 他

イ，エレベータマシンルームの発熱処理の乙と

おそらく エレベータのゾーニングにより各グループのマシンルーム

は，建物の途中階またはコアがセンタ ーコ アになった場合，その中 lζ

収められる可能性が多い。その際，在来の ビJ レのように屋上外気を用

いてク ー リングする乙と ができ なくなり，個別に単独空調がさけられ

ない。また予備的なものあるいは応急処理のできる方途を講ずべきで・

あろう。おそらく今後エレベータは全自動運転となろうし ，空調器の

故障した場合，制御回路 lζ 悪影響をおよぼし ，群管理運転が四離滅裂

となる。さらに速度制御，着床状態が不良になり危険になる。乙のた

めパッケージなどの空調器の保守，故障時の処置，については常日頃

細心の注意をはらっておかなければならない。

ロ，テ ナント 電気計算機室の補助空調器

大きなテナントでは独自の短気計算機室を持っているととが多く ，計

算機室の室温調整のために ，ピノレ側の冷暖房とは別に補助空調器を設

置しなければな ら ない。保守についてもイと同様細心の注窓が必ｾで ・

ある。

3. 給排水設備関係

高層ピ J レの場合ゾーニングをし ，各階にはそのゾーンを受けもつ高架

水槽より供給さ れるので，おのおのの給水については従来のピルと大差

のない圧力となり ，問題はないと思われるが，しかし地下受水紙fから高

架水槽へ供給する揚水ポンフ。系の中には水圧 20kg/cn I という高圧系統も

あるので，保守についてはとくに注芯が必要である。

とくに記したいのは ，大都市の大気汚染がはなはだしく冷却水の汚れ

は昨今とくに急速度に進んでお り，ク ー リングタワーの水処理の問題は

設計時から考慮し処置しておくととが望ましい。汚れのため コンデンサ

ーチュー フ. のつまりによりパッケ ーヂの運転が不可能となり ，m算機に

まで影響をおよぼした例があるからである。

4. 防災設備関係

高層 ビル設備の特色として防災センタ ーが設置されるとととなろう。

霞ガ関においては，防災 11 : 関する諸設備の遠方操作，監視がととででき

るようにしてあり，防災の中枢部である。煙感知器，熱感知器の受信盤，

非常放送，非常用m話，個別呼出装置，スモ ークタワ ーの操作，避難誘

導灯，非常口灯の操作，非常用 コンセントの監視，駐車場関係の非常の

場合の給排気シャッタ ーの操作，消火機器の起動停止の操作などが乙の

センタ ーの操作キーでできるようになっている。現在，煙感知器の作動

発報から一番不利の条件でも ，その発信場所に到達するに要する時間は

3 分はかか らないようなまでになっている。

ζ れからの高層ビルでは，電気設備に対する中央監視制御室と同様に

防災設備に対する 防災センタ ーは是非設けられるべきものであり ，また

その保守，処置訓練については ，常日頃からの心がけが必要である。

高層ビJ レとなるとスプリンクラー設備はさけられないが，常時天井に

1. 2屯ないし4. 5屯の水をかかえているという乙とは ，不時の放水につい

ては，最大のなやみでもあり，放水時の排水の処理の点は今のととろ全

く不備で・ある 。霞ガ関ピJ レでは; 湿式を採用しているため常時配管内およ

びスプリンクラ ーヘッドまで加圧されており，当初自動笹報装置( 流水

作動弁) の誤動作lζ よりポン プの起動管内圧力が上昇し ，その結果，配

管フランジ部分ヘッドなどの耐圧をおびやかし，出水事故を誘起した ζ

とがあった。これについては ，ポンプの起動方式を変更する ζ とにより

解決した。また煙感知器の感度が鋭敏すぎるための非火災による誤報に

ついても ，その調整修理Iとかなりの時間を要した経験から ，設置場所に

より感度の差のあるものの使い分けが必要となろう 。

以上とりとめなく高層 ビノレの設備運営管理上の問題点として述べてき

たが，乙れらの問題点も事後において何等かの方法を講ずれば，処置で

きる問題である 。しかし計画当初において考慮されていたならば，事故

の発生，困難に対して割高な改修工事などはさける乙とができたであろ

う。乙のほかにテナント依頼工事の問題 として，間仕切の ζ と，電気計

算機用電源の乙と および駐車場管制の乙と ，風害のととなどその他多々

あるが，紙面の点から別の機会にゆずるとととする。最近とくに労働力

不足から ，管理要員とくに清掃営緩関係従業員の不足が目立っている。

設備の自動化は もちろんの 乙と清掃関係についてもさらに手数のかから

ないものを採用していきたいし ，その研究もオ ーナー，メ ーカーともに

進めていきたいと思う。

乙の拙文が今後の高層ビ J レの建設および‘ 管理面において何等かの形で・

役にたてば幸いである。

( ね が み ゅ う じ 三井不動産K K 管理部長)
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大阪( 関西) におりる

高層ビル計画案の紹介

す で に 大 阪7 ー チ ャ ン ダ イ ズ マ ー トピ J レや大阪三菱ピ J レ，ホ

テ J レプラザ，東 洋ホテ J レ，神戸商工貿易センタ ー ピJ レなどが

建 設 さ れ て い る が，大 阪，神 戸 で の 高 層 ヒツレの計画にはどん

な も の が あ る で あ ろ う か 。 以 下 そ の 主 な も の を 紹 介 す る 。

ピ ル 名 称

建 築 位 置

地 波 地 区

敷 地 面 積

建 築 面 積

基準階床面積

延べ面積

容 積 率

構 造

阪 急 タ ー ミ ナ ル ビ ル ( 仮称 )

大 阪 市 北 区 小 深 町 3番 地

商 業 地 域 ， 防 火 地 域 ， 第 6種 容 積 地 区

2 4，OOOnf (阪急梅図駅および新阪急ホテルを含む〉

3，128nf Ｈ 高層 ビ ｊｾ 部分 〉

2，633nf (  

58，910nf (  

5959百〈阪急街回駅および新阪急ホテルを含む〉

鉄骨造 (地上 5 階以上) および鉄骨鉄筋コンヲリート造

( 地上 4 階以下〉

階 数 地よ 17階，地下 4 階， ｾ菩塵 Ｓ 階

jI; さ 軒高 64. 63m 塔屋最高高 74. 9 3 m

用 途 事務所

工期 (予定〉 昭和45年5 月- 4 7年3 月

ビ ル 名 称 近 鉄 上 六 タ ー ミ ナ ル ピ ル ( 仮 称 )

建 築 位 置 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 6丁目 1番 地

地 域 地 区 商 業 地 域 ， 防 火 地 域 ， 第 8種 容 積 地 区

敷地面積 27，409nf (百貨庖部分を含む〉

建 築 面 積 5，995nf (高層ビル部分)

基準階床面積 1，500nf (  

延べ面積 89，3QOnf (  

容 積 率 600%  (百貨庖部分を含む)

構 進 鉄骨造

F竃 数 地上 36階，地下 4 階

高 さ 軒高 140 m

用 途 多目的ピル

工期 (予定〉 昭和46年- 4 8年

ピ ル 名 称 大 阪 デ ー タ 通 信 専 用 局 会 ( 仮 称)

建 築 位 置 大 阪 市 北 区 堂 島 西 町 2番 地

地 域 地 区 衛 業 地 域，防 火 地 域 ， 第 6種 容 積 地 区

敷地面積

建築面積

基準階床面積

延 べ 面 積

容 積 率

構 造

階 数

29，Q30 nf ( 旧商工会後所跡地を含む街区面積〉

18，120nf (街区内全建築面積〉

3，230nf (高層 ビル部分〉

235， 110nf (街区内全延べ面積〉

680%  (街区内全容積率)

鉄骨造 (高層ビル地上部分)

地上 24階，地下 3 階

高 さ 軒高 120m

用 途 電電公社通信サービス用

工期 ( 予定〉 昭和岨年 3 月- 49年2 月

[ 備 考〕 特定街区指定 (昭和45年 1 月29日〉
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阪 急 タ ー ミ ナ ル ビ ル (仮 称)

近 鉄 上 六 タ ー ミ ナ ル ピ ル (仮 称)

大 阪 デ ー タ 通 信 専 用 局 舎 (仮 称)



ピル名称 大阪駅前市街地改造ピル第 3号館 ( 仮 称)

建築位置 大阪市北区曽根崎上 3丁目，中 2丁目

地織地区 商業地主主，防火地主主，第10種容積地区，高度地区

数地面積 10，36001 

建Z直面積 8，492n1 

基準階床面積 2，575n1 

延べ面 積 110，1ω nI 

容 積 率 ＹＶＱ ｾ 巨

構 i量 鉄骨鉄筋コンウ リート進

階 数 地上 23潜，地下 d 階，Jlf鹿 2 階

;a; さ 軒高 86. 0m 港島最高高 判 5m

用 途 事務所，底鋪他

エ 期 未定

[ 備考〕 市街地改造事業 (昭和43年12月都市計画決定)

ピル名称 大阪駅前市街地改造ピル第 4号 館 ( 仮 称)

建築位置 大阪市北区曽緩崎中 2丁目

地域地区 商業地主主，防火地緩，第10穫容積地区，高度地区

敷地 面積 8，410nl 

建築面積 6，6ω nI 

基準階床面積 2，372n1 

延べ 面積

容 積 率

中高 遺

階 数

高 さ

用 途

エ 期

〔備考〕

92，906n1 

明 Ｘ ｾ 届

鉄骨鉄筋 コンウリー ト遺

地上 23階，地下 6 稽，塔屋 2 階

軒 高 86. 0m 塔 屋飯高 高 94.5m

事務所，底舗他

未定

市街地改造事業 ( 昭和43年 12月都市計画決定〕

ピル名称 阿倍野地区市街地再開発ビル ( 仮称)

建築位置 大阪市阿倍野筋 3丁目，旭町 3丁目

地域地区 商業地域，住居地主主，防火地域，準防火地主主，

敷地面積

建築面積

基準階床面積

延べ面積

容 積 率

構 造

第 B種容積地区，第 4種 容積地区

34，4∞nI (高層ビルを含む街区面積)

3，420nl Ｈ 高層ビ ｊｾ 部分 〉

2，1∞nI (  "  )  

99，6∞nI (  

7岨% Ｈ 高層 ビ ｊｾ を含む街区容積率 Ｉ

鉄骨造

階 数 地上 40階地下 3 階

粛 さ 軒 高 160m

用 途 事務所，庖舗その他

工 期 ( 予定〉 昭和47年- 51年

〔備考〕 市街地再開発手法によるスーパプロ ッウ開発

ピル名称 三宮市街地改造事業三宮一丁目西ピル ( 仮 称)

建築位置 神戸市生回区三宮町 1丁目

地域地区 商業地主主，防火地主主

敷地面積 5，引Onl

建築面積 5，850nI 

基準階床面積 1，3アOnl

延べ面積 49，6∞m'  

容 積 率 740%  

構 造 鉄骨鉄筋コンク ート造

情 数 地上 19階地下 2 階塔屋 2 階

】匝 さ 軒高 66.6m 港患費量高高 78. 6 m

用 途 ホテルおよび底舗

コこ 期 未定

( 備考〕 市街地改造事業 〈昭和43年 12月都市計画決定)

大阪駅前市街地改造ピル第 3号館 ( 手前) 第 4号館 ( 右側〉

阿倍野地区市街地再開発ピル (仮 称)

三 宮市街地改造事業三宮一丁目西ピル (仮称)
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都市空間の変容

西 山 知 一

建築構造学と構造技術の進歩K よって，地震国だから高い建物はたて

にくいとされていたわが国にも ，続々と何十階建という超高層 ピルがた

てられるようになった。しかし乙の乙とは，いくらでも，あるいはどん

な高層ビルでも建ててよいかという点について「建築構造」上の歯止め

がゆるく なった乙とを意味すると同時に ，かつてはあまり問題とならな

かったほかの歯どめをより重要なものとして直視しなければならなくな

ったというととを意味する。

かつてわが国では建物は l∞尺= 3 1 mという高さの制限でおさえられ

ていた。乙れは単IL構造技術的な一つの目安として高さに上限をあた

え，また視覚的に都市の稿密化する中心部の建物群の景観に統一性をあ

たえていたというだけの乙とではない。それによって一定の地表をおお

う建築物の容積，したがって床面積 ・生活空間の量がおさえられていた

というととである。 31mといえば. 3 mの階高にすると 10階建ができ

る。建蔽率が 8割だと 8∞必建てられるのた、から ，超高層の時代になっ

ても容積率 8∞ % としておけば昔とちがわないという人があるかもしれ

ない。しかし事実はちがう。高さ 31mで容積率 8∞ 96というダン コe の固

まりのような建物は実際にはつかいものにならない。タバコのハコをた

てるか績にするかのちがいだと超高層建築を説明する人がよくいたが，

そんなものではない。超高層は実は「架空の可能性」を現実化したので

ある。 B∞% でなくして 121∞必となるとさらに地表!C対する生活空間の

集積はふえる。それを現実化するのが超高層建築なのである。

一つ一つの建築だけとしてみると，超高層建築は高い容積率を実現し

うるだけでなく，もっと他のいくつかの利点があげられる。まず第 l に

つみ重ねによって室内空間の開放性をたかめる。簡単な模型で示せば

(第 1 図) .  4 倍につみあげると開放面は 1. 5 倍lζ. 9 倍ICつみあげる

と2 倍にふえる。開放性がそれだけよくなる。第 2 fζ 空地をひろく とる

乙とができる。もっとも乙の空地増加の窓味はかなり限定されている。

それをうまく利用すればす乙し効用がふえるというだけで，実際は高層

建築の谷間のおそろしく非情な空地しか残らないのだから，一般の空地

と同一視できない。排気ガス がとびちってくれるパーキ ングが少 しふえ

2 倍 9ィま

第 1 図 つ みかさねと開放性
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るという意味くらい しかないかもしれない。第 3 は，乙れはあきらかな

利点だが，多量の建築空間がエレベーターという上下交通によって早く，

みじかく ，緊密に結ぼれる乙とになり ，適正規模の大きさのピJ レだと，

一つのコアでサービスが乙とたりる結果，長い廊下が省略できるし， そ

れぞれのフ ロアが自分で独立の玄関= エレ ベーターロビーをもてると い

った利用上の利点もでてくる。

いい乙とばかりならべると乙うだが，しかし悪い乙 とがないのではな

い。まず開放性の向上というが，とれは周辺の建物の上空空間をヨコド

リしてはじめて成立しうる乙とである。乙の乙とは，実は 「天空」とい

うものの生活空間に対しでもっていた意味をそ乙なわせるというかなり

重大な事実である乙とを指摘せねばならない。霞ヶ関 ピルの最上階の展

望台のうち ，皇居iζ 面した方は望遠鏡がそなえつけられてない。ジロジ

ロみるなという乙とだ。しかし望遠鏡や双眼鏡をのぞく 趣味の人聞が最

近かなりふえているし，単lζ レクリエ ーションとしてだけでなく，のぞ

きを専門にしている人間もいる。天空は人間を開放しつつプライパシー

をたもたせる空間ではなくなりつつあるという変革が，ピJ レの超高層化

によって促進されている。人々はいつもカ ーテンの中でしかプライパシ

ーを享受できないという乙とになる。しかしそれは少し文学的すぎる。

さらに，超高層建築はオフィスピJ レ街に多い( 乙の乙とはあとでとりあ

げる) という乙 とで問題にならぬという人があるかもしれぬ。実はそう

でないのだが，乙の乙とについては乙れ以上いう乙とはやめよう。

しかしもう一つ重要なととは，さきにものベた超高層化が，地表に対

する生活空間の「過度集積」を可能にしたというととである。東京は管理

中枢都市として，新全国総合開発計画f C よれば. 1985年までに23∞万nf

の新たな業務用床面積を必要とし ，さらに首都圏には3C別 万の人口 ，市

街地部に 450万世帯の居住地が必要だとされる。しかし，ある推算によ

ると ，現在の東京都の容積率規定でフルにうずめられると ，これらの所

要空間はスッポリ入れる ζ とができるという。そういう 過密都市を形成

する手だすけとして容積率がきめられ，超高層および高層建築をたてる

技術が活用されているとみられなくもない。と ζ ろが，建物の問題とし

てはそれでいいとしても ，都市がそのような容穏をもっ乙 とに対する必

要な手がうたれているのだろうか ? ζ の疑問がとりも なおさず， さき

に「過密都市J というコトパを無雑作につかってしまった理由でもある

のだが，ζ れが実は大変である。容積率 8∞pd の宅地をエンエ ンと配置

するためには，それらの人々にサービスする道路や予備空地などの面積

は相当大きくなければならない。宅地率は5096でも過密状況になるだろ

う。また，大量の生活空間利用者( たいてい居住者ではいなくてそ乙に

働く人) のための大量輸送機関が必要となる。しかしそれらは必ずしも

ととのっていない。にもかかわらず，高層化 ・過密化がすすんでいく。

霞カ関ピ J レl つで 2 万人の通勤者がふえるのをどうさばく のかといわれ

たが，乙ういう種類の対策が適切にうたれないままに，ただ地の利をし

めて建築空間をたててもうければよいという者による建設だけが進む。

乙のような形ですすむ「過密化」が，高層化のはらんでいる重大な 7 イ

ナス面なのである。そういうとそれは建築技術の問題ではないとか，あ

るいは都市計画や都市開発のシステムの問題だなどという人があるかも

しれない。しかしまさしくそとに高層化の問題がかかわっており ，その

乙とをぬきにしては高周化問題はありえないのである。高層建築の問題

はすぐれて都市問題としてみるべきであり ，そとに歯どめが必要なので

ある。乙の乙とをぬきに していると ， トンでもない技術家的狭視野にお

ちいり ，そのう しろでたれかニヤニヤほくそえんでいる御仁たちの思う

つぼにはまってしまうという乙となのである。

いま一つの問題は，さきにもちょっとふれたが，今日超高層ビ、J レが，

少々建築費が高くかかっても建てようとされるのは ，その地の利を得た

場所を極度lζ 利用したい， そこに建築空間を思いきり集積 し，地の利を

フルにいかしたいという乙とである。という乙とは ，そのような地の利

をもっとも大切な条件とする第 3 次産業あるいは第 4 次産業，いわゆる

管理中枢機能の集積である。それらは集中と集積がすすめばすすむほど



より効率高くなる。そのととは，反面そ乙で他の機能，たとえば住居と

いったものの存在をゆるさず，おい出 してい くとい うととにも通ずる。

都市の管理中枢中心は ，多量のホ ワイト カラ ーや労働者を集積して機能

する 空間だが，そ乙から 人びとの住居をおっぱらう。職住分離の強行で

ある。そ のため，乙うしたオフ ィスヒ勺レ街は夜は死の巷となり ，ラッシ

ュアワ ーの片交通という不合理な負担をあらゆる交通機関におしつけて

いく。とのような町づくり ，都市づ くりは ，必然であり 好ましい姿なの

か。かつて資本主義の興隆期には，郊外生活をたのしむ重役や高級サラ

リーマ ンにとって郊外生活と都心への通勤はステータス ・シ ンボルとも

結びついて，乙のましいものであ るよ うにみえた。 しか しそれは幻想で

ある。片交通と死の町，乙れは資本主義のっくりだした都市荒廃の明瞭

なシンボJ レである。乙れをなおさねばならぬ。 f職住近接」 ど乙ろか

「職住結合J ( といっても乙れは都市的スケ ーJ レの話で，家内作業を し

ろというととではないのはむろんである) とそ本当ののぞましい姿なの

である 。

ととろで，今は乙のような要求にあたかもとたえるような ，高層化と

住宅とを結合した f<' ンシヨン」が都市周辺部で建ちはじめている 。立

地的にはた しかに上にいった ζ とと合致している面もみられる。けれど

も内容的にみるとトンでもない。高層マンシ ョンは容積率3∞労から5∞

% くらいの所が一番たちやすいといわれるが，たいてい敷地全面をおお

うようにたてられ，宅地内の空地はあっても建築体にくらべては問題に

ならず，その開放性はもっぱら上階のみ，しかも隣接地の上空空間を借

用して何とかそれをたもっている というものが多い。したがって，乙の

ようなものが将来ふえていくと ，いろ いろ問題がおとってくる。木賃ア

ノマートで入居者が一応つまったとろに南側の空地にもとのアパート K ギ

リギリに接して新らしい木賃をたてるという笑えない例がよくみ られた

が，いまマンションでそのようなこ とが進行しはじめようとしている。

東京ではマンション同志の日照権問題がすでにお乙っている。日本の都

市はかつてヨ ーロッパがもう何十年も前に経験したような，しか もいっ

そうそれを 「高度」にした立体スラム都市になっていくととがハッキリ

予測される。

一方では死の巷，死の ビノレの超高層オ フィスピJ レ( もっともやがて 3

交替24時間稼動という乙とになって，デンキだけは終夜，明々とつく ζ

とになるかもしれない) ，一方ではマンシ ョン ・スラムーーとれが，技

術的進歩であるはずの高層化のゆきつく姿ではないのか ?

それにしても現在の高率の容積率規定は，乙うした都市の過密荒廃化

を促進する大きなテコになっている。乙れを少しで もよくする方法はな

いだろうか。以上にあげたような問題点を基礎に して，容積率規定を，

たとえば 500 96のと乙ろに対して，そのうち 100 96は住居のみに( つま

りオフィス しかたてぬ場合は 4∞ % しかたてられぬ) ，また住居として

は ma x 2∞ % しかたてられぬといった( 乙れを全容積率との関係であ

らわすと 第 2図のような) 規定にかえるとどうだろうかーーな どと議論

をした ζ とがある。

もっとも ，乙 の種の規定はウラをくぐるものがいたり，思わぬっかい

方をして「乙と志とちがう」ような結末になる乙とが多い。その昔，私は

建築敷地をなるべく大きくさせ，総合的な利用を促進するため， 1戸建

にする と空地の効用がへる度合を算出 し， 建蔽率をきめるのに敷地面積

から30nf をひいたあとに X 割をかける という方式を提案した。< r 雄策法規

における空地制限，容積制限の合理化について」新都市1947年 4 月号〉 それが建築基準

法に採用されたけれども ，乙のマイナス30nf は，土地を「有効」 に利用

しようとする圧力によって実質的に無視され，評判がわるくなり ，つい

に最近廃止された。机上の議論で，変な理屈をつけた改良案は失敗する

乙とが多い。だから上にのべた案もあまり アテにはな らぬ。日本の都市

が，めいめいの建設者の世界的 K 評価をうけたエ コノミック ・アニマル

の「エネルギー」によって，と、れだけ乱雑lζ 天K- 向かつて成長していく

か，顕微鋭でキノコの成長をながめるように遠見の見物を している方

が，楽しいかもしれない。町々。 0 970 ・4 ・29)

( 11: しやま うぞう 京都大学教授)

[.00 

900 

800 

700 

600  

500 

4-CO  

300 

ｾｉＺ佐屋用空間 の宰検今
20  t ，n 11 1  ill l1M ' He1. ・r

回

ー司・

200 300 400 500 600 700 ｾ ｏｏ＠ 900 1，000 %  

全体の容積ｾ→

第 2 図容積率の内容規定

A ， Bの線は一応住居用I∞FZ，非住居用 11 : しでもよ い部分10096とし ている が，総容

積率を示す45。の線 11 : 対して若干の傾斜をつ砂る実も考えられる
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小説超高層へのイントロ

富 家 宏 泰

201盆紀後半における科学の発展は目をみはるものであると言われる。

人類はついに月に到后し ，そしてそ乙からの帰還すら自由である。それ

はすべて高度に発達したコンピュ ーターに負うところ大であるといって

も過言でない。

極限まで追求された時間と空間の処理を超短時間にやってのける乙の

人工頭脳の発達によって ，人績は次々と不可能を可能としてきた。 しか

し，月旅行を日常化し ，大陸間を間違いなく誘導するミサイノレが開発さ

れ戦闘配備されている科学の発達と，われわれの日常生活とは余りにも

かけ離れているのである 。辛 じて乙の驚歎すべき科学の発達とわれわれ

の日常生活との接点はジャンボ ・ジェット機に代表される航空機と ，東

海道新幹線ぐらいのものでめろうか。いや20位紀前半になかったものに

テレビがある。テレビは もはやわれわれの肉体の一部，視聴感覚の完全

な一部となってしまった。今 日ジャンボ，新幹線，テレビ，月旅行，い

わゆるシステム工学と称する ものに，よう や く仲間入りしようとしてい

るものに，わが国の超高層建築がある 。1960年代のはじめ，わが国の建

築界に突如として，超高層建築の昭がやってきた ，と言われる。コンピ

ューターの発達は，見事に超高層建築における構造計算を可能にし ，シ

ステム工学を完全に利用して，日本は堂々と世界の超高周建築界に仲間

入 りをしたのだ，と言われているのである 。

われわれは科学の恩恵だけを受けておればよいというものではない。

コンピュ ーターという怪物の正体を ，もう少し冷静に見届ける必要があ

るし，コンピュータ ーを駆使する人達はもっと謙虚に，その本質をわれわ

れに教えなければな らなし、。何でも，すべてのものがコンピュ ーターによ

って解明されたかのどとき錯覚をわれわれ大衆はもつものなのである。

わが国における超高層建築は現実の問題として，すでに自の前に立派

に存在し ，また一階でも，ー米でも高い超高層建築が続々と計画されて

いる状況である 。本当にわが国の超高間建築は突如としてわれわれの眼

前に実現したのであろうか。少なくとも，他のシステム工学と違って全

く突如として実現したのが事実であろう。わが国の建築は近代建築のれ

い明期を関東大震災という大きな試錬に出鼻を鈍かれた形で迎えたので

あった。建築I C . 対する構造的な制約，規制，法規などは，未曽有の災害

を契期として，当時，構造学者によって強くリ ー ドされたととは言うま

でもない，学問的にもこの試錬をうけた時期がわが国建築構造学の第一

期全盛時代であってみれば当然の乙とと 言わなければなるまい。鉄筋コ

ンクリー卜構造に対する，ラーメンの解法が工夫され，鉄筋 コンクリ ー

ト構造計算の手法が系統化さ れつつあった時代である。耐震構造に対す

る諸理論が展開されつつあ った。そして，そのうちの一部の理論が，法

制化され，金科玉条の構造法規，構造計算法として以来弘世紀の間日本

の建築界を支配する乙とになるのである 。歓を忘れたカナリヤという童

謡があるが， 日本の建築家は，全く重剛な ， 問IJ 精進理論の制圧のもと

で，まるで小児まひの小供のように . 31 m以上背延びする乙とをゆるさ

れなかったのである 。それではなせ‘ 突然にわが国に超高間建築が出現す
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るのであろうか。法制上，容積地域の制定によってそれが可能になった

などという ，実IC馬鹿々々しいたわ言を言う人がある。それなどは論外

としても ，本当の所，どのあたりから政治が学問をゆさぶり始めたか，

という乙と はきわめて興味深い乙とである。だれかが，日本に超高層建

築を建てよう ，と言い出したのである。そして，それはきわめて政治性

の強い力であったはずである。学問と建築法規をおさえていた権威が，

強い政治力に屈 したのか，あるいはそれに迎合したのか，日本の空には

それまで3 1 mしか建てられなかった建築が，急に 10倍のi高さに延び上 る

のである。月旅行にしても，ジャンボにしても ，新幹線にしても ，シス

テム工学と l コの手順をふまえて目をみはる成功を納めてきた。ひとり

わが国の超高層建築だけが全く突如として10倍の高さに飛践し得た秘密

はど乙にあるのであろうか。コンピュ ーターの開発が，日本の超高層建

築を可能に したという俗説を信じる人が案外多いのに驚かざるを得な

い。相当な玄人でも ，そう思っているのだから全く始末に惑い。コンピ

ュ ー タ ーは計 算の手段にすぎない。肝腎なのは趨高ｾ建築を可能にする

構造学的発想であり ，思想であるはずである。

乙の理論的発想が戦前すでに立派に存在し，論争されていた乙とを知

る人は案外少ないのである。今日は別として，当時の学問の主流から遠

ざけられていた理論であったはずである。乙の発想，乙の理論の展開な

くして，今 日のわが国の超高間建築は存在し得ないのである。

私は建築構造学については門外漢であり ，まして在学中それは一番苦

手とする学問であった。しか し不思議な乙とに終戦の昭和20年から27年

まで，一番苦手なはす、の構造学の教室の御世話に相成ったのである。世

の中が，超高層建築の超の字も言わないうちに，すでに戦前からの超高

居建築論者である棚橋先生の座談の中I C . . 超高賠浬論への熱い情熱を聞

かされたも のであった。

眼明き千人盲千人という 言葉があるが，建築の世界などは眼明き 10人

盲 l 万人という方が当たっているかも知れない。まして超高居建築が一

つの企業の成果として今日あるがどとき錯覚を与える乙とには，私は同

意しかねるのである。私は平常に日本の超高間建築の出現は今世紀の怪

談の一つだ と思う。一般の人々は何の関係もない乙とかも知れない。現

実 lζ ，超高層建築はそびえ立ち ，また続々 と建築されつつあるのだから。

しかし ，私はまだだれかが忘れてしまわないうちに ，乙の発想、から出現

までの歴史を正確に調べておかなければならないと思う。

「超高層の云々」という映画が作られ，テレビでも放映された乙とが

ある。それはフィクションであろう。しかし，思想とか，学問的発恕は

誤り伝えられではならないと思う 。だれかがやらなければならない。私

には建築設計という本来の仕事があるが， 私の生泌の仕事のーっとし

て，日本における超高間建築誕生の秘密を明らかにしたいと思ってい

る。それは大変むつかしい仕事であると覚悟している。

しかし私はやらねばならない ，それは私の青春のー頁にもつながる ζ

となのだから。 ( とみいえ ひ ろ や す 宮 家 建 築 事 務 所 所 長 )

e  



ある 『天の邪鬼』の告白

超高層建築随想

鷲 尾 健 一

編集部から . i  ( 超) 高層建築随想」という題が与えられたが，わた

しの専門ではなく ，また，よくは知らないから ，お断りしたかった。し

かし ，先頃，日本建築学会近畿支部主催の「高層建築」講習会に引張り

出された乙ともあり ，わたしは，狙われているらしい。

たしかに，わたしには ，門外漢の癖IC. 自分の専門以外のととに ，よ

し批判めいた口をきく惑い癖がある。しかし，実は ，わたし自身にと

って， 乙れが，一つの良い修業なのである。自分の専門の ζ ととなる

と，とかし先入観にとらわれて独断IC走りやすいが，あまり知らない

方面のととを ，あれ乙れと一生懸命考える時には ，そんな余地はなく ，

おかげで，頭は軟かくなるし ，テーマとの取組み方も正攻法IL近ずくよ

うに思えてならない。と乙ろが，そうして考えた結果を確かめようとし

て，その道の方々に ，無援にも ，議論を吹きかけて，ど迷惑をおかけす

る乙とが多いが，それは，ただそれだけの乙とであって，門外漢の無責

任な放言の気安さを楽しむといったような不心得な気持など，毛頭な

い。時によっては ，そのような放言が，と‘なたかのお役にたっていると

しても ，それは，万が一の予期しない結果であり，ただただ望外のしあ

わせというよりほかはないようである。

×  ×  ×  

わたしは，大勢に身をまかせたり ，流行 IL便乗したりする乙とは ，あ

まり好きではない。むしろ ，嫌いだといった方が，ほんとうかも知れな

い。外国では乙うだからといわれでも ， 自分が考えたり判断するため

の，単なる一つの材料 ・情報として受取っておきたい。いわゆる超高

建築のサンプルが一つ日本にできたとしても ，わたしには，すぐ ，似た

ようなものを，似たような方法で手がける気にはなれない。単なる真似

は，自分の自主性を棄ててしまったようなものであり ，その，自分が居

なくなってしまった感じが，わたしには，績でたえられない。頑固な話

だが，たとえ其似をするにしても ，是非，自分自身が納得し てからにし

たい。そうでないと ，その結果 IC. とうていi!I 任が持てないような気が

する。ととろが，納得できるまで検討し ，考えてみようとすると ，超高

層建築には，あまりにも重大なととが多過ぎて，わたしなどには，手出

しの余地がないらしい。ただ，大方針がきまり ，仕事が始まってしまっ

て，もう後戻りのできない時点で，その一部についての意見を求められ

たので・あれば，あるいは，仕方なく ，知っている乙とや考えつく ζ と位

は，申し上げるととができるかも知れないが。

×  ×  ×  

わたしは，小学校時代から ，資任のとれる，自主性のある決断と行動

を育てるようにと鍛えられる一方，その行き過ぎから生じやすい，ひと

りよがりの早合点癖をなおすようにと ，喧しくいわれたせいか，つとめ

ではやる気持を押えて，十二分IC点検し ，落ちがないかどうかと ，ふり

かえって見る乙との万に ，より大きい価値を認めたい。だから ，飛践し

た新しい乙とを見せつけられでも ，それに感心するよりも ，むしろ ，大

丈夫かいな ，落ちはないかいななどと，アラをさがす人達に興味が湧

く。良さそうな感じはしても，何処ICどんな落ちがあり ，それから ，ど

んな結果が出て来るかわからないようでは ，安心できない，検討してみ

て，何等かの隙間が残っており ，論理的につながっていない乙 とがわか

ったら ，そ乙については，と‘ んな欠陥を含んで、い るかわからない という

乙とだから ，仕事を進めるにしても ，それらに関しては，それらがノ、ツ

キリするまで，疑問符をつけて保留し ，警戒しているべきものと ，わた

しは考える。

そのように考えると ，われわれの誇りとする ，いわゆ る超高層建築の

耐震設計法ですら ，病人を調べ，死体を解剖して ，基礎的な研究を狼気

よく積み重ねているのにくらべて，われわれの場合は ，あまりにもデー

タ不足で見劣りしないだろうか。だから，先輩の立派な折角の御業綴lζ

対しでも ，何等かの限界があるものと保留をつけておかないと ，あるい

は，社会 IL対してだけでなく ，その先輩K 対してさえ ，ど迷惑をおかけ

するような結果になりかねないのではなかろうか。だから ，小さい建物

でもよいから，似た性状を示しそうなのをさがして実測を重ね，また，

; ; $ : 物を建てて見て，皆でよく調べたりしながら，ぽつぽつと普及してい

くべきではなかろうか。ただ困る乙とは ，丁度都合のよい地震が，都合

のょいと きにやってきそうにないととであるが，それに して も，われわ

れの周聞によくあるように ，成品を先lζ 出してし まい ，事故が起ってか

ら，あれは「欠陥 x xJ だったんだとか何とか，ロで誤魔化してしまう

ような乙とでは，技術者としての社会的責任をと らぬものであり ，その

存在価値を疑われでも，いいかえすすべちなさそうであり ，少なくと

も，わたしには，たえられないととである。

×  ×  ×  

「ア ラさがしをして，落ちのないようにしよう。」という と， 創造す

る先覚者の後からついていく者だけの心掛けのように聞 ζ えるだろう

が，先頭κ 立って新しい創造的な仕事をする場合でも，それ以前のもの

を批判する度合がきびしいほど，新鮮な良い知恵が湧いてくるものと，

わたしは考えている。もちろん，乙んな乙とさえ判っていないのかとい

うのも ，乙の過去に対する批判の一つである。だから ，わたしは，乙う

したらどうだろうかといった程度の単なる思いつきは，仕事の出発点IC

乙そなれ，責任の持てる結論などとは， およそ程遠いものといいたい。

乙のような考えかたのわたしだかる ，なぜ世間でワ イワイと高層建築

ずいているのか，しかとはわからないし ，また ，それでよ いのかし らと

も思う。例えば，高層建築物は人間を一個所へ集中させるはずだが，そ

れを皆で競争して建てたら ，われわれの都市や，また ，われわれ人間の

生活は，どんな乙とになるのだろうか。そんな乙との方が，案外，重大

な先決問題ではなかろうか。そう考えると ，どうもあらかじめ考えてお

くべきととが多そうである。超高層建築を讃美する色々な言葉を聞く

が，正直なと乙ろ ，実は，高い建築を建てられないはずはないから ，一

丁やってやろうか とい うような ，単な る「山があるから登るんだ。 J 式

の熱情に駆りたてられた結果だったとい うよう な乙とでは，大変であ

る。それで，関係者の気持は晴れるかも知れないが，日本の社会の方は

大迷惑という乙とになりかねない。 i 日本人は，どうも ，自分の乙とだ

けしか考えない。」とのアメ リカ人新聞記者の言が当っているとすれ

ば，ま乙とに残念な ζ とであり ，また，簸でもある。

×  ×  ×  

およそ ，仕事は未来l L 向かつてするのだかる ，たとえ . 7' ) レ7' ) レ先君

を真似たとしても ，その結果がどうなるのか，実は，わからない。前と

同じだからと ，単純に因果律にまかせきっているわけにもいかない意味

があり ，その決断lζ 当つては ，いつでも，何等かの程度冒険であり ，ま

た，創作である意味を含んでいる。それでも仕事をしなければな らな

い。乙れが，技術者の，そして，実は，社会的集団生活を し，何等かの

程度において社会的責任を持った行動をしなければならない，われわれ

人間そのものの運命でもある。われわれは，平素，あまりにも無反省 lζ

暮し過ぎてはいないだ、ろうか。厳しい反省と自覚! C : : 基づく決断. そし

て，行動が必要なのではなかろうか。

( ゎ L45 けんぞう 大阪大学工学部教銭〉
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アメリカ高層ビルの印象

田 中 重 雄

本年 2 月から 3 月にかけて，米国の高庖事務所建築を視察する機会に

恵まれた。西海岸，南部，東海岸とミシガン湖畔! C，九つの都市を約20

日間で駆けまわる旅程であった。編集担当のおもとめにより ，全般の印

象と，近く峻工予定のビルのうち特徴のあるものを ，次! c ど紹介する。

ヱンパイヤ ・ビノレ建設以来40年ぶりの超高層建築として，ジ ョンハン

コック ・センター( シカゴ) の完成と ，ワーノレドトレードセンタ ー ( ニ

ューヨーク) の工事進捗が，まず現時点で注目される。新らしい超高層

ビ、J レへの設計施工の 10数年の努力が，今や開花しつつある乙とは ，すで

にと承知の通りである 。

乙のほか，私どもの立寄った九つの都市では，いずれも相当数の高層

ビj レが現在施工されている 。特! と南部の都市の発展は，目ざましいもの

があり ，また旧埠頭やスラム等の市街地再開発事業として，実施されて

いるものが，各都市とも目立って多かった。

全般的! c 見て，最近の高層ビノレ建築を10年前のものと比較して，アッ

と驚く乙との少ないのは，他の産業の飛躍的な進歩にくらべて，少々寂

しい乙とである。建築産業と事務空間のあり方の宿命であろうか。新ら

しい方向のものとしては. 構造計画と平面計画における二三の試みや，

再開発 lζ 伴なう職住合築の傾向，人工地盤の扱い方などに見られ，いず

れもわが国の数年後の姿に通ずるものと思われる。

図 1 J OHN HANCOCK T OW1: R  ;n BOS T ON I. M. Poi  役者十
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構造の方面では ，R C造の実施範囲が，在来より高層になっていると

とである。元来地震力のとり方が西海岸においてもわが国の% 程度に軽

減される国柄のため ，R C造が30F程度までは慣用されてきた。 ζ れが

近年はベ トナム戦争の影響か， 30F から50F まで範囲が広がったようで

ある。 ζ のあたりの階数が，想定の水平カと自重を考慮した R C造の限

界であろうか。

次lζ S 造では ，1∞F を超える高層の場合には，底面積との関係で，

結局中央 コア一部分にはよらないで，全外壁部分 IL : 風の水平力を負担さ

せる乙とになり ，ジョハ ンコック ・センターに見 られる大胆な斜材の活

用や，ワールドトレード・ センタ ーに見られる鋼の篭のような形態にな

ると恩われる。

このほか，新らしい試みのーっとして，約20年前に 1 1  T の修士学位

論文で，メ イロン ・ゴーノレドスミス氏により提案された R C迭の高層ビ

ノレ計画案の考え方が，陽の目を見ている乙とも注目される。乙の計画

は，構造的 IL : 数居分の空間を大きくまとめて構成し ，その中 lζ プレハフe

的な手法で数屈のユニット・ スペースを充填する型式である。乙の考え

は，わが国でも考えられていたが，今後発展するととが予想される。

平面の型式については，全般にセンタ ーコ アー が大多数を占めてい

る。モデュ - 1レは 1. 5 m前後のものが圧倒的に多いが，空間の使用状態

は必ずしもモデュー J レに合致しているとはいえないものが見受けられ

る。基準階でレンタル比を向上するための試みは， さらに成果を上げ

て，室内空間の奥行が平均10 m前後であったものが， 15m前後に増大し

ている。そのため， コア一部分特にエレベータの空間を ，いかにコンパ

クトに処理するかに，新しい試みが採用されている。

その一つは，ワールドトレード・センターなどに見 られるスカイ ロビ

ー・ システムによる エレベータ ・バンク群を上下に積み重ねる方法で，

乙れによって コア一部分面積を大幅に縮少することに成功している。

また ，エレベータのケージを 2 階建としてピノレの 2 居分を同時にサ ー

ビスするダブルデッキエレベータ・システムも研究されている。乙の場

合には，奇数層のものは 1 F から ，偶数階のも

のはM 2 F から，閉じエレベータを利用する乙

とになる。乙んどボストンで着工されたジョン

ハ ンコック・タワーは ζ の方法で設計 さ れ ( 図

1 ) ，また本年 4 月竣工のタイム & ライフ ・ビ

J レ( シカゴ) では，すでに実用されていた。

乙のほか，鉄骨の耐火被夜や，コ J レテン鏑の

扱い方などについても，二三の新案が見られた

が，乙れらは次の項でふれる乙とにする。

us スティール・ピル ( ピッツパ ーグ)

設 計 者 ハ リ ソ ン & ア ブ ラ モ ヴ ィ ッ ツ &

アベ設計事務所

構造設計者 スキリング，へ J レ，クリスチャ

ンセン，ロパー トソン構造設計

事務所

ピッツパーグ市のダウンタウンは，市章にも

使われたゴールデントライアンクソレと称する三

角形島状の地形であるが，乙のピノレは不整形敷

地の関係、もあって，正三角形を平面計画のモチ

ーフにした，市中最高 (255m) の，モニュメ

ンタ J レなオフィスビソレである。地上64F のうち

34F ・63F ・64F を設備機械室としている。地

下には ，鉄道が繊切っているため，エレベータ

6 パン クのうち ，4 パンクは地下にピット がと

れないので，エレベータホー J レをM 2 F  にとっ

ている。 B 4 F のうち 3層分には 650台の駐車

場が，B  1  F には 320席の講堂，展示室，カフ



エテリヤ，設備機核室がある。延面積は295，4∞or . 総工事費は396億円

といわれる。

基準階は，無往事務スペース(13.8 m X 69. Om) が，中央の正三角形 コ

ア廻りに 3 つ集まったプランである。柱は，外窓面から 0. 9m離し ，3  

F どと に大梁と接合して 3 F 分の鉛直荷重をまとめて支持し ，コアーと

緊結 して建物を一体にしている。外側の柱と大梁は ，コ ルテン鏑ボック

ス型のまま架構を露出 し，外観表現に使っている。架構の熱伸縮格差を

少なくし，かっ耐火のために，ボ ックス断面の中 IL:不i東海j入りの水を，

20F どとに循環させる試みを行なっている。 3 F を 1;構造単位としてい

るので，その聞の外装仕上材の大型ユニ ット 化ができ ，3  F  1ユニ ット

としたus スティー J レの自社製の コルテン鋼パネルを工場生産し ，現場

ポJ レト締め取付けとしている 。現在施工中で，本年 8 月lζ 使用開始の予

定である。( 写真 1)  

タイム& ライフ・ピル( シカゴ)

設計者 ハリィウィース設計事務所

R C造，30F ，外柱は 9. 2m間隔で 3 スパン X 7 ベイ ，中央に コアー

を配し水平力を支持させている 。床はワッフルス ラプ版を使用して， 階

高を3. 65mlL : 縮めている。基準階床面積は2，oooof ，延面積は66，oooof ，

工事費は75億 6 千万円である 。

外装材，サッシュ枠はコ J レテン鋼を使い，窓

ガラスは外装と色認を合わせて，ブロンズ，メ

タJ レコーテイング，ガラスと透明ガラスのペア

ガラスを使い，シカゴの厳寒条件をみたしてい

る。事務所面積を増すために ， ダブルデッキ

エレ ベータ ・システムを採用し，コア部分を小

さくしている。 l F エントランスホールを入る

と，奇数階行きと偶数階行きの エレベー タ ・ホ

ーJ レを，半階分上下iζ 分けている。現在，朝夕

のラッシュ時，昼食時のみ，夕、、 7' ; レデッキ迩転

を行なっている。工期は 2 年 4 カ月で本年 4 月

竣工予定である。( 写真 2 ， 3)  

ワン・シェル・プラザ ( ヒュ ーストン)

設計者 S ・0 ・M ・シカゴ設計事務所，ウ

イJ レソン ，モ リス，クレイン，アン

ダーソン設計事務所

血写真 2

現在，高層階の コンクリ ー卜打が行なわれており ，R C造建物では世

界最高 (213m) になる予定である。地上47F ，地下 4 F である。 B

2 ，3 ，4 F IL:は ，360台の駐車場，倉庫， 設備機械室があり ， B  1  F  

lζ は商庖街を配して，隣接のビルと地下道で連絡している 。地上階は，

l F はエントランスホーノレ， 2  F は銀行の営業スペース，45F はクラ

ブ，46F はレストラ ンと展望台， 47F は設備機械室で，その他の階は事

務室である。基準階床面積は 2，440rri' ，延床面積は 147，(に1Orri ' である。

外部には ，外装材トラパーチン仕上面で 0. 6m幅の柱列を 1. 82mごと

に並べて耐力格子とし ，水平カにも耐えうる。 R C造で自重が大きく ，

下層階では外柱断面を外側 IL: 増や し， 特にコアーに対向する柱群ではさ

らに増大 して構造の処理を行な っている。そのため外観からの柱列は ，

垂直方向を強調した波型のリリ ーフ となり， ユニー クな構造美となって

いる。内部のコア ーは，現断力を分担し ，柱は 11m聞に入っている。コ

アーと外柱列間隔は 11. 8 mである。乙の R C構造シス テム によって，在

来の S 造ピJ レより も20%のコストダウ ンに成功した といわれる。本年10

月竣工の予定である。(写真 4 ， 5)  

( たなか しげお阪大林組役針郎長〉

A 写真 4

V 写真 3 V 写真 5

血写真 1 ｕｓ スティーＩｾ・ピル Ｈ ピッツパ ー グ 〉 写真 2 ，3  ＧＩＱイムＦライフ・ピＩｾ (シカゴ〉 写真 4 ，5 ワン・シェル・プラザ ( ヒューストン〉
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超高層随想

佐 野 正 一

19世紀の末期，日本の明治中期から米国では高層建築がはじまり 1930

年( 昭和 5 年) 乙ろまで， ニュー ヨークをはじめ主だった都市でスカイ

スクレーパー競争がつづ司く。ウー J レウォースビJ レ ( 55階) ，シカゴトリ

ビューンビノレ (33階) ，クライスラービル σ 5階) ，エンパイアステート

ピル (1位階) ，ロックフェラセンターヒツレ (70階) ，などは当時アメリ

カの顔であり新らしい国アメリカの文明の高さを象徴していた。スカイ

スクレーパーを摩天楼と訳した日本では，速い国で起った驚くべき現象

と受取られたようだ。

1945年( 昭和20年) ，第二次世界戦争が終り戦争時代の空白を急いで取

り戻そうとするように各国が都市と住宅の建設をはじめた。と乙でも，

アメリカは各国 lζ 率先して超高層のあたらしいピJ レを続々建てはじめ

る。 1950年国連ピル， 1952年レパハウス， 1958年シ ーグラムヒソレ， 1961年

チェスマンハッタン銀行ピル，など例をあげればきりがない。初期の摩

天楼時代の企業の力くらべといった背景の代りに，国力の安定したアメ

リカ社会の経済と技術の産んだ自然な経過を感じさせられるのである。

ピノレの姿はセ ットパックのない単純なものになり，カ ーテ ンウオ ール

やプレファプの技法が取り入れられ，地上はプラザとして市街に結ぶ手

法がそれらに共通した点だが，個々のピノレごとに構造の考え方もデザイ

ンの考え方もかなりの幅があって，固定した特徴を整理して見つける ζ

とは難かしい。しかしそういった多様な在り方ではあるが，全体として

アメリカの風土に生まれアメリカの都市の中核をなしている超高層 ビノレ

は，乙ういうものだというものカ三そ ζ にはっきりあるように，思う。

戦前超高層ビJ レと無縁だったヨーロツパは戦災のきびしかったととも

あろうが，超高層ビJ レの出現は相当選れた。 1958年西ドイツに 7 ンネス

マンヒ勺レ， 1960年イタリアにピンリ ピル，同年西ドイツにテ ユツセ ンピ

J レが建ち ，各地lζ 続いているが，アメリカとは趣きの違うものがある。

アメリカのように数は多くない。乙の相違は一つには，アメリカとヨ ー

ロッパ諸国の経済力の差に原因があろう。 アメリ カの経済力の発展は都

市機能の更新をつきあげ，陳腐化した建物や街区を惜しけもなく解致し

て，ζ れに代るものとして超高層ビルが登場するに対して，経済的，歴史

的に制約の多いヨーロツパでは市街地再開発は ヒ勺レと住宅を含めて，主

lζ 市街の周辺部に進行した事情を併せ考えてみる必要があろう。 30階を

越えるような超高層ビルには伝統的に批判的な空気も強いようだ。か り

にヨ ーロ ッパの先進国がアメリカと同等の経済力を持ったとしても，ア

メリカの超高層ビノレのゆき方はとらないので、はないか，私はそう思う 。

現代社会で都市の機能はいよいよかけがえのない価値をもってくる。

都市の人口集中，その巨大化は避けようもない。そ乙に都市の立体化と

高能率化は必然とされる根拠がある。しかしそれだけの理由では建物の

超高層化と巨大化を決定的に選ぶ乙とはできない。同じ都市空間を構想

するとして，いくつかの進め方にわかれでもおかし くはない。アメリカ

的な構想もあれば，またそれとは途った構想もあり得るわけだ。

日本はどうだろうか。 1968年( 昭和43年) 最初の超高層ビルが東京に

建った。それは永年の日本建築界の課題の一つを解いたもので意義深い

ものだ。アメリカの超高層にくらべると実現は大分遅れたが，乙れは問

題ではない。はたして乙れから後の日本の都市がそれにならって一挙に

高層化の方向へゆくものか否か，乙れは私としては大いに異議がある。

日本の社会， 日本の都市にはあまりにも未解決な問題が多いからだ。問

題を残したままで技術的な解決を一つ示したというようなかたちで日本

の超高層ビルは実現したが，実現してみてやはり受入れるだけの準備が

日本社会全体に充分できていなかった感じが深いのである。日本はいま

経済大国 lζ 成長しているが，高層建築をめぐる社会環境としては1匁0年

代のアメリカに似た低さを残しているのではないか。

( さの しょういち K K安井建築設計事務所社長)
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超高層と環境

山 中 子L

環境との関連において建築が評価される時代がはじまっている。また

それを可能にする技術的，経済的条件も着々と整備されつつある。

超高層建築は，乙の環境を重視する時代の建築群の中でも，もっとも

大きい影響力をもソといえる。

過去数十年にわたって，効率の時代といわれてきた。土地の利用率，

有効率，収益率，資金効率，などの数字が紙上で綿密に検討され，論じ

られ，乙れらの数字によって計画の適否が決められてきたといっても，

過言ではななかろう。 ζ れらの数字を重視するのあまり ， ややもする

と，その建物の中で生活する人間のあり方については，機能面にポイン

トがおかれ，情緒的な人間的な函についての綿密な検討は ，忘れられが

ちの時代であったともいえよう。

高さの限度 (31米) の範囲内で10階を可能にし ，5 庖におよぶ地下階

をもった建物が，技術の進歩の成果として，また高い土地利用率を誇る

建物として，実施されてきた。

超高層建築を可能とする技術と，容積制による高さの限度の撤廃は，

在来の建物の構成方法に根本的な変化を与える原動力となった，すなわ

ち，不整形の敷地にそった外壁線は意義がうすくなり，大スパン上 lζ 小

スパンの構造をのせる無理な構造も少なくなり，地下室よりも地上部に

対面積をとる坊向をとり，建物の機能に適した構成が無理なくできるよ

うlζ なっ fこ。

超高層建築は，人間の求めるよい環境をつくりだす大きい使命をもっ

ているといえる 。またとの観点から超高層建築は評価されねばならない

だろう。

乙の環境の時代ともいえる現在，建築のあり 方については多く論じら

れ，そのための手法についても多くの提案がされている。環境設計のた

めの新しい概念をまとめ，そして空間の構成ならびにその秩序づけのた

めのシステムを開発し確立するととが大切である。しかしそれらの多く

の提案の中で，環境に最も大きい影響力をもつものは，やはりスペース

空間であろう。

都心lζ 設けられた広場，広場に面 して設けられたピロティ ，地下に緑

と太陽を導くサンク ンガーデン ，人工台地による人と車の動線の完全分

離，自動車の処理を円滑にする構内道路，建物を高層化する乙とにより

都心に生まれたのびやかな空間，大きい吹抜けをもっ高い天井の室内空

間など，乙れらはすべてといってよいほど，超高層建築に，より自然な

かたちで，経済的にも無理なく可能となった，よい環境をつくりだすた

めの手法といえよう。

環境のあり方いかんが文明の進歩を決定づけるともいわれている。乙

のよい環境をつくりだすリーダーとして，超高層建築はあるべきである

し，またその期待に応える十分なカをもっている。

超高層建築の実施例はまだ数少ない。しかし計画中のものは相当数を

さいている。とれらの建物がすべて，これからの環境の時代における建

築のありかたを，具体的に示すよき模範であってほしいと願う。そして

本当の意味での高い経営効率をもった超高層建築がよき環境づくりのた

めに実施されるととを期待したい。

( やまなか とおる K K竹中工務庖般針郎長)
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設 備 部 門

高層ビルにおけるエレベータ群管理運転方式と基本計画

1. 輸送計画自動選択群管理全自 動方式

(gr oup supervi sory operat orl ess  sys t em wi t h 

aut omat i c pr ogr am sel ect i on)  

上記の名称は日本エレベータ協会が決めた群管理方式のうちで，もっ

とも高級な運転方式の正式名である。

建物が高層化するに伴ない，エレベータの停止数，昇降行程はしだい

に増加したので，必然的に運転方式も能率のよいものがアメリカで開発

された。国連事務局ピ J レ，アルコアピル，チエ ースマンハッタン銀行ピ

J レ( 地上61階) などは，いずれも 1950年から61年にいたる第 2 次世界大

戦後の第 2 期超高層ビル時代の産物で，もちろんとれに設備されたエレ

ベータは群管理方式のものである。日本でも乙の時期に完成した東京住

友ピル，大阪新三井ヒリレ，関西憶力本社ピル，新住友ピJ レ，新阪急ヒリlノ

などは ，いずれも群管理方式のエレベータである。

その後コンピュ ータの発達とその応用はエレベータICも波及して，今

日の完壁に近い輸送計画を自動的に選択する群管理方式のエレベータが

実現し霞が関ピル，最近完成の世界貿易センターピル，また関西では神

戸商工貿易センタ ーピルなどの超高層ビルにその効果を発揮している。

乙の方式は機械室

またはかど床下にあ

る自動荷重計量装置

とζ れに関連する多

数のリレーおよび

子計算機によって，

時々刻々のかどの乗

客数，昇降方向の停

止数，乗場の呼び数，

素通りする階数など

を記憶して，その交

通状況にもっとも適

した輸送方式( トラ

第 1 図

‘  

フィックパターン)

を選択して自動運転をする。すなわち，いかなる熟練運転手よりも正確

な理想的な遂転を自動的に行なうのである。

パタ ーンの種類は大別して，アップピー ク，バランス，ダウンピーク，

オフアワ ーの4 つであるが，普通，なお細分して 5 - 8 パタ ーンとし建

物の使用目的や交通量などに応じて，もっ とも適したパタ ーン数を選ぶ。

一例として，出勤時のピークが特にはげしい大事務所ビルや専用事務所

ピルIC用いる Bパタ ーン方式のプロックダイヤグラムを第 1図に示す。

エレベータの運行は計画通り自動的に動いても，乗降するのは人間で

あるから，次の機器の機能や配列に充分な注意が必要である。すなわち

i  ホールランタン . 自につきやすく ，表示する信号が乗降客に速く確

実に通じるため，乗場出入口の上部か側上方lζ 設け ，かどの到着ーに先立

って点灯しチャイムを鳴らす。

ii 行先階表示盤 : 高層 ピルになると ，乗用エレベータは10数台から30

台にもおよぶので( 霞ヶ関ピル29台，世界貿易センタ ーピル22台，神戸

商工貿易センタ ーピル11台) . 数組のグループに分割サービスするのが

一般で，サーピスする階床の表示を乗場入口に明りように示す乙と。

木 村 武 雄

iii ホールボタン. タッチボタンをエレベータ各台どとか. 2台どと に

設けて乙れを関連させ，どれかに触れると他のボタンも同時に点灯 して

二度押しを省略する ζ と。またボタンは大形で自につきやすいものがよ

い。

i v かど内操作盤; 乙の用途のエレベータのかどの戸は中央聞きである

から ，定員17人以上のかどでは出入口の両袖に正副の操作盤を設ける と

とが望ましい。ボタンは点灯式のタッチ ・ボタンで押しやす く見やすい

大形にすべきである。

以上 i ........ i v の機能と配列の良否は， 自動群管理式エベータでは直接

運行効率lζ 大きな影響を与えるものである。

2. エレベータエンジニアリングより見た基本計画

エレベータは機械，電気，建築の 3技術が三位一体となって初めて高

い評価を得る機械で，高行程，高速度エレベータについては特に必要な

乙とである。

(1)  積載荷重と昇降速度

一般事務所用エレベータ (10- 15停止) のものより大容量のものが適

当で. J I S A  4301 改正案で示すもの，すなわち

記 号 積観荷量( kg) 最大定員〈人)

P - 17・c o

p ・20・c o

p ・24・c o

n

'

n

υ

a
a
T
 

1

2

2

 

切

切

ω

1

3

6

 

1

1

1

 

のうちから選ぶのが適当である。また速度はエレベータの定格速度が急

行区間で充分生かされ得るような値を選ぶべきである。 下表はその参考

例である。

サーピスする最高階

昇 降 適 度 目/ mi n

15- 20 

210 

20- 30 

240 

30- 40 

300 

- 15 

150 

下層階は150. 中層階は210か240. 高層階は3∞m/mi n を用いるのが

一般である。

(2) 巻上機械の種類

もちろん直流可変包圧ギヤレス形で， ローピングは速度 180 m/mi n

までは 2 :  1で，それ以上の速度には 1 :  1が適当であ る。

(3)  操作方式

輸送能率を最高にするため当然前項 l に記した輸送計函 自動選択群管

理全自動方式を採用する。

(4)  制御機器

高速になるほど加速距離は長く ，停止階数も多くなる から加減速 リレ

ーの数も増加し複雑となるが，起動回路を除く記憶回路， 信号選択回

路，方向選択回路などにトラ ンジスタ形無接点リレーを用いる と，コ ン

トローラの大きさを大幅に節約するとともにリレ ーの耐久度，安全度を

さらに増す乙とになる。

筆者は44年11月末，所用でフランスその他へ旅行したとき ， パ リの
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デファンス開発地区の高層ビソレ群を見， そのうちの地下 4. 地上 27 の

T our  Aqui t ai ne ビソレの諸設備を見学する機会を持ったが，容量1. 350

kg (18人) 速度150m/mi n ( 低層用) 4 台，速度270m/mi n ( 高層用〉

4 台のエレベータ機械室の群管理コントローラは無接点リレーを使用 し

ており ，その小型化K 感心した。

(5)  ガイドレール

建築構造は柔構造となるから ，ガイドレ ールの支持間隔は l 階床どと

になり ，地震の水平震度によりレ ールの強度計算を行ない，レー J レのた

わみが一定値以下になるように考える乙と，したが って一般エレ ベータ

より 一段大形 レ ー ルを使用する乙と も ある 。 また地ｾ時 ｬζ 生ずる建物の

層間変位による曲げ応力をレ ーJ レIC与えないようにスライディン グ ・ク

リップを用いてレ ールを取付けるばあい も多い。

(6)  ローラガイド

ガイドシ ューは金属と金属または 金属と合成樹脂の滑り摩擦である

が，高層エレベータでは ゴムローラがレール面を転勤する ローラ ガイド

を用いるのが一般である。乙れによ って乗心地はよく ，注油不要である

から昇降路やピット内を清潔にして保守も容易になる長所がある。

(7) ワイヤロープ

日本の建築基準法では， ロー プの安全率は昇降速度に関係なく 10倍以

上となっているが，高速度エレベータについては，アメリカ の el evat or

safet y  code IC示すような速度に関係した，すなわち速度が増すほど

安全率を大きくとるように考えるのが妥当であろう。

(8)  かごおよび機械室機器の防振構造と換気

高行程高速エレベータでは，かどの防振対策として，かど床とかどわ

くを防振ゴムで絶縁するととが必要で、ある。また，サービス階を分割す

るばあい，建物の中聞に機械室を置きその周囲 lζ 事務室があるばあいに

は，機械室内の機器類はすべて防振取付けにし，その壁や天井は防音仕

上げを施す必要がある。また継電器類の性能維持のために機械室は空調

にする乙とか望まししそれが不可能なばあいは，強制換気を行ない室

温を40

0

C以下IC保つべきである。

3. 建築計画上考慮すべきこと

高層 ピJ レの計画においてエレベー タ設備に伴なう注意点を挙げる。

(1) ピル内交遜状況の把握とシミュレーション

エレベータは高庖ピJ レ内の交通勤脈である。ラッシュアワ ーの混雑度

合，乗客の到着分布状況などを従来の手法で満足な答の出ない欠点はあ

らゆる角度から分析してとれを コンピュー タにかけて、ンミュレ ーション

を行なう乙とが必要になってきた。

ζ のためには既往の ピルの交通実測データをできるだけ多種多様に用

意する ζ とももちろん必要である。

(2)  エレベ ータの柱間 隔 ( 柱スパン)

エレベータまわりの柱間隔は建築構造からほぼ決まってくる。 l グル

ープの台数が 2 x 2. 3 X 2 .  4 x 2 で定員20人. 24人のばあいの柱間

隔は J IS A  4301  ( 改正案) のかど (20人のとき 2α 氾x 1500.  24人の

とき 2150x 16∞〕を使用したばあい建築資料集成第 6 集'335ページに記

載されている。

(3) エレベータ群の配置 ( グループ〉

i )  1 クツレープとしては 4 台. 6 台. 8台を 2 X 2 . 3 x 2.  4 x 2 の

対向配置にするのがよい。

i i ) 超高層ビJ レでは，主通路とエレベータホ ールは分離する方が圧倒的

IC多い。
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第 2 図霞が関ピルロピ一階平面

-いルザハ一一一一

玄関ホール桝甘柿桝桝榊伸 エスカレータ

図 画 面 盃エスカレ- 9 玄関ホール

J ' f ! r， 

震 ガ 関 ピ Ｉｾ業用エ レベ一 歩の仕様

と よ Ｚ Ｑ 積腎量 ｉ ｾ～ｾ ｉ あ ふ ｼ 停止階 ｼ 禁止患 ｼ 吋程 ｼ 台数 ｼ 用途

A  l ωo 24 15品 2- 4- 12 10  41. 6  8  
乗用

トー一一一一

B  1ωo  24 210 2・12- 21 11 77，56 7  乗用

C  l ωo 24 240 2・20- 27 9  100. 6 7  乗用

D  1ωo 24 300 2・27- 35 10 131. 32 7  
乗用

i ii )  建物内に分散配置するよりも 1箇所にまとめた方がよい乙と は常

識である。

i v )  かどは奥行より も間口の広い方がよく . 2枚戸中央関き が原則で

ある。

v ) 第 2図は霞が関ビJ レ，ロビ一階の平面である。

(4)  サービス階の分割 ( ゾーニング)

高層ビJ レ用エレベータ群では ，サービス階を低周階行と高層階行，ま

たは低，中， 高lζ 2 か 3 分割するのが一般であって，中および高層階行

は l 階からその階まで急行にする。も し分割せずにどのエレベータも全

階ICサービスする乙とにすれば. 1周時聞は増大して輸送能率は悪くな

る。分割する ときの注意点として，

i  ) 同一テナントが別々の屈にまたがるような乙とは交通が不便であ

る。

i i ) 建物内の人口分布に大き な変動があったばあい，簡単に分割点をか

える乙とが困難である。乙れらからゾーニングはあらかじめ充分な検討

を行なって決めなければならない。

(5)  非常停止階の救出口

ゾーニ ングをする乙とによって，急行区聞には隔階IC非常救出口を設

備するととを原則 とする ，もし設備上困難なばあいには，非常包源lとよ

って運転可能な設備があるときは隣接するかど室の側壁に救出口を設け

て相互に救出 し得るようにする。

(6)  防火区画

建築基準法施行令の l 部改正( 昭和44. 5. 1 より施行) によって防火区

画は一段と厳しくなった。高層建物の エレベー タの昇降路は火災の延焼

経路になりやすいから ，乗場戸は甲種防火戸と同等以上の防火性能を要

求されている。またかど室の側壁内装材や光天井の救出口などについて

もまだ各行政庁で見解が違う点もある。ただ し乙れは早娩全国的 IC統ー

されるはずである。

(7)  消防用エレベータ (非常用エレベータ)

火災時の消防活動や居住者の救助のために必要で，防火構造の独立し

た昇降路に設ける乙とになっている。消防用エレベータは各階lζ 乗場を

設け平常は人荷用，火災時には消防隊専用運転 IC切換えて非常電源、で運

転できる乙とが前提である。霞が関ピJ レでは F グループが乙れに該当す

る。 ( きむら たけお木村機械技術士事務所〉
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却 問 原 理 京 の 町 内 … ω R… 附m…。

わゆるモダーン ・リビング lζ よくみうけられるタイプである。

戦後モタ' ン ・リピンクか種々のバリエーションをもって一応はなやかな

住宅ビジョンの具体像としてあらわれたが，それらは一貫して家族の求

心的な場，家族におけるタテ関係をヨコ関係につなぐ場としてのリビン

グ( 居間) への指向をもっていた。戦前の家族成員諸個人の「家父長制」へ

の埋没，個人否定の社会倫理を反映した住宅計画からの脱却は ，往生活

の民主化，家族の民主化 lζ 一定の役割を果してきた。しかし爆発的な鶴

市化 ・鶴市集中化の進行 lζ ともなって自力建設独立住宅の自己閉鎖的 ・

個人主義的存在様式そのも. のへの批判もつよまった。家族単位の i<' イ

・ホーム」が独立して地峡社会から逃避的になる傾向をめぐって ， rコ

ミュニティ論』も活発化し ，建築領援においても高密居住の社会的要お

に対応して，住宅を単体からｾ合体，独立住宅から集合住宅へという価

依観の転換がよぎなくされた。 i 住」の集合体 K 関する問題は今後ます

ます論議を呼ぶたろう。乙のようなとき町家は i 戸のイエ空間の存( E 価

値と同時に ，イエ集合体としてその集合形態の存伝価値が問われるとき

でもある。乙のような集合形態を "T能にしている一つの要因として，< '

チヤ ・イエ空間の軸として内外のl ! ! ! 絡機能，内郎機能を発f l ! する卜オリ

ニワの怠味は大きい。

トオ リニワ

-gエ)CQ()()()

• 

トオリニヲは ，大きくわけで，ゲンカン，ダイドコ( 台所) ，ウラニ

ワの 3 つの部分から成っている。ゲンカソはトオリニワの外部からの1u

初のきE分であり，来客との蘭接，御用きさとの応対なとの外部閣との接

触の場であると同時に，自転車，単車，乳母車なとの置場，下駄箱，傘

立て ，物入なとを付手書し，収納スペースの役l 1J b果す。そして現代のモ

ータリゼーションは自家用車絡納のためにゲンカン節分の g巨応への改装

を促している例もみられる。従来ゲンカン出人口の戸は，クグリ戸イナサ

ルド( 猿戸) ，クグリ戸付オオド( 大戸) の 2 豆. i ! l t 断がお乙なわれてい

た。昼間はサ J レドのみで，常時はクグリ戸" ( 幅50- ωc皿， 高さ 150c回程

度の片引き筏戸) の狭いアキから出入がお乙なわれ，特IC大きな物品の

搬出入の場合は ，サJ レド全体が聞けられた。サルドは片引きか，聞きに

なっているのが普通である。夜間はオオドか閉められ，出入りにはオオ

ドK 仕込まれたクグリ戸( サルドと同綴であるが，板戸) でなされる。

たカ〉ら夜間の出入りは ，サJ レドとオオドのクグリ戸 2 枚を開け閉めしな

ければならない。オオドは「片引き J ， i 聞き J ， i めくり上け」の 3

極煩があり，戸の開聞の仕方としては，大略の方法を使っているといえ

る。そして， トオリに面しては商家では屋号，商標 ，染抜きのノレンが

垂れ，家のシンボルでもあったが現代では広告灯をオモテ 2 階から突き

出すなとの方法が普及し ，ノレンも姿を消してきた。乙れは町内の景観

燐成にも一役かっていたのだが。
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いずれにしても，サルドやオオドの装置は現代の住様式には煩雑なた

めに除去され，簡単なガラス入り片引き俊戸IC変っている。ゲンカン上

部は 2 階の納戸かかぶさり，天井の貼られない大和天井が一般である。

またゲンカンはオイエ ・オモテの< ' ( 表の筒) へ上がるか，そのままト

オリニワを直進してダイドコへはいるかの動線の分岐点でもある。また

ゲンカンはその家の持味をあらわすスペースでもあり ，オモテの? の調

度なとと相まって季節的な装いを見せる。しかし一般の 7 チヤにおいて

は装飾的よりもむしろ生活そのものの匂いがただようのである。

トオリニワのダイドコ部分は主として炊事スペ ースであって ，旧米内

弁戸，クド ( 5 つクドや 7 つクド) ，置戸棚， 7. 1 < 屋がセットされ炊ぶの

ための装置がほど乙されていた。乙れらの炊事用装置はトオリニワ壁面
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7 チヤ ・イエ空間の織成上の特

異性の l つは ， 卜オリからイエ空

間背後まで貫通しているトオリニ

ワである。空間的 κ は， 述続的

直線的なダクト空間として ， トオ

リ ・オモテ空間からの誘導( 排出)

を受けもつ引込み空間で‘ ある。ト

オリニワダクト lζ 平列的なへヤキ

ュープ述続の相互関連や個々のキ

ュープへのアクセスを可能にする

動線処理，ウラからオモテまでの

流通などの通路的機能と同時IC，タクトはその聞にいくつかの区切りを

もち ，各郎分K 固有の機能を分担させている。

トオリニワはしたがって ，住宅内 ・外のサーキュレ ーションと往生活

行為の一郎を受けもつ住空間の両者ーをかね合わせた空間で・ある。そして

乙の流動的な流通織能と滞留的な住空問機能との復合担霊能を処理するた

めにやE 々の設置をも付侍している。

卜オリニワがトオリからイエへの引込み空間として ，ひときわ疏通約

性能をもつのは ， トオリニワのドマ的性絡である。トオリとほぼ同一レ

ベル ( G . L  . レベノレ) の 卜オリニワは外部と内部の連続的な行為を容

易 lζ し， トオリニワから一段高いオイエ ・へヤとの行動様式上の区分を

明確にしている。一般に住行為の立式行為と座式行為は行動機式の内容

と関連して後能の分化を明確化する。

一般に住宅平面プランの基本的パターンとして，廊下状共用スペース

iζ 各室が行列してつながるようなタイプ( トオリニワ型) と，共用スペ

ース( 広間) を絞としてそのまわりに各室がとりまくようにしてつなが

「ているタイプ( ヒロ 7 型) がある。廊下型の廊下状共用スペ ースは，

たんに述絡( 動線処理) のためのスペースとしてのみの機能をもつもの

から ，ユー ティリティや収納スペ ース，ときには ，サニタリ ーまでを含

むサ ービ ス ・スペ ースをもかねるものまで，種々のバリ エーションがあ

ろう。乙の場合，廊下状共用スペ ースは主として，住宅の北側にとり，

逆にとれを南側にとって各室の連絡をかねたサンルームやレス卜 ・スペ

ースとしてリビング的iζ 使用する易合もある。

町家の場合は ，あきらかに乙の

卜オリニワ型平面プ ランをもち ，

サービス的共用スペ ースK 接して

各室が行列する形態をとってい

る。しかし乙の トオリ ニワは ，サ

ービス的俄能だけでなく ，外部と

の接触の湯としての俄能などをも

ち，住生活の重要江スペ ースとな

っている。

ヒロ 7 型の場合は ，核となる広

聞が， リビングノレームやダイニン

グキチンとして ，家族の求心的な

場であると同時に来客との接触の

場でもあり， ζ のような共用スペ

ースをとりまいてサニタリ ー， 家

族構成員の払室が確保される。い

ヒロ 7 ・タイプ

"  
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4 キューブ構成タイプ旧状

l F  P L A N  
1  F  P L A N 守

D  C  

床

2F  P L A N  
2 F  P L A N 

• 

S E C.  
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A'  - A'  5  

M 

A - A  S E C.  5  

M 



• 

旧状

B - B  S E C.  

C - C  S E C  .  

0 - 0  S E C.  

にそってリニア ーに配列された立式行為の土間スペースであり ，活動的

で機能的なキッチン ・スペースである 。モダン ・リピンクーにおけるキッ

チンやユーティリティの l 列配置形式の住宅平面の合理性は ，かつての

京商人の生活合理化の中にそのさきがけを見出す乙とができるのであ

る。京の町家はトオリニワ ・夕、イドコを住生活の重要な部分とみなし ，

封建的 ，格式的な住宅における乙の都分の隔離的 ，抑圧的なプランニン

グとは反対のタイドコ重視のプランを実現していた。それゆえ炊事の場

がまた住宅の中の美的要素の 1 っとして重視され，あの黒光りするクド

やタタキ土閣をっくり出す乙とができた。内井戸( 深さ 4 - 5 m) は，

生活に不可欠の水源て・あり ， 年平均約15

0

Cの水温を保つ井戸水は冬暖

く，夏冷く ，とくに水質のよい京都て・は水道の布設後もなにかと使用さ

れ，、またスイカや煮物をザJ レに入れ，ナワで井戸に吊るして冷やしたり

した。現在では地下水位の低下κ より ，井戸水は渇れ，使用されていな

い。なかには電動式吸上け. ポンプによって，地下水を利用する家もある

が稀れである。乙のよう IL して内井戸はもはや機能を持たなくなった

し，水道，i: Q気冷蔵庫，暖間湯沸し器が従来の内井戸の役割をさらに便

利に代替する乙とになった。内井戸は思められて， トオリニワの 11認に

現状

B '  - B '  S E C.  

C ' 一C ' S E C.  

0 '  - 0 '  S E C.  

なるか，そのままフタがされて調理台に変ったりしている。内井戸の横

には流しが置かれ，その位置は旧状を維持しているが，もともと板製の

ものが，人造石研ぎ出しのものに変り ，しかし永年の使用は「人造石洗

い出し」にしてしまったためにステンレスカバーの流しセッ トにおきか

えられる。炊飯に不可欠であったクド ，かつてはその「火」と結びつい

ていた信仰をもって神棚をその上に飾っていたク ドは ガスレンヂに変

り，今では見当らない。水屋 ・置戸棚はそのまま収納スペースとして使

用されるか， トオリニワ空聞に少しでもスペースを増加させるために除

去されている。それは流し与つづく電気冷蔵庫，洗濯機，洗面，洗場スペ

ースなどを増設してユーティリティーの拡充，近代化 ・合理化をするた

めに必要なのである。トオリニワとオイエ ・ダイドコは40- 50cmの落差

をもち ， トオリニワから乙の40- 50cmの床下に引き出しを仕込んで ，ス

，7 メタン， 7 キなどの燃料を貯蔵するような乙ともお乙なわれてい

たが，いまではそれも不必要であり ，いまでは下駄，クツの収納に役立

っているほか，雑品の一時的な置場でもある。床下部分の利用は ，住空

間の合理的利用という面から ，今一度考えてみるべきである。 しかしそ

れよりも乙の40- 50c皿の差は ，オイエとトオリニワの動線に上下動の行
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コはいうまでもなく主婦の場であ

り，隣人はゲンカンから ， トオリ

ニワ ・ダ. イドコまではいってきて

主婦と用談する。乙の日常的なコ

ミュニケーションにトオリニワ ・

ダイドコは有効である。トオリ→

ゲンカン→トオリニワ ・ダイドコ

はハキモノスペースとして述続性

をもち気軽な会話を生む空間的条

件をもっているのである。い乏で

はゲンカンとダイドコを区切るク

グリ戸っきサ J レ戸は行動を制約す

るためにとりはらわれ ，大きな l

枚の片引戸にかえられている 。そ

して夏期には開放されて，とくに

トオリニワの流通性が増す。オモ

テからトオリニワ ・ダイドコに立

ち働く主婦の姿がみえ ，隣人の通

行者とダイドコの主婦の聞に会釈

が交される。そしてときには ，通

行者はトオリからダイドコまで入

ってくる。トオリニワがトオリか

らの引き込み空間である乙とはと

トオリニワのメカニズム

-ガス・ 電話

ゲンカン ダイドコ ウラニワトオリ

f子' .' :-:・'.1 I  トオリ ニワ・ダク ト

ー -

… 一
メー で Ｍ・ ｾｉ I ヘヤ・キューブ

r:-:: ・・ ー品ι 1  

い一一

一 一

・・・・Eヨ[ J I

のような場合にいっそう明確に認

められよう。従来 ，奉公人は トオリニワ でイス式食事をとったものであ

るが，オイエ ・ダイドコの上りガマチ( 挺) に腰をかけての会話はいま

もおとなわれオイエー トオリニワの溶差は腰かけのためのかっ乙うな寸

法なのである。立式行為と座式行為の中間としての腰かけ行為はとく lζ

サービス ・ユーティリティスペースには休息の場としても有効である。

吹抜け上部はしかし室数不足のために 2 階レベルを居室にしたものが

多い。かりに幅 2 m ( 1間) ，長さ 5 m (2.5間) の場合であれば ，l Orrf の

床面積増となり ，乙れは子供室にあてられる場合が多い。モダン ・リビ

ングの考え方は子供室( 勉強室) の個室化を普及させ，とくに 4 キュープ

構成の場合は吹き抜け上部 IC 2 階床面積増がお乙なわれるのである。し

かしとの乙とは卜オリニワのV 方向ダクトとしての機能をなくしてしま

うので ， 1 階トオリニワ・ダイドコは一般室と同様の天井高さとなり，

排気は換気ファンによる強制換気( 隣家とのクリアランスへの) ，照明

は昼間も人工照明とされる。

ウラニワは従来からサ ービス的な要素が強かったが，現在でも洗液，

かんたんな干物，日曜大工などのサービススペースとして使用されてい

る。ウラニワとニワサキを区切るかたちであった従来の便所( 大使 l

穴，小便 2 穴，オイエ ・ウラニワ いずれからも使用できる。汲取式)

は，ガス風巴や水洗便所』ζ 改装されている。ウラニワ側からの焚きロを

もっガス風呂 ，水洗便所の普及はめざましく対象町内においてもほとん

どがそれらになっている。以前最寄りの銭湯を利用していた比率は今で

は全く逆転し ，隣人との銭湯での出会いはいまではなくなった。水洗使

所はおおむねガス風呂の設置と同時 ICお乙なわれ，汚水は卜オリニワを

為を必要とし，また従来トオリニワはハキモノスペ ース であり，ハキモ

ノのはき脱ぎの動作が煩雑であるため卜オリニワ ・ダイドコ部分にはス

ノコが敷かれてオイエ化が行なわれている。しかしオイエとの落差は残

り，キッチン ・ユーティリティとしてのトオリニワ ・ダイドコとオイエ

との空間的ケジメがつけられ，それぞれの機能分化を明確 lとしている。

トオリニワ ・ダイドコの最大の特徴は「吹抜け」である。ダイドコ上

部は屋根まで吹抜け，ダクトの役割を果している。ゲンカン上部の 2 階

部分は従来，納戸，女中部屋などとして使用され，ダイドコ ・吹抜け部

分から物品の吊り上げ，吊り下しのなされる物の流通空間であり( 女中

がハシゴで上り下りした乙ともある) ，とくにクドでマキを焚いて炊飯が

お乙なわれていたときは ，爆は乙の吹抜け上部へ上 っていった。その他

魚を焼く煙や匂いは乙のダクトによって屋根ウラへ上り ，そζ に仕掛け

られた可動式天窓からイエの外へ出た。側面がすべて壁面で: あるトオリ

ニワ ・ダイドコは採光のために天窓を必要とした。天窓はガラス入り固

定式と板製可動式とあった。ガラス入り固定式は採光のみであるが，可

動式はトオリニワへ吊り下げられたナワをたぐって開け閉めでき，上下

の換気にも役立った。天窓の採光は，ウラニワに面する側窓とともに ，

唯一の昼光 ・自然採光であるが， i絢繍たる西陣織は天窓の光から生れ

た」といわれるように ，効率的な採光装置である。 トオ リニワから見上

げる天窓の中の青空はひときわ鮮烈な印象を与えた。それはイエ内部空

間からみる外部自然空間への行動の誘発装置でもある。子供たちは外へ

の衝動にかられるのである。ダイドコとゲンカンの仕切りはクグリ戸っ

きサ J レドが一般であった。常時はクグリ戸で出入りするが，必要時には

サノレド全体は関ける乙とができる

( 開き ，片引き) 。また夏期にはウラ

からオモテへの通風のためにも，ま

た視覚的効果からもサノレドは IAかれ ，

涼しげな麻ノレンやナワノレンがか

けられた。またツイタテ( 衝立) は

ダイドコ空間を視覚的に遮り ，流し，

調理場と煮炊き場の仕切りのための

装置であった。ダイドコはハシリモ

ト ( 流し場まわり) とクドが主役だ

ったからである。そしてとのダイド

ト

オ

リ
すφ
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11三.1

|園田

通って卜オリの汚水本管に接続されている。以前汲取式であった ζ ろ，あるいはノゼキュ

ームカーによるホース式の汲取であった乙ろ ， トオリニワ ，ダクトは月に数回汚物の搬

出のため開放されねばならなかった関係でトオリニワ ・ダイドコはハキモノスペースで

なければならなかった。水洗便所K よって乙れは解決され， トオリニワ ・ダイドコのオ

イエ化( スノコ敷きやフローリング床) がお乙なえるようになった。ウラニワは上方が

オープンであり ，便所，風呂( 平屋) の屋根の上へ物干( 軽量鉄骨造) をつくりウラニ

ワか らハシ ゴで通じるようにされているものもある。 4 キュープ構成の場合ウラニワス

ペースは小さい( 幅 2 m. 奥行 3 m程度) が，洗濯その他サ ービスのための貴重なスペ

ースである 。 8 キュープ構成ではクラや倉庫へのアクセスでもあり，ウラニワは長く片

側に納戸，物置をっぷり収納スペース ，干物のための大きな空間を提供している。他方

では倉庫や工場ーからの物の搬出入流通空間でもあり ，とくに自家営業の家で作業場や倉

庫をウラにもつ場合のウラニワは乙れらの作業，仕事のためのスペ ースとしての役割を

果す。トオリニワは作業場や倉庫と一体化されている場合もある。乙のような家では 卜

オリニワ ・ダイドコのオイエ化はお乙ないにくい。そしてウラニワは隣家との避難通路

( とくに火災時の) に対する考慮がなされている。乙れは一般に見落されがちなので現

実にあった l つの事実を記録しておとう。

昭和29年 12月の一夜121時，対象町内 E 14. E15の背接家屋( 銭湯) の釜場より出火。

釜周辺の燃料に火がうつり，またたくまに火は拡大した。母屋 2 階に就寝中の母，子供

2 人が気付いたときには階段から煙 と焔が舞い上がって来て ，すでにオモテへの避難は

不可能であった。残る避難路はウラのクリアランス( 棟間) に開けられた窓からしかな

い。母親は突差の場合に賢明であった。フ卜ンをいくつかク リアランスに投げ落し ，次

に子供をそ乙へ落した。そして自分も飛び下りた。ウラの木戸をたたいて背接家屋 E14

の住人 lζ 導かれトオリニワを通ってトオリ IC出，無事難を逃れるととができた。焔上す

る火柱} 背後，隣接する家々の住人は起き出て，消火 lζ 走ろうとするときであった。母

親の木戸をたたく音はすぐそれと知れたのである。町内の共同サイレンが鳴り渡り，お
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な空間の場合があり，乙れはロ

ーヂの引込み空間 と類似的であ

る。乙の場合はロ ジがゲンカン

を兼ね， 乙とか らオモテの < 1ζ

上るととになる 。またゲ、ンカン

を通 り抜けたと 乙ろ にオ ープン

な空間をもち ，ダイドコへワ ン

. クッシヨン お くものがある。

乙のようにトオリ三ワ ・ダク ト

はエンクロ ーズ ド・ ダク ト ( E

ダクト) 部分とオ ープン ・ダク

ト ( 0 ダクト) 部分を もち，前

者はゲンカン ，ダイドコ ，倉庫，

作業場，後者はロジ，ナカニワ，

ウラニ ワである 。乙れ らの組合

せはイ エのキ ュー フ'数や Oキュ

ーブ， E キューブと 同様に宅地

の奥行によ って決定される 。 し

かし， 8 キュープ構成タイプの

イエでも E タクトは ，4 キュー

プ構成タイプのイエとあまり異

ならず，ウラ ニワ O ダク ト及び

倉庫，作業場の E ダクトが長 く

なるだけである 。母屋は最長 4

キューブであり，ハナレやクラ

をもっトオリニワ ・ダクトはオ

ープ ンとなるからである 。 したがってE ダクト部分( ゲンカン ・夕、、イド

コ) の使用状況はそれほど異な らない。そして トオリニワ ・ダク トが人

や物の流通空間であると同持に， トオリニワ ・ダク トには給 ・排水管が

埋設され，乙れは トオリの本管と接続されてさらに都市レベ J レの系につ

ながっていく 。電線，ガス管 ，電話線など も トオリ ニワ・ダ ク トを貫通

し，各へヤ ・キュープにサービスされる。またトオリニワ ・ダイドコか

ら l 階オイエの下IL地下室を作っているものもあり ， トオリニワ ・ダク

トの意味は予想外に大きいのである。

乙のようにしてトオリニワ ・ダクトはオモ テからの引き込み空間とし

ての流通機能( 人，物，エ ネノレギ一系統) と同時に ，住機能をも受けも

つイエ空間の軸である 。 ( つづく)
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対象町内純町家風住宅のトオリニワ・ダクト のパタ ーン

町内の人たちが駆けつけ E14家の家財道具を速び、出 し，対面す る家へ収

容された。そ してやがて消防車が到着 し， 銭湯 lζ 面するトオリか らと，

母子の避難 した 卜オ リニワから引込ま れたホースによ って消火が始めら

れた。隣 ・背接する家屋への延焼はまぬがれたが，銭湯 と母屋は全焼し

た。ク リアランス ・避難通路が通じていなか ったら，母と子 2 人は煙に

まかれて焼死 したにちがいない。

卜オリニワ ・ダクトはほぼ 3 つの部分ダク ト (ゲンカン ・ダイドコ ・

ウラニワ) と乙れ らを通しての全体的なダク ト ( 流通空間) としての 2

重の機能を もっ ている 。

乙れが一般的なマチヤの トオリ ニワであるが，変形 とし て トオリか E

引込まれたダク トの最初の部分が ロジ( 露地) 的に植栽されたオ ープン
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日 本 万 国 博

跡地開発計画

T E A M BAR K  

T E A M  B A R K  

プランナー 奥 保 多 聞

小 北 情 一

デザイナー 祖 国 畠 苔

清 水 正 俊

リサーチ ャー 木 内 俊 明

中 東 達 男

中 村 守 保

第 3章 都 市 空 間 構 成

3  - 4  環境装置計画

F  計画都市における配電方式

受電計画については，まず考えられるのは万

博の現状とその利用であるが，前回記述のどと

が有利であるとされている。今回の計画ビ J レに

おいても配電方式は 4∞V 級配匂を計画する乙

とが望ましい( 数千坪以上のピ J レデインクでは

その有利性が立証されている) 。配也方式につ

いては，上記 400V 級の計画を推し進めるが，

乙れらの比較と ，ビルデイングの配電系統の基

本的構成を図一 1および表一 1 IC示す。

く，会場内の配電網は ，今後考えられる都市の

配電にふさわしい配電管路である。したがって

全面スポッ トネットワ ーク配包であると思う。
G  エネルギーの分散方式と集中 方式

スポットネッ トワーク受tむにおける利点の主な

ものとしては，第 1 1ζ 中間' f ' J 庄の省略による変

震設備の縮少であり ，動力 ，照明の両負荷に共.

用送電できる乙とである。したがって負荷別に

よるフレ キシピリティがあり ，将来の増負荷に

対しでも充分考慮でき得る。次 1': . 大容量の変

圧器となるので電動機等の大容量負荷の始動電

流の影響がなく ，また変圧器が 3- 4台の並列

運転であるため， 負荷の状況により交互運転

( 選択により l 台休止可能) ができ ，保守並びに

寿命等に対しでも有利である。その他一般的で

はあるが，変i i 機器の結線系統の簡素化，停電

百e. 'iU方式と同時に考えなければならない事項

として: l'J 源設備( エネ J レギー) の集中化と分散

化がある 。建物内での電源施設は ，従来 l カ所

あるいは 2 カ所程度であったが，近年ビソレの大

型化そして高居化により 2 - 3 カ所あるいはそ

れ以上の数になってきた。乙れらは 1 カ所の電

源施設の配電方式による供給範図であり ，技術

的あるいは経済的，施工的において必然的に制

限される 。現在各建物で要求されている 1 つの

大きな課題は，機能と高性能であり，乙れらを

司る電気設備においては ，負荷の変動に対する

電源供給および通信網の激増 IC対するフレキシ

事故1': 対する信頼度などの諸点がある。またス ピリティにある 。まず，電源のフ レキシピリテ

ポットネットワ ークに対する欠点、も ，数点ある イに関しして考えなければな らないものは配電

が，乙れらは建物用途や負荷の種類によるもの 包圧と幹線方式であり，電源施設の設置カ所で

で，他の受電方式でも同じような乙 とがいえる ある。従来のように l カ所の電源施設より配電

と思う。ネッ トワーク方式には ，高圧ネットワ を行なった場合，幹線の容量，配線路の施設経

ーク方式と低圧ネットワ ー夕方式とあるが，現 路が問題であり，将来に対処する場合，先行投

在わが国で検討されている結論は 4∞V 級配包 資が多過ぎ，またシャッ ト面積専有率も大きく

図- 1 ビルディング配電系統の基本的構成 ( ) 内は受慣電力

① 22( 66) K V  

/ ヘ ¥

3.3KV 3. 3KV 

I " -

100V 200V 

(2，OOO- IO，OOOKW)  

6 的弱? で入

① 6. 6{ 3. 3) K V  

/ ヘ ¥

100V 200V 

( SO- I ，O日日K W)

表ー 1 配 電 方 式 の 比 較

ま百 | 引 な |宇 野 | 定 ? v守 圧 |

100 

単相 2 線式

200 

交

単相 3 線式 l ∞/2∞ 

ω  1ω 

3 棺 3 線式

2∞ 

流

265/ 4ω  

3 相 4 線式

( 60HZ)  

100 

直

60 

2 線 式

48  

流

24  

② 22KV 

/ヘ
3.3KV 400V  

ｾ＠
100V 200V 

(2，OOO- IO，OOOKW)  

⑤ 6. 6{3. 3) KV 

400V 

100V 

( SOO- I .OOOKW)  

③ 22KV 

400V  

ｾ＠
100V 200V  

( I，OOO- S，OOOKW)  

⑥ 6. 6{3. 3KV)  

ＴＰｩ ケｾ

お も な 用 途 お よ び 特 徴

l ∞V は一般住宅，小規続ピル IC使用され， 大規続ピルの1 t t 灯IC も

使用する。 200V はけい乙う灯，職業用電熱器 ，電動慨に使用。

中~大ピルの幹線として使用。単相 2 線式( l ω 罰百とする) IC比べ

て電圧降下については，所要銅量的にみると約37. 5%。

l ∞V 負荷用 ( 自家用) 。ほとんど200Vが採用され，おも IC動力用と

する。けい E う灯用として各相を単相 2 線式2∞ v として使用する。

400 V配線と いわれているもので ，中性線 と外側線開の265Vli ，け

いこう灯などの単相負荷 IC ，また相関電圧 460V は， 3 相電動徴白

荷などに使用する。所袈銅量について，単相 2 線式( l ∞必とする)

IC比鮫して，電圧降下で5. 8四百許容1t t 訴で10.4%である。

100V はピル白予備灯や直流電動機K 採用。

ω v 以下はおも IC通信，制御用。
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なる。現在の建築の傾向として . 1 フロアの函

績の大きいものは低層建築であり ，逆に高屈と

すれば. 1 フロアの面積が小さくなる。したがっ

て乙れらを包気エネルギー供給側からみれば，

いずれも大規模ピノレとして考えられ横引きの延

長か縦引きの延長かである( 屯力幹線の縦方向

の延長にお いて35階- 45階までは . }t"i l間変位お

よび重畳 IC対して. 支持方法の考慮により問題

はないとされている) 。大規模ビノレに対して l

カ所- 2 カ所の電源施設でー般に問題となるの

は， EG圧降下であり ，将来の負荷K 対する容量の

想定範囲である。乙れら 諸点より検討するに，電

源供給のフレキシビリィティとパライティ( 負

荷による異屯庄の供給) から考慮した場合，電

源施設の集中 lじか分散化かの選定は建物の規

模，用途により決定されてくると怠う 。

万博のお祭り広場( メインゲー トを含む大屋

根部分) では分散方式を採用し ，よい結果を得

たと思う( 表- 2参照) 。非常に広範囲の負荷に

対する電波、供給と ，フレキシビリティそしてパ

ライティのある方式として51台の変圧器函( ト

ランスボックス) を分散させ，変圧器は l 台の

変圧器より 3 φ2∞V. 3φ 4  w 1∞V  ( 3 相 7

線，中性点直接接地式2∞/ 1∞V ) のいずれも ，

供給可能でかっそのいずれも変圧器容量内では

自由に供給できるようにしてある。また ，乙の

トランスボックスの採用は ，高圧配包 ( 6 K V )  

による配線スペース の減少，電圧降下による幹

線の容i Li : C太さ) の減少，および工芸IHJ l : の節減

を計ったも のである。大屋根部分を例にあげる

と， 高圧幹線 6 回線で構成され 2 回線を l グル

ープとしたループ配線である( ループは常時開

回路で使用し ，幹線の故障，負荷の変動により

閉回路とし各 トランスボックス内で必要により

開閉可能である) 。計画当初の発想としては電

源カプセ J レとして，同規格の数10台の変圧器函

( トランスボックス) を自由に交換でき ，負荷の

変動に対して 2 - 3 基を連結する乙により対処

できるように進めた( 図- 2参照) 。

今回の計画都市においても ，お祭り広場で計

画した分散方式が望ましいと思う。ただし配電

屯圧ならびに幹線方式は規模の確定により再考

を要す。乙の計画は図- 3による。

@  
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表 - 2 お祭り広場の変圧器商 ( トランス ・ボ ックスの台数)

変 庄 器 t!; 数 4由ヨp 量 分 布 率

80K V A  14台 1， 12 0 K V A  I  

大

150 K V A  6台 900K V A  1， 300m'  

屋

20 0 K V A  3台 600KV A  IC I 台

根

骨十 23台 2. 620 K  V  A  

150 K V A  24台 3. ωOK V A  

フーー

200 KV  A  l 台 20 0 K V  A  1， 2∞d  

ツ

バ 台3∞K VA  l 台 3∞K V A  

キ

計 26台 4. IOOK V A  

メ

イ 365K V A  2台 730K V A  

ニノ

ゲ
( mk V AX 2) 

(吋宮)
65KV A x l  

ト

合計 51台 7.4 5 0 K V A 

図 - 2 分 散 方 式 の 例 ( トランス，ボックスの計画例〉

fl l : 陀供給

ノ- トランスボックス( トランスは 3 o  200V 且ぴ 3 φ l OOV を

戸 同一変IE総よリ供給)

尚IE供 給

s Nケ ー ブ ル

配 制 はラック又は配線樋による

各 i H; ，肉付 近 iニトランスs ox を設け i' 1; ，に供給する

1  尚昆仲線供給な町で屯圧時 f 1/1. tf船線が細くてする

2  将米向精 e世に対してはトランスB酬を. t WJ止場るだけですむ

3.  1 合同炉ランスで 3 oの 動 ) J 且 tf l φ 町1民生f に供給出米る

4  刈 ｬ 王幹線，ｾ - 定/111か〈で叶帖プラタを. 世ける

図 3  分 散方 式 に よ る 供 給 範 囲 図



日本建築協会!

月間の動き

口昭和 45 年 4 月分口

| 理 事 会 |

16日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑，塚本，横尾正副会長ほか10

理事，小西監事，宮飼兵庫，井手

京都各支部長

正午より新旧役員の会食懇談会を開催し終了

後理事会を開催，旧役員の出席者越田，浅海

両氏

議事(1)理事会務分掌の件

(2) 理事会務主幹選任の件

(3) 理事会開催日決定の件

(4) 昭和45年度委員会委員委嘱の件

(5)前年度よりの百| 継事項承認の件

(6) 入退会者承認の件

(7)報告事項

編集理事会

8 日 3 時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田理事ほか 4 名

議事(1編集委員長推せんの件

(2)本年度の編集方針

編 集 委 員 会

外国人との契約特集編集幹事会

2 日 2時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者中村特別幹事ほか 3 名

議事 7月号特集( 本文) の企画について協議。

なお ，特集名を 「欧米における契約」と

しfこ。

委 員 会

8 8  4 時- 7時半於会館集会室

出席者鳥田委員長ほか24名

議事(1)編集委員長選出

(2)前年度よりの引継事項

(3) 本年度の編集方針

(4) 8 月以降の特集と担当幹事

(5) シリ ーズものの小委員選出

(6) 定例委員会開催日決定

(7)そのほか

拡大常任幹事会兼 8月号編集幹事会

22日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥問委員長ほか 8 名

議事(1)8 月号= 建築家の責任特集企画

(2) 9 月号以降の特集テー 7

作品作風小委員会

24日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者近藤主査ほか 4 名

議事(1)作品選定方法

(2)6月号の作品決定

(3) 7 月号以降の新建築調査方法

事 業 委 員 会

見学会小委員会

2 日 5 時半- 7時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，金子幹事ほか 2 名

議事(1)3月に実施 した見学会についての報告

(2) 本年度の見学会企画について

(3) 次回小委員会の開催日について

委 員 会

23日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者北垣委員長，山野，三品， 大橋各

副委員長，木原，三宅，佐藤，佐

々木各幹事ほか15委員

議事(1)委員長，副委員長，幹事選出について

(2) 昭和44年度事業報告

(3) 本年度の事業計画について

(4) 委員会の組織について

(5) 各小委員会の事業企画について

(6) 5 月- 7 月事業企画について

(7)定例委員会開催自について

(8) そのほか

出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例幹事会

4 日 l  時半- 4 時半互於会館集会室

出席者山肩委員長，多々見幹事

議事(1) 校正作業工程について

(2) 図書案内警について

(3) そのほか

住 宅 委 員 会

幹事，総務，住宅展小委員会合同打合会

6日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋，黒谷正副委員長ほか 9 名

議事山本年度委員について

間住宅展について

(3)7 ンシヨン ，モデル住宅見学について

委 員 会

218 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者岡橋委員長，黒谷，野々村副委員

長ほか21名

議事(1) 委員長，副委員長の選出について

(2) 住宅展の進捗状況報告

(3) 各小委員会役務について

| 建 築 データシ ート 編 集 委 員 会 |

原稿執筆説明会

10日 1 時半 - 2 時半 於会館集会室

出 席 者 松下電工ほか 2 社，宮武幹事

議事! 原稿執筆内容について

4

宮

一

員

一

委

一

規

一

会

長

一

員

i

-

委

23日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者福田委員長ほか 13名

議事(1) 委員長選出の件

(2)士会，家協会と三会合同開催の件

(3) 定例委員会の件

(4) 協会，士会， 家協会の法規上の活動報告

と懇談

建 材 委 員 会

委 員 会

24日 3 時- 5 時半於会館集会室

出席者 堀内委員長ほか14名

議事(1)委員長の選任について

(2) ガスケットの説明

(3)今後採り上げる問題について

表 彰 候 補 者 推 せ ん 委 員 会

25日 11 時- 1 3時 於 綿 業 会 館

出席者中沢委員長ほか 5 名

議事建設大臣表彰候補者推せんについて'

見 学
. 6.  

=  

京王プラザホテル建設工事の見学と新宿御苑

の拝観

18日 l 時- 4 時半

参加者 24名

設計 ・管理 プラザホテル設計室

鹿島建設株式会社，株式会社

日本設計事務所，武藤研究室

施 工鹿島建設株式会社

マンションおよびモデル住宅見学会

「八戸の里高居住宅，南茨木高層住宅，住い

のギャラリ見学会」

( 住宅委員会〉

21 日 l 時- 6 時

参加者 23名

役員・委員の見学と懇親会

11 日 12時半- 6 時半

中央公会堂西裏 iζ 集合，株式会社大林組ど

提供のパス 2 台に分乗し 12時半出発，清水

焼団地，オリエンタ J レホテ J レ見学後同ホテ

ル 1 階宴会場において懇親ノマーテ ィを開催

参加者 91名

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

2日 正午- 2 時於大阪府建築士会

出席者矢野士会委員長，三品学会幹事ほ

か事務局員 6 名

5 月以降の共催事業について打合せ

|台湾建築技師訪白団歓迎懇親会

中華民国台北市技師公会楊文徳団長ほか35名

および台湾省建築技師公会郭栄明団長ほか 9

名，一行46名は日本万国博見学と観光の 目的

をもって12日韓国より来日。 17日ホ テルプラ

ザ見学後同ホテルにおいて 歓迎懇親会を開

催，懇親会終了後船場センタ ーピルと住吉の
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宅の見学を行った。

懇親会出席者 台湾建築技師一行

協会東畑会長ほか

建 築 業 務 基 準 委 員 会

46名

27名

22日 l  時半- 5 時於東京番町共済会館

本会より福田，山根両委員出席

第 2 回 日 本 建 築 祭

事業部会大会分科会

15日 6 時- 9 時

幹 事 会

於会館 3 階会議室

15日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

在東京共催団体事務局打合会

20日 2 時- 4 時 於 日 本 建 築 学 会

事業部会見学講演会分科会

20日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

事業部会懇親会分科会

21 日 6 時- 8時

事業部会

於会館 3 階会議室

28日 6 時- 8 時半

建 築 6 団 体 会 長 会

於会館集会室

於日本板硝子本社8 臼 正午- 2 時

出席者 21名

本会より東畑，塚本，横尾正副会長ほか

2 名出席

4 月 の 入 会 者 ( 敬称略〕

〔団体会員 3 社〕

安宅エンヂニヤ リング株式会社

株式会社奥野組 訟井工業株式会社

〔個人会員 62名〕

秋 本 一 成 佐 賀 英 夫

磯 田 亘 弘 。 柑f 水 茂 紀

岩 田 修 太 郎 。 鈴 木 進 行

小 野 英 道 ; 鈴 木 俄 雄

大 野 憲 二 : 瀬戸本 淳

折 目 徳 夫 i 問 中 稔

金 谷 新 i 高 島 久 雄

神 谷 裳 夫 。 谷 川 昭 弘

河 野 陽 一 ' 中 島 稔

神 波 浩 介 . 中 嶋 幸 彦

木 育 弘 市 j 中 野 年 査

北 川 浩 司 : 西 村 隆

窪 田 給 ニ j 西 村 正 衛

熊 野 幸 雄 ・ 橋 本 久 男

〔追補〕

阿 佐 美 寿 雄 。 曽 我 邸 寿 男

生 長 信 清 伊 達 行 雄

奥 田 教 三 ・ 高 様 邦 良

加 藤 文 也 : 玉 田 健

川 図 孝 夫 : 綬 来 穆

城 戸 健 一 郎 。 馬 場 陵 雄

北 村 隆 夫 . :/E 房 文 一 郎

佐 藤 幸 雄 gr) 所 弘 勝

〔准会員 61 名) ( 氏名省略)

〔正会員転格者 199名〕

( 氏名は 7 月号Iζ 潟載)
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浜 国 広 矢

林 茂 信

増 国 籍 夫

松 下 雑 昭

三 木 邦 久

$(  順 一

森 本 好 男

八 木 俊 樹

山 北 盤 和

横 尾 辿 夫

吉 岡 徹

堀 田 善 三

松 井 監

三 国 泰 路

液 成 次

山 本 一 時

横 山 芳 幸

吉 木 寿

• 

( 社) 日本建築家協会では，新しく会長に市浦健氏がなられたのを機会に 4 月に建設大

医( 根本飽太郎〉へ，下記( 全文) の要請書を提出した。

社 団 法 人 日 本 建 築 家 協 会

会 長 市 浦 健

謹啓 当協会は ，わが国における建築家の唯一の職能団体であり ，その会員は一般建築の

みならず公共住宅建設，市街地再開発，都市計画等の各分野において活動しております。

これまでも歴代建設大e . IC対して，都市及び建設行政のあり方に対して稜々の意見具申， ， 

あるいは要請をして参りましたが，本年4 月より当協会の会長にわたくしが新たに就任い

たしましたのを機会IC，現在，わたし共が特 IC申し上け.たいと思っております問題につき

まして申し上げ，貴大臣の積極的など施策が推進される乙とを ，葱 lζ 要請いたします。

今日の急速な都市化現象の中で，都市開発，住宅建設等の分野における政府の根本的施

策の確立がみられず，そのため経済成長のかげにかくれていた種々の都市公害や日照問題

が，いまや国民の生活環境の上に大きな影響を及ぼすようになりつつあります。国民の生

活環境の造成の一端を担うべき立場にあるわたし共建築家としても ，それらの現象は大き

な悩みとなっておりますので，建築設計監理業務は勿論の乙と，建設関係、の各種技術者の

業務が適正な社会的要求に適正に応えていけるよう，都市及び建設行政が積極的に推進さ

れる乙とが必要と考えます。とかくとれまでの都市及び建設行政は，監督的，矯正的であ

りすぎたきらいがありますので，そのような在来の行政の姿勢を改め，むしろ明確な未来

への予測に基づいて先見的，予防的な施策を積極的に実行されない限り，今後一層急速に

進展していく社会の動きに対応、していくととができないと考えます。以上の観点から特に

次の 4 つの問題について貧大臣の適切など措置を強く要望いたします。

1. 民間専門家が協力できるような機関の措置

国民及び建設関係専門家の窓見が都市及び建設行政の上に広く反映されるよう，単な

る諮問機関に とどまるような審議会ではなく，民間専門家が積極的に参加し協力しう

るよう民主的に運営される建議機関( 例えば建築法制審議会) を設置する乙と。

2. 国民需要者の側に立つ住宅産業の施策

現在新しく起り つつあります住宅産業について， 産業育成の立場ばかりではなくむし

ろ国民一般の需要者の側に立った施策が強化され，都市環境の中における国民の新し

い「住い」のあり方IC行政の重点をおくこと。そのためには，需要者の立場に立った

民間建築家の協力を求められる乙とが必要であると考えます。

3. 建築設計監理業務法の制定

建築主の利益を代表し，かっ社会的視野をもつべき立場にあるわれわれ建築家に果せ

られた責任は重大なるものがある ζ とを痛感いたしますが，現行の「建築士法」によ

ってはその責任に対応する権限が確立されていない点が大きな欠陥でありますので，

早急に「業務法」を制定し，建築家の権限を確立してその立場を強化育成するとと。

とかく，現代社会における文化的要因をもつもの，例えばプ ロフェッシヨンに対する

軽視の思想が，残念ながら支配的であり， そのこ とが広く国民生活の上に多くの混乱

を招いております。従って，その混乱を解決していくためには ，わたし共建築家も国

民生活に根ざした建築設計監理業務を確立させるための体質改善を計っていく所存で

ありますが，国も，そのような建築設計監理業務の自立性を確立する必要性lζ 対する

認識をも たれ，そのための「業務法」の制定が必要と考えます。

4. 東京海上 ビ〉レ建設問題の速やかな措置 i  

建築基準法等38条による大臣認定を受けるため建設大臣あて同ピノレの申請書が提出さ

れてからすでに今日まで 2 年半近くも無為に経過しております。すでに構造耐力上支

障がないという公正な判断が下されているにも拘らず，いまだに何らのど措置もない

という乙とは，一建築主の問題にとどまらず，法治国の原則を国みずからが崩してい

るという 印象を一般国民に与え ，ひいては建設行政運営に対する不信を招く結果とな

っておりますので，貴大臣は，公正にして速やかなど措置を講ぜられること。 敬具

訂 正

@ 本年 3 月号= f 技術の頁」欄の「右祭り広場における技術

開発」の開発リストの表のうち「テーマ館」の内容をつぎの

ように訂正します。

4 月号18頁， 日本エルミンサ ッシK . K . の広告で，本社の

住所および電話番号が， 間違っておりましたので，下記のと

おり，訂正してお詑び申しあげます。

本 社 東 京都千代田区岩本町 1 ー11- 2 Ｈ 三 泉 ピ ｊｾ )  

電 話 東 京 861- 16例 代表

本年 6 月号 17 頁「建築 と社会ニュー ス」綱の千里ニュータ

ウン中央地区センタ ー各施設の設計 ・施工者を次のように是

正します。

気体業子一→流体業子

1 の 2 合一→ 192台

4 トラ ック 4 チャン不 J レー→ 8 トラック

ｄｎｔ ー ｾｄｎａ

8 チャン不 J レ

大丸ピ ーコ ック : 般計施工

阪 急 百 貨 庖 : 股 計 施 工

千 星 阪 急 ホ テ ル 設 計

施工

阪 大 林 組

以 竹 中 工 務 底

浦辺建築事務所

KK竹中 工 務 庖

• 



建 材 の 頁

専 業 大J吉

誓言矢偏由自

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 事11戸 di '1:_ 1 J l 灰北長狭通 4 - 1  ( 英和l ビル )

前Ｚ辿屯ｩￌ￬ｾ J!j 1戸 (33) 0881- 3  

支 底 大阪市北医絹笠間f50( 堂 ピ ル 5階 502号室)

直; UJ ' ; 正話大阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 相11戸 di 作介反八幡通 1 - 5  (屯J丹@2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前回 ＷＱｩＭ 問ｾ帯

マーフエクトな冷工法 亨 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
U[ J ';( 昨日中央区 j W怪8 - 4 - 1 1 電曹舌 (571) 2703- 4 _  2370 _  4064 _  0264 

大 阪 出 張 、 所 大 阪 市 郎 助 区 都 島 中 通 り 5 - 4 電 話 ( 921 )2497・( 922) 7280

名 古 屋 出 張 所 名 古 属 市 南 区 若 草 町 33 電 話 ( 811 )3 6 6 0 ・3 1  0  4  

[問 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドア一・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

- 電 話 ( 981 )  0 6  16 - 0 6 1 8  
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冷 暖 房 y  l ' 守柿サ y シ

給排木、衛生水道 s .  環境術生施 ｉｾ 量
電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 r ーー可? 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支底長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電J 舌 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 日 比 谷 ・ 三 倍 ビ ル

支 1苫 名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、 富山

出 張 所 償訴、金沢、勝問、高松

雲喜朗目玉業社

設 計 ・ 施 工

大阪市東淀川区加島町357 電話 ( 302) 2271 - 9(代)

向 上

東京都港区芝浜松町2 - 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

事I1 路 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 神 戸

空気調和設備

設計施工

衛 生 設 備

φ  
三建設備工業株ま曾枇

大 阪 市 都 島 区 都島 本 通-4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福岡・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

電気 ・空調 ・給排水・衛生設備・設計施工

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 底 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

交 底 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出 帳 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・福 井 ・ 豊 田

@  

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 ( 363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・ 富 山 ・ 金 沢 ・ 福 井 ・ 京 都 ・ 松 江

設計施工
生

気

水 ・衛

房・換

排

冷

給

暖

ｾ＠
:n-商株 式 会 社

社

庖

本

支

所

取締f支社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

ｾ＠

ブ1. .
阪 城 口 研大

式

社

株

会

出猿所

社

t 、

ヱミ式業 株工賀須

r}; t' 耳:<; Hi :fl ・ 空 気 調 辛 口 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 吸 射 式 冷 凍 機/ 設 計 ー製 作 ・ 施 工

建材社

株 式

会社ー・5}苫ミー
衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  電 話 441- 5171

広 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

出 張 所 ー 北 九州

空 気 調 和

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑥ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧ (203)3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2- 13 ⑨ (211)  1535 代

出 張 所 = 札 幌 ・仙 台 段 田・金 沢 ・神 戸

広 島 ・松 山 福 岡 パ ン コ ッ ク

{あ 支

営 業 所 一 広 島

水 道 ・ 衛 生 ・暖 冷房 ・其 f也管 E 司王

設 計 並 施 工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5 0 4 1 - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 印 区 大 子 町 2 の 8 番地( 日本ピル)

包 括 東 京 ( 270) 7  4  1  1  A= ( 代 表 )

剥 ｌ ｾｾ｟ 市南大通凶 Ｔ 丁目 ｉｾ ωｬ ＮｉｉＡ ｪｦｩ 銀ピル '，'I1.lli ＮｦＺ ω ＮｉｉＡ ｾＺＮＷ Ｚ， Ｖ＠
1 t 沢市川 1崎 町 2 111' 1  6  Ｚ［・Ｇｬｴ，Ａ占金 ｾｊｾ ψ 山間
紹 介 市 御 幸 2 の 1 -' l!，! /;焔 J r- 2i1l4:l6 

尚 怯 市 2 111' r  9  -，ii ，!/; ［Ｚｍ ｪ［ｾＨｪ ｓ ｉ ＹＵ＠
1M) 山市大( J ¥ 3  8  0 の 1 -，'lt，!f; ｉｾＩ 山ｩｪ，［，Ｔ ＸＶ

冷 凍 冷 蔵

話 研 冷 機 稲 葉 醤 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

⑧ 
大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

社本

キｾＮｉｉＡ Ｑ せ業所
金 ｾｊｾＧＮｾＧ ｾ住所
話Jf 厄! 浪所

ｴＺｩｩｾｾ 出 ｴ 混ｬＧ斤
l品] 山出張所

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙台・ 高 松 ・広 島

宇土本

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 i_昆 湿 度 空 気 飼 和 設 計

大正二年病院議設備・給排水衛生 ・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸 ピ ル 6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1 6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札 岐 市 北 十 条 西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代 )4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1 4 号

電話 261 (代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681 (代 ) 1781

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ  

ト一一

本 庖

大阪支社

東京本社

支 庖

営 業 所

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 庖
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空 調 設 備 の 頁

@  平' " 互業株式会社

設 計 ・施 工

仙 台 支 庖

名古屋支庖

大 阪 di 西区江戸均!j 凪2 の 2

空気調和 ・恒 i:i 'i' 宣湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

T E L  ( 441 )附 1994. ( 443 )  (付0331

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

@ 不ニ鰐工業級友舎紅

ＺＮＮ｟ｾ＠

ｾ＠
妻子1

6!!! ¥畠回

大 阪 市 南 区 順 桜 町 2 - 5 0 'i lt 話 261- 2436聞

東京都大凹区西馬込 1 - 2 ー 1 1lt 話 773- 1231(fり

銀 座 ・ 浜 絵 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 似 岡

本 宿

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 潰 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

<<"!1M.  空気調和装誼 各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

ネ土

大阪市西区京町堀 1 丁目 6 2  包 括 (443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水主町 1の 1 2  電話(541) 0966( 551  )1655 

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - ]  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 電 話 ( 583) ]  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 l の l 電話 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式キ朱業田山

本 社

支 庖

出張所

大 阪 市 北 区 堂 ぬ 浜 辿 1 - 2  5  (新大ピル )

電 話 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京都中央区日本稿本石田14 - 2  ( 三井第二別館)

東 京 名 古 屋 出 張 所 九 州

鴻 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 部 足 立 区

社

庖

場

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・ サ ッ シ ・ド ア ・ シ ャ ッ タ ー

設 言|・ 製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 4  5  ( 興銀ピル別館)

也 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

官11 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 零

点 京 都i住区西麻布 4 - 15- 23(  ｾｩ＠ 5 掛け日ピル)

地 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

く m哩型里コ
空 気 調 和 設 「

ー壬宣言十施工

換気・除塵設備関

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 烈 工 業 格 式 会 社d大 阪 支 障

本 社 ・工 場

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 楓 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 J苫 名 古 屋 ・ 福 岡

空 調 事 業 部

古名庖支

2舎町震屍副S

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ＱＱＺＮ，Ｎ可Ｚｾ・耳 目坦， .. 

ー1;:...ー....
，....、 :l IU羊キャ リア工業( 株) 製品販売底 ・待 約 工 事 庖

i∞日杢設Fi 玉51禁罪討±

81 

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 内 1

包括 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間専用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 37( 天満相官北結)

ｦｾ 話 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 ー 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

1E 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

c;"，，，. 

温湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

市 : ( 361)  5  1  7  7 、
大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 1lt J舌i ( 364) 09: ' : '  ＨｩｾＩ＠

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 ー 2 (新 東京 ピ ル)

電 話 (211) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 J舌 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971) 3  6  2  1  

会 社⑨ 

ヰ士

大 阪 営 業 所

本

四日市営換所

大 津 出 張 所

津 営 業 所

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作
給・排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

高 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

長 尾 正 大

本 社 大阪市大，定区天神橋筋六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 351)  4927代

4540 

大 阪 営 業 所 ( 35 1) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364("'e; 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 喝 ( 328) 0363代

電 話 大 阪( 458) 3531 番

苦11 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 ijt 南 辿4丁目 11

出 張 所 = 京



各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 在 十 公 開f / 1 H 2 2

i'U ， ｉｾｩ 大阪 ＨＳＶＲＩ 8  7  0  1  

東 京 仰 港 区 赤 坂 1 r  I-J 5  IJI: 7  

i'U .i 吊 (481) 8  6  2  1 代 点

名 古 lゼ ・ 札 帆 ・ 稲 | 判

I t ! ! 川 ・備 浜 ・ 浜 総 ・ 姫 路 ・山j 松

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

電 気 設 備の 頁

社

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルデイング

T E L  代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T E L 代 ぷ (448) 1  3  6  1  

京 都 市 西 京 極 郎 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

冨式電陽

キ土

営 業 所

朝

本

社

十t

点』江支社

よ( '，li 

業 1'.斤

4く

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区布施橋ｉｬ丁目 三 八割 ｾｪ 也 1正治大阪 ( 202) 0325- 9  ｾ性

本 社 東 京 都 千 代 I日Ii< 内相1

'

m 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 申 見 I111 合 ' ) L /  1ホl ・ 名 古 屋 ・ 縞 岡

山 張 所 旭 川 ・ 内 河 h¥'， i，兵. ，lj 岡 ・富 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 市 此 花 区 恩 f tr菊 之 町 7 3  

ｾｬｌ 力工 ＧＱ Ｐ［Ｎ本音 ＱＱ T  E  L  ( 06)  462 - 1  3  0  1  ( 代)

ふ
一

Aエ藤エ太 陽

6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 町

T  E  L  ( 06)  313- 3  4  5  

施 設

工 事 本 部

社

設 計 ・ 施 工

A

Q

一

A
式

喝'

本来

電 気 工 事

-== 
支L中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

信 居

宅，

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市減収ｼ吐 ｾｦ iC * 之 町 三 「 日 占 IL

1・U .i ，f; 大 阪 (931) (¥ 1< 7  3  4  1  - !) 

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市地点 ( x] ("i l : l Il 之田( :  r  rI .  .  '，l¥，;，r;大阪(附1) 7(X).1

ｾｾ＠ ｬｾ＠ ｾＧ［ｾｩ 前 ｉｉｗＧ､ｩｩ Ｎｬｩｊ Ｑ 両ｉＡ叫りＺｻ 6  () '，'[i，!，f;f，卸!背 2 2607 ・12 m

本

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 束 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神戸・広山 ' ) L州

A

Q

E

 

式

英
-
吉
ロ，a

E
'
 

株

原

業

粟

エ

取締役社長

原栗6注

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 l T 目 1 1  0 番 地

1 l t 路大阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁 目 25番 11号 ( 福 島 ビ ル )

司E 結 束 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 arr 2  3 番 地

司Z 昔 舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

悦

血

〈

敏

設事工

と

一

川電

社

l苫

本

支

社

林

大 阪 市 北 区 車1I 笠岡T 5  0  ( 堂ピル 7 階)

屯 ぷ 砂 3 6 7 1  ( 代)

点) ) ¥IlI I 中 央 区 日 本 締 結 崎 町 3 r 目211H也

屯 ，: l i ω 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 悩 山

夫

一一
一

(¥: ，&.lfJ(締役

株 式 会 社

4土本

営 業 所

庖支

群出 張 所
出 張 所

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 お ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . t! f I . 市 ・高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 - 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝S込

J と

大 阪 di 1)9  I:{ ｾｴ 幼 Ｑ｜［ l  1: 述 1 r  1-1 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9

東 京 ・名 占 Jil .  Iぶ ，l: ，'j • h'，'; li:司

111 取締役社長

社イ主

争上

宇土

本

支

営 業 所

営業所
市神出 張 所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気 工 事 ・計装工事 ・ 設 計 施 工

A

Q

一

A

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 源 川 町 1 5 番 地

"(lI ，{ ; 5 大阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京G I l 港区新橋 5 - 3 4 - 6  相 馬 ピ ル 5 陪

'iu，lli 東京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪府 ・札帆・? ，，， Ij J i  • IILJ H  dj ・松山・徳山

商

取締役社長

大社

* 京 支 1，1;

本

ネ土中 央 電 気 工 業 株 式

取 締 役 会 長 今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松山 ・ 京都 ・ 草津 ・ ， Ｇｪｾ 岡・水島・福岡

A

Q

玄

宇土本

所張出

支 底

営 業 所

82 



建 材 ・ そ の 他 の 頁

の 庄

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪ 認 '1] 淳 窯 業 高 庖

Standard Board&Slate 

窓掛 、鍛帳、 R際、壁紙 室 内 装 飾 繊降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 枇

⑬ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営 業 所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト守 1 ・ヒューム噌

ベン手しーヲ_. ミンオャjレ

考シ 椋 式 会 社

主 宰 商 曾

. ，司念志向ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

フ タ パ 需 3阪
大阪市東住 吉 区桑 ￬ Ｍ ｉＡ問 ｉ 三 丁目 Ｑ Ｐ Ｑ 番地Ｇ，ｬＡＺ， ￬ ，ｾ大阪 Ｈ ＷＱＷ Ｉ ＴＵＶ Ｑ Ｍ 2  

本社営業所 、犬阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電 話(702) 代7814- 6  

特約代理后・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・福 岡

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設 計 施 工

( sj ) /同月程諸告書訴

83 



建 材 の 頁

• • • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

φ3  

近代建築の要求する

曲目i

曲目i

• • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
実 111化冬季t 7)

色メント吻? に

認 黒 川 化 学 工 業 所

本応工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 旧日 2723

N. G. C. 書記

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ァ ル コ ン パ ンド 1自 信 圭

米国バイヤーライト ・アスフアルトコンパ ンド{ 肌川

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

肉升互薬械式会結

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャツ今一

• ド ア ー ハ ン ガ ー

FT.K乏
套22 三 高 製 作 所

米 特i 言午 11¥ 1異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，. q-

言 Ｎ ｾ

84 
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製 イ乍

施 工
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• 

ｾ＠

• 

建 材 の 頁

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気室 、 発 電

所 、 配 電 室 、製 鋼 、 ガ ラ ス 工 場 の 壁 、 製 糖 、

アスベストパリヤ

製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最 適。

A sbe s to  8ar r i ev  ( 硬質石緋板)

( 呈カタログ)

@  泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪市 北区 同心 町 1 の 11 電 話 ( 351) 3442 ・4078

E ) 1，-茎 . y ? ^，n* I ヨ
プ ル ー 7 テ y ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ マ ノ レ ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 イ ン グ を 数 層 張 り 合 わ せ

，防 水 層 を 形 成 す る も の で ' 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す。

下 地 モ ル タ ル

ビニロ ンクロース

カレーフテックス 2回

プルーフテックス l 回

《特 長 》

1  ) 防 水 性 が f憂 秀

2 )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

耐酸工事・防水工事専門庖耐酸化学工業株式会社

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06)361 ・0178代

タ 然 え な い

オフ才L るご、、

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

f皮キ反土足オ名 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・昔樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリ工' ! J 'j ｊｾＢ＠ ヲル製造株式会祉

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 4 4 電 話 大 阪 (488) 1081代 表

東 京 支 社 及 工 場 崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 (488) 1081代 表

九 州 支 底 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支I吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江国T 1 の 24第 2 中 経ビノレ 電 話 名 古屋 ( 581) 2781 - 4
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電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場
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(

特

長

〉

会固有名建材l吉又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

弓戸 大 阪 市 住吉 区 粉浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (

元 ( 株 ) 九 州 、l 新 興 建 材 工 業 所

-
-
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畠
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‘

ぜ

か
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新
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す

ジ
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四

香
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岬
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・

王
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・

革 新 塗 料

毒見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレJI 〆

q ィs，z，

コート

( 特 長 )

村議

青 株 式

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大阪( 538)  2951 - 5・(541) 5757 - 9  

営 業所 東 京 ・高槻・明石・姫路・四国・中 国

イ寸i星音水*.  
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マノール防水剤は、屋上、内外壁、地下室

などのモルタルやコンクリート、ブロック

の 防 水、防湿に最適です。

その上、亀裂予防はもちろん、作業能率も

著るしくあがり、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています。

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与，f-T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

Ｈセメント走呈 Ｒ 包ｾｊＩ

エ ア コ ー ル

( 空気通行剤 )

山 富 弘 警 慧

句F I " I6. 防水剤

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 電 大 阪 (971)4765- 6

名古屋営業所 名古屋市中区門前町 5 - 3 7 電 名 古 屋 (231) 5440

福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下野寺逮原電福島 (34) 7428 

盛 岡 営 業 所 感 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 ' 1Ii :盛岡 (22) 2204 6診
緊 3由周旨( 1 : 工事主

東京都品川区大井 1- 15- 1 電東京 (774) 4111代表

日本建築協会優良詮明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

- ) 7t - q.イトB雪

株式会社日本セメン卜防水剤製造所

ト

ム

京

本

代

目

，
4

t

ι

b

t

r

e

 

リ

-

ー

水

斤

g

h
z

本 社 大 阪 市 東 l又 船 越 町 2 - 3  1  ( 船主盛ピ J レ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・ 2628

連 絡 所 官 民 家 市 荷 台 上 の 池 111話 宝 塚 ( 86) 2153 

出 吸 所 T在 日 東 京 (4 31) 8648 .名 古 属 (331) 1531 ・fll l台 ⑮0721 札 I悦岳会 11 11

オ r ー タ イ ト 式 防 水 電 お 大 三 工 業 高 松 ( 2 ) 0016 安 藤 工 本 絹 I苅 ( 28) 5  2  0  7  

工 事 代 行 庖 鰻 氷 建 材 広 島 ( 61) 6  3  7  1  

東邦防水工業 ｭ ｾ 舌札幌 Ｈ ＸＲ Ｉ 3  1  3  3  

日目

ユ-

T A K E C HI  - ゆ る が ぬ 地 盤 を つ く る

P A E C A S T  

C O N C A E τ E  

P I L E  議 昌 三 局 続

1 . 性 能 抜 群 の コ ン パ ク 卜 パ イ ル で す 。

2 . 運 搬 、 打 ち 込 み が 簡 単 で す 。

3  軟 弱 地 盤 に 威 力 を 発 簿 し ま す 。

ｾ株式 害事主京智工務開

本 社 式 阪 市 東 区 高純 楠 2 - 2 0  ( 高麗 新 ビ ル ) T  E  L  ( 06- 202) 3233附 7501 附

名 古 屋 営 蝿 所 名 古 座 市 中 区 明 1- 3 - 2 ( 晒 庄 住 宅 ピ ル ) T  E  L  ( 052 - 21 1)  3  0  8  6 聞

広 島 嘗 輯 所 広 島 市 宇 品 神 田 5 - I  7  - I  4  T  E  L  ( 0  8  2  2  - 5  3  ) 4181 

鹿 児島 営 蝿 所 鹿 児 島 市 新 度 数 町 I 9  - I  3 γ E し ( 0 9  9  2  2  - 3)  I  9  0  6  

エ 喝 );，1坂 ・名 古 屋 鹿 児島

2  
日 本 建 鉄 の

P 5 80Aレディメードサッシ

P  A  80 A  ・ P A  70 Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 町 大 阪 市 北 区 梅田 町 4 7  ( 新阪神ピル ) T E  L 大 阪 ( 34 1) 4331 ( 代 )
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

田本品 lま特に各部品の材料を吟l床し、表面が針i

び主いようポンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

・焼イτn金装仕上製品の他に 、他の持出し吊の腕

部 ( 吊込後! 弄から露出する部分) に S U  S 2 7  

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カバ ー を付けてあります。

・回転部分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを i扶入しであります。

Ｎ ＵＳｉｊ 製の設計Ｚｬ｜ｾ作をも歓迎致します 。

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

- 弊ヰ土製工E枠 付

ピ ポ y ト ヒ ン ジ

(;1: 

実 用 新 案 登 録

第 5 173 16号 の

:rr_ヰ宇 lこは:f可 f v ら

低 触 致 し て お η

ません 。
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只
〉

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 151 f i ( 06) 751 ー3653- 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都 墨 田 区 本 所2 ー 11 ー 11  f i ( 03 ) 623 - 7677 

わが国初の戻り燃焼方式. グ

8 0 0型に

W T P  水管ボイラ

e 25
"y' Hま で ト レ ー ラ で 輸 送 で き ま す

ー ヲV ? 3 5 u v vて百J

」 ←:ι ・一一ι ー

一ー一一一一一電ζ

特: ｾ午出願 中

特 長

. ホイラ 効 率 90 - 88 %  

・すす 吹きは ワンタ ッチ

・構 造 簡 単 ・小 形 軽 量

・スチームアップが早い

くその他の営業品目〉

用廃水処理装置

開会社 卒 川 鉄 工 所

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大淀 区 大 淀 町 北 l 丁 目 11 番 地 電 話 ( 06) 458 - 868 1  ( 代)

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 八 重 ， 州 6 の 7械 辺 情 ヒ ル 電 話 ( 0 3) 272 - 2 7 2 1  ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 ! の 6 中 日 ビ ル 電 話 ( 0 5 2) 26 2 - 245 1( 代 )

札 幌 2 6 - 8 0 1 8 福 岡 7 6 - 3 1 4 6 滋 賀 工 湯 ( 07758) 7  - 145 0  

. ご入会のお申込は・社団法人 日本建築協会 干 541 大 阪 市 東 区 北 浜3 - 37 電 話 大 阪( 06)231 - 9648 ・9649 ・9640 振 替 口 座 大 阪39975番
定価 300円 ( 送料共)


